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神奈川自然誌資料 (13) : 1～6, Mar. 1992 

神奈川県におけるハクビシンの生息状況（補遺 2)

中村一恵・石原龍雄

Kazue NAKAMURA and Tatuo ISHIHARA: Occurrence Records of Masked 

Palm Civet (Paguma larvata) from Kanagawa Prefecture (Suppl. 2) 

はじめに

先に筆者らは神奈川県におけるハクビシン（Paguma

larvata〕の生息状況を報告した （中村 ・石原ほか， 19

89；中村， 1990）。本報告はこれらに続く第3報であ

る。第3報では， 1989年から1990年までの聞に県立自

然保護センターに保護された個体に関する資料と，19

89年から1991年までの間に箱根 ・小田原地区から得ら

れた生息に関する資料を報告する。前者については中

村が，後者については石原が収集に当った。

近年，相模川以東の藤沢市および鎌倉市からハグピ

シンの生息および繁殖に相当する記録が得られたこと

は， 中村 (1990）によって報告されたが， 新たに茅ヶ

崎および横浜市南部と横須賀市から生息の記録が得ら

れ，ハクピシンの分布拡大の傾向は現在も持続されて

いる。 これらについても報告する。

報告に先立ち，資料の利用をご快諾下さった県立自

然保護センター赤羽尚夫所長と，資料の整理等にご協

力下さった同センタ一野生動物課の皆さんに厚く御礼

申しあげる。並びに貴重な情報をお寄せ下さった一寸

木肇，林公義，柏木喜重郎，岸一弘，中野谷幸子と，

写真を提供下さった十文字修の諸氏に対し衷心より御

礼申し上げる。

結 果

1 県立自然保護セ ンターにおける保護状況および

箱根 ・小田原地区における生息状況

県立自然保護センタ ーに保護された個体の状況を表

1に示す。保護場所の内訳は，ー厚木市8件，平塚市2

件，愛川町2件，津久井町・秦野市 ・相模原市・ 二宮

町各1件の計16件であった。 前回の報告（中村 ・石原

ほか，1989〕と比較すると，津久井町と愛川町が新た

に市町村単位の保護場所として加わった。違法に当る

飼育個体の保護例もあった。このこ とから個人的に飼

われたものが放たれたり，逃げられるなどのケースも

あるものと思われる。

箱根・小田原地区における生息状況を表2に示す。

箱根町9，南足柄市4，小田原市2，熱海市lの計

16例の生息に関する情報が得られた。前回の報告〈中

村・石原ほか，1989）同様，皮膚病に疾患していると

思われる個体が記録された。 1990年に小田原市早川で

得られた死体で、も脱毛が観察された（表2参照〉。 交

通事故死する個体も前回同様に記録されたほか，人

家，お寺， ホテルなどへの侵入例が記録され，市街地

における人の生活空間への進出傾向が目立つ。 前報

（中村 ・石原ほか， 1989）と本報で報告された箱根町

からの記録は19例となった。標高別で示すと表3のよ

うになる。

2 茅ヶ崎市および横浜南部と横須賀市からの記録

図1. 堀に落ちて脱出できずにいるハグビシン。横浜

市栄区小菅ケ谷町 （十文字修氏撮影〉。
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記録1: 1990年8月28日。茅ヶ崎市甘沼。茅ヶ崎市 博物館で飼育された後， 12月1日に横浜市野毛山動物

堤在住の古橋留雄氏が仕事場に向かう途中， 道端に倒 園に保護収容された（以上，林公義氏私信による〉。

れていたハクビシンを見つけ，茅ヶ崎市役所広報課に

持ち込んだ。頭胴長500mm，尾長380mmの雌成獣であっ 若干の考察

た（岸， 1990）。 腹の骨が折れていたことから，交通事 新たに茅ヶ崎市および横浜市南部と三浦半島の横須

故死と恩われる。標本は茅ヶl崎市文化資料館に保存さ 賀市からハクビシンの生息に関する情報が得られた。

れてレる。 茅ヶ崎市および三浦半島からは今回が初めての記録で

．記録2: 1991年3月18日。横浜市栄区小菅ケ谷町。 ある。 藤沢市から鎌倉市への進出がすでに行われたこ

県消防学校の訓練用の拐に落ちていたハクビシンを向 とから，ごく近い将来に鎌倉から三浦半島への分布波

学校の職員が発見した。掘 （幅lm，長さ 3m）の深 及は予測されていた 〔中村， 1990）。

さはZmあり，ハタビシンはこの中に落ちて脱出でき 以上の記録を追加して，現在のハクビシンの分布を

ずにいた（図 1）。 この個体は救助 されて放獣された 措くと図2のようになる。三浦半島からの記録は1例

が，1週間後にさらにも うl頭が同じ堀に落下した。 にすぎないが，ハクピシンの分布拡大の流れから判断

同一個体であったかどうかは不明である。 して自然分布と思われる。1990年に鎌倉市を対象に，

記録3: 1991年11月18日。横須賀市上町。同町の中 タヌキ，アライグマ， ハクビシンの3種について情報

塁 トン不ノレ付近にうずくまっていた幼獣が市立不入中 の提供を呼び掛けたが，ハク ビシンに関しては生息の

学校生徒により発見された。この個体は横須賀市自然 情報は得られなかった（中村，1991）。 しかし今回，
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図2.神奈川県における1991年現在のハクビシンの分布 （中村， 1990に追加〉．

1. 高尾山 2：八王子市野猿峠 3：町田市成瀬 4：城山町川尻 5：相模原市田名 6：相模原
市古山 7：相模原市中目武台 8：座間市座間公園 9：横浜市旭区若葉台 10：藤沢市大庭 11：鎌

倉市植木 12：茅ヶ崎市甘沼 13：横浜市栄区小菅ケ谷町 14：横須賀市上町ー
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表 1.ハクビγン保護状況 （1989～90年県立自然保護センターで傷病鳥獣として保護されたもの〕

交通事故．左後足に障害あり．

植込の中にうずくまっていた．片方の目が聞いてい

ない．

車の下にいたものを保護．

店内であばれていたのを保護．

木を伐採したところ その根元にいたのを88年10月

10日に保護し，飼育していた．

衰弱してうずくまっていた．体にウジがわいていた．

衰弱していた．センターへ輸送中に死亡．

七沢マート前にいたものを保護．飼育個体

首輪のヒモが木にからまっていた

交通事故公民館前に倒れていた右後足負傷．

雪の中でもがし、ていた．イゴ後足が隣：簿状態で左旋回

を繰り返す

ふらふらして歩いていたものをグロープで捕獲し，

保護したー

屋根裏に住みついたものが落ちてきた。

庭で保護．痩せていた．

衰弱して うづくまっていた。 横臥したまま体をくね

らせて旋回する

庭においた不コ用のダンボーノレの中に入っていた．

保護後の状況

1 

2. 
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＊傷病鳥獣救護記録台帳に「幼獣」と記載された4例中3例について体重記録がなされてあった。それらは，500gr〔No.8),450gr (No. 15), 460gr〔No.16)
であった。その他， 2.5kg (Nal), 2. 5kg (No.7), 3. 9kg〔NalO),3. 2kg (No.II）とあったものについては「成獣」 と判定した。

0 人家秦野市栄町11. 15 16. 
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表2. 箱根 ・小田原地区におけるノ、クシビンの記録状況

年 月日 場所＊ 観察記録

88. 6 箱根町宮城野， 460 干柿にカビが生えたので洗って縁側に干

しておいたところハクビシンが食べに来

た 皮膚病 〔コ 〉にかかっていて， 体に

脱毛が見られた．

性 ・測定値 〔mm)**

89. 5.24 南足柄市岩原， 40 衰弱しているところを保護されたが死亡目 ~，頭胴長536，尾長354,

付近で目撃例が数例ある 耳47，足91，体重3.25kg. 

89. 7. 4 南足柄市怒白， 70 近くに果樹園のある住宅地で交通事故 体重2.2kg 

89. 7. 8 小田原市域山

死体を拾得〔一寸木肇氏）．剥製として

保存．

人家の天井裏に侵入 9日確認に行った

がスズメパチが天井に巣を作っていたた

めに断念

89. 8.23 箱根町仙石原， 720 衰弱しているところを保護されたがほど ♀，頭胴長478，尾長370,

なく死亡がりがりに痩せ，犬歯が折れ 耳45，足83，体重1.45kg. 

たり， 脱落している

89. 8. 箱根町仙石原， 660 大型個体．写真により確認 同じ場所で

88年に雪の中で小型個体が死亡していた

とし、 う

89. 10. 13 箱根町湯本， 130 お寺に侵入してお供え物を食い荒らす． ♀，頭胴長445，尾長330,

侵入したまま出られず衰弱したところを 耳43，足75，体重1.16kg. 

発見される．餌や水を与えたが2時間後

に死亡

89.11. 2 箱根町湯本， no ホテノレのフロントにケカして弱った個体

が入って来る．山へ戻す

90. 2. 17 熱海市 熱函道路入口から数 lOOm登ったと ころ ♀幼獣， 頭胴長364，尾長

で交通事故死していた右耳が切れてい 230，耳36.5，足68，体重

7こ 1.027kg 

90. 4.23 小田原市早川 人家の屋根の上で死んでいた体に脱毛 ♀，体重2.5kg. 

が見られた

91. 1. 23 南足柄市塚原，130 人家のそばで死亡していた 外傷なし ♀，全長880.

91. 2. 5 南足柄市岩原，40 八幡神社内で死亡していた 外傷なし ♀，全長840.

91. 4. 21 箱根町小涌谷， 570 国道1号線で交通事故死． 合，頭胴長495，尾長412,

耳44，足81，体重2.9 kg. 

91. 6. 16 箱根町仙石原，640 国道 138号線脇で死亡していた ♀，頭胴長501，尾長414,

耳46，足89.

91. 8. 28 箱根町畑宿， 450 天狗沢，泥の上に足跡

91. 10. 15 箱根町仙石原， 740 19時40分，成獣が道路を横切って石垣を

登る．

＊場所名末尾の数字は標高〔m），件後足長は爪を含めた測定値を示す．
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表3 箱根町における標高別出現記録（N=19〕

年、度＼＼＼原〔：＿高〉豆1000 1000-500 ミ500

1973 

1979 2 

1983 

1984 

1987 1 

1988 2 3 

1989 2 2 

1991 3 

言「 11 7 

頃からタヌキ，イタチ，ハグビシン，キツネなどの交

通事故死が急増しているが，これは主にタヌキの死亡

例の増加によるものであり，1979年から1991年までの

13年間に交通事故死した晴乳類〔リス，イタチ以上の

大きさのもの〉の約半数（49.4%〕をタヌキが占めて

いる（石原，未発表〉。 ハクビシンの市街地進出時期

および疾病の発生時期とタヌキの交通事故死の多発時

期とがほぼ一致しているのが注目される。

岐阜県では野性タヌキの11～37%に及ぶ皮膚病（済

癖症〕の蔓延が報告されており，公衆衛生上の見地か

ら感染防禦への注意が喚起されている（鈴木ほか， 19

81〕。筆者らの知る限りでは本県のハクビシンに関し

ての病理および組織学的な調査はなされていない。タ

鎌倉市に隣接する横浜南部および三浦半島から生息の ヌキの都市化に似て，ハクビシンが人家に安近したり，

情報が得られたことにより，相模川以東の県南部地区 人家に住みついたりする例が多々認められている。箱

での生息は持続され，さらに分布の拡大が行われてい 根ではハクビシンの行動圏とタヌキ，テン，アナグマ

るものと推察される。 などの在来種，イヌやネコなどの家資の行動圏とに重

ハクビシンの市街地への進出については，前報〔中 なる部分があるが，スカベンシャー化することでタヌ

村 ・石原ほか， 1989）で簡単に触れたが，その傾向は キやイヌなどと接触の機会は増大すると思われる。

現在も持続されているように見える（表1および2参 都市ダヌキ（urbanracoon dog）が生まれた よう

照〉。ハクビシンはまず山地および農村部において密 に，都市ハクビシン（urbanmasked palm civet）心

度をlj'flし，ついで都市部に分布を波及させたと推定さ 生み出されている。横浜市のような大都市におけるキ

れる。箱根町における生息記録の推移を整理すると， ツネの衰退は著しく（後藤 ・桑原，1991），また市街地

年をおって山地から市街地への進出傾向が認められる のイヌは鎖につながれて管理されているためその生態

（表3〕。静岡側から箱被への進出は1965年以降と推定 的地位の確立はほとんどない。その結果，タ ヌキは都

され，確実な最初の記録は1973年に金時山の際高1200 市部においてイヌ型のスカベンジャーとしての生態的

mの地点から得られているが（中村 ・石原， 1989), 地位を維持できていると思われる。タヌキをイヌ型ス

その後の記録の多くは500～lOOOmの範囲から得られ カベンジャーと見れば，ハクビγンはネコ型スカベン

ているo しかし1987年頃から標高 500m以下の低山域 ジャーの地位を占めつつあるようにも思われるが，は

からの記録が出始めている。お寺に侵入して供え物を たしてハクビシンが市街地でスカヘンジャーの地位を

食い荒らしたり，ホテノレに接近するなどはその現われ 今後も維持できるのかどうか，伝染病の蔓延などの問

であろ う。 題も含めてハクピシンの都市化現象に今後も注目して

おわりに

野生動物のハビタットとしての都市環境は，構造そ

のものが必ずしも永続的に安定しているとはいえない

であろ うから，ハク ビシンの生態に今後さまざまな変

化が起こるものと予想される。ハクピシンに脱毛を

伴う皮n~·病が発生しているのは，そのーっかもしれな

い。箱根町市街地への進出は1987年頃であることは

前記したが，箱根 ・小田原地区で皮膚病に疾患したと

考えられる個体が初めて記録されたのは1987年であり

（中村・石原ほか， 1989）， 市街地への進出時期と疾病

の発生に一致が見られる。また，箱根町内では1988年

いく必要があるものと思われる。
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後藤好正 ・桑原康裕， 1991. 横浜市のホンドギツネに
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横浜市におけるニホンアナグマの記録

桑 原康裕・後藤好正

Yasuhiro KUWAHARA and Yoshimasa GOTO: Distributional Record of 

a Japanese Badger at Yokohama City, Kanagawa Prefecture 

ニホンアナグマ Melesmeles anakuma TllMMINCK 

はイタチ科に属し，本州 ・四国 ・九州の低地）＂，｛＼から車

高山帯までの森林に生息する。本来は人皇近くに普通

に見られる中型晴乳類であるが，横浜市では最近その

姿を見ることができなくなった。

横浜市野毛山動物園の堀氏によると，同国には1951

年開園以来，横浜市産と考えられる本種が数回寄贈さ

れたが， 1971年に寄贈された個体を最後に，以後の記

録はないということである。また， ~ff:者の一人，桑原

は1970年中頃まで横浜市北部の緑｜玄で本種の生息を確

認している。したがって本種は1970年代に市内より急

速に姿を消していったのではないかと思われる。

筆者らは最近，横浜市産のニホンアナグマの剥製を

見る機会を得たので，やや古い記録ではあるがこの場

を借りて報告する。

本文に先立ち，筆者らに記録の発表を委ねられたこ

どもの国協会の中山康夫氏，発見の経緯についてお教

えいただいた雪印こどもの国牧場の山崎かつえ氏，横

浜市立野毛山動物園の記録についてご教示いただし、た

0 lOKm 

図1 ニホンアナグマの発見地点 （．〉

期浩氏， 川崎市のアナグマについてご教示いただいた

和光高校の斎藤 博氏ならびに発表の機会を与えてい

ただいた神奈川県立博物館の中村一恵氏にお礼申し上

げる。

横浜市緑区こどもの国における記録

績浜市緑区奈良町こどもの国で1978年5月11日に山

崎かつえ氏により同園内にある雪印こどもの国牧場近

くの草地でうずくまっているところを保護されたもの

である。保設されたときに，喉の辺りを怪我していた

ので，すくに獣医の手当てを受けたが間もなく死亡し

た。この個体は成獣で性別については記録されておら

ず不明である。当時から同園内ではしばしば野犬が見

られたことから，この怪我はおそらく野犬に襲われた

ためだと思われる。死亡後は山崎氏が引き取り剥製に

して保管していたが，最近，こどもの国協会に移され

現在は同協会が保存している（図 2）。

横浜市こともの国周辺の現況

こどもの国は多摩丘陵の南端に位置し， 横浜では急

速に姿を消しつつある人里の自然がまだ比較的よく残

されている地域である。周辺は，雑木林が多く残され

ており，中型llfi'j乳類としては，ホンドタヌキ，ホンド

イタチ，キュウシユウ ノウサギが少なくなりつつある

がまだ生息している（桑原， 未発表〉。

こどもの国周辺では，1980年頃川崎市麻布区有ll生の

麻布川河川敷に餌づけされた本種が生息していたとい

う（斎藤博氏私言〉。また，山本 （1987）は同区での，

山口（1987〕は横浜市緑区寺家町での聞き込みによる

本種の生息を報告している。 したがって，こどもの国

およびその周辺（緑区奈良町，寺家HIT, JI I崎市麻布区

早野， 町田市三輪町〉にまたがった緑地帯には現在で

もニホ ソアナグマが生息している可能性はありえる。
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図2.横浜市こどもの国で保護されたニホンアナグマ （剥製〕

ただし，こどもの国には野犬が多く ，常に襲われる危険

性があるだけでなく，同地域は鳥獣保護区に指定され

ているにもかかわらず，中型晴乳類を対象とした民が

多数仕掛けられるなど，ニホンアナグマにとってけっ

して良好な生息環境であるとはいいがたし、。したがっ

て，こどもの園周辺に本種が生息しているとしてもそ

の個体数は極めて少ないのではないだろうか〔こども

の国ではその後の記録がなしう 。さらに，最近この地

域も開発が進んで緑地が分断される傾向にあり，中型

日南乳類の生息にとってますます厳しい状況になること

が予想される。

近年，ホンドギツネが神奈川県の北部や県央地区で

増加しながら分布を拡大する傾向があるとされるが

（柴田， 1991），現在のところニホンアナグマではこう

した傾向は見られなL、。しかし最近，横浜市で記録が

8 

途絶えていたホン Kキーッネが確認された例もあ り（後

藤 ・桑原， 1991〕，ニホンアナグマの生息が再び確認さ

れることを期待したし、。

文献

後藤好正 ・桑原康俗， 1991.横浜市のホンドギツ不に

ついて．神奈川自然保全研究会報告書，（10):

35-37, 

柴田敏隆， 1991.横浜市の生物相 ・生態系〈晴乳類〉

横浜市陸域の生物相 ・生態系調査報告書，

pp. 137 152.横浜市公害対策局

山口佳秀， 1987.寺家町のH甫乳類．寺家の自然、， pp.

145. 横浜ふるさと村自然と文化の会．

山本祐治， 1987.川崎市の哨乳類．川崎市青少年科学

館，（4):55-58. 
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多摩川河口で越冬するシギ・チドリ類

桑 原 和 之

Kazuyuki KUWABARA Note on Wintering Waders at the Mouth of 

Tama River, Central Houshu. 

Abstract: From December 1985 to March 1986, 1月22日のみ満潮時に調査を行った。総観察時間は，

Kentish plov巴rCharadrius alexandrinus, Ringed Pio 410分で， 1回の調査時間の平均は， 82分である。

ver Charadrius hiaticula and Dunlin Calidris alpina 

were wintering at the mouth of Tama-River (35° 

32’N, 139°45' E〕Dunlinwas dominant in win-
tering season at this tidal flat. About fifty number 

of Kentish plover were wintering, but Ringed plo-

ver occurred in a few numbers. 

は じめ に

多摩川河口は，東京湾内でも有数の，水鳥渡来地で

あり， 1990年までに， 156種の野鳥が記録されている

く箕輪ほか，1991）。しかし，水鳥に関する研究は数少

なく，シギ ・チドリ に関しての，黒田，1919，カモメ

類に関しての桑原ほか，1988などの報告があるにすぎ

ない。著者は，越冬期に多摩川河口の干潟でシギ ・チ

ドリ類を調査する機会を得たので報告する。

調査地および調査方法

調査は，多摩川河口（35°32'N, 139°45'E）で行っ

た。調査範囲は，東京都と神奈川県境にかかる大師大

橋から下流にかけて形成される干潟である〔Fig.1. 

Fig. 2）。泥質の干潟が干潮時に，河口の両岸に形成さ

れる。中州の周囲にも干潟がみられ，シギ ・チ ドリ類

の他にもカモ類 ・カモメ類 ・サギ類などの水鳥が採食

する。調査に際しては調査範囲の全てのシギ ・チドリ

類の個体数を30倍の望遠鏡を用い数えた。計数の際に

は，シギ ・チドリ類の行動 ・採食場所などにも留意し

た。また， 1986年 3月11日にシギ・チドリおよびカモ

メ類の分布調査も行った。

調査は，1985年12月～1986年3月の期間に5回行っ

た。調査日は，1985年12月27日， 1986年 1月22日・24

日，2月24日， 3月11日の5日間である。調査は，干

潟が干出する干潮時に行うように心がけたが， 1986年

結果および考察

調査期間中に，ハジロコチドリ Charadriushiatic-

ula, シロチドリ Charadriusalexandrinus，ハマシギ

Calidris alpinaの3種が記録された。最も個体数の多

く観察された種は，ハマシギであり， 289～346羽が記

録された（Tadle.1）。ハマシギの個体数の平均は，

319.6羽で比絞的安定していたのに対し， ！ノロチドリ

の個体数はかなり変動した。 1985年12月27日にシロチ

ドリは129羽記録されたが，1986年 1月22日には満湖l

のため個体数が少なく 5羽しか記録されなかった。1

月～2月の厳冬期のシロチド リの個体数は少なく 50羽

以下であったが， 3月には最多数の 183羽が記録され

た。ハジロコチドリは， 1986年 1月24日に，冬羽1

羽， 3月11日には，冬羽 1羽と冬羽から夏羽へ換羽中

の1羽が記録されただけであった。

観察されたこれらのシギ ・チト リ類のほとんどが，

干潟を採食の場所として利用していた。おのおのの径

が，採食していた割合は，ハジロコチドリが10096(N 

=3）， γロチドリが100%(N=381〕，ハマシギが81.2 

5'-6 (N = 1598）であった。

また，採食場所は，カモメ類が比較的少ない所であ

った（Fig.3）。ハマシギとシロチドリの採食場所の差

は， 明確ではなかったが，2種とも， セグロカモメ

Larus argentatusやカモメ L.canusなどのカモメ類

が休息している干潟付近では余り採食している個体は

少なくカモメ類の少ない干潟面を多くの個体が利用し

て採食していた。

調査期間中に，シギ ・チ ドリ類は上述の 3種しか記

録されなかった。東京湾内の千葉県木更津市小樋川河

口や千葉県富津市富津11rq1，千葉県習志野市谷津干潟な

どで普通に越冬するダイゼン Plnvialissquataloraな
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Fig. 1. View of Study area on 22nd July, 1991. 

Fig. 2. View of Study area on 22nd July, 1991. 
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Fig. 3. Distribution of waders and gulls on llth March, 1986. 

Map to show sites where waders has been observed from u:45 to 13:00 on Low tide. e deno-
tes Dunlin Calidris alpina, 0 denotes Kentish plover Charadrius alexandrinus，ムRingedplover 
C加radriushiaticula, shaded area denotes roosting flock of gull, (Larus spp.〕Sizeof symbol varies 

according to th巴 numberof wad巴rs.See distribution of waders, there are few waders at where gulls 
were roosting. 

1986 

Jan. 

1985 

Dec. average lv1ar. 

11 

Feb. Jan目S p e c i e s 

24 

Ringed plover 

Kentish plover 

Dunlin 

0.6 

76.2 

319目6

2 

183 

295 

42 

325 

24 

22 

289 

22 

5 

343 

27 

129 

ca.346 

Charadrius hiaticu/a 

C. a/exandrinus 

Ca!idris a/pina 

396.4 

Table. 1. Census result of waders at the mouth of Tama River, from December 1985 to March 

1986. Only 3 wad巴rswere recogniz巴din this wintering season. 

480 367 312 348 475 total number 

ほか， 1991）。つまり，河口域の開けた干潟はイソシ

ギが越冬するには適していないのかもしれなし、。イソ

シギやダイゼンなどの越冬場所については，今後も新

しい調査が必要である。

東京湾内で．百羽を越えるハマシギが越冬できる干

潟は数少なく ，自然、の干潟と しては，小極川1iiJ口， 富

津岬，谷津干潟だけであり越冬個体数に関しては東京

湾内では前三者に次ぐ越冬場所と思われる（岩瀬・桑

ll 

どは確認されなかった。臼本野鳥の会神奈川県支部，

1986でもダイゼンの越冬は確認されていなし、。冬期に

干出する干潟面積が少ない多摩川河口でダイゼンが越

冬しなかったこ とからも，ダイ ゼンの越冬場所は広い

干潟であるのかもしれなし、。また，調査期間中にイソ

シギ Tringahypoleucosも記録されなかった。河川で

イソシギは，普通にみられ多摩川中流では普通に越冬

するが， 多摩川河口の干潟での越冬記録はない（箕輪



原， 1989）。 1970年代から1980年代にかけて， 東京湾

内の干潟から急激に個体数が減少しているシロチ ドリ

も，数十羽が越冬していた。ハマシギに比べ，シロチ

ドリは分散して採食するため，その個体数の把握は殺

しい。しかし，ハマシギと同様に，広い干潟では越冬

個体数は多L、。従って，東京湾内の干潟が数少なくな

った現在では，多摩川河口は彼らにとって重要な越冬

場所と思われる。また，ハジロコチドリの越冬は， 東

京湾内では，多摩川河口と小梅川河口でしか記録され

ていない （桑原ほか，1989）。 小柄J'i川河口での越冬例

は1例のみである（百瀬 ・桑原，1988）。多摩川河口

では， 1～2羽が近年越冬しており，比較的容易に越

冬が俗認できる。 ハシロ コチドリの越冬場所として多

摩川河口は重要であろ う。

シギ ・チドリ類は，各地で減少しており，東京湾岸

の干潟の保護が望まれる。多摩川河口は，シギ ・チド

リ類の越冬場所や採食場所となるだけではなく，彼ら

の渡りの中継地としても貴重である。東京湾内の干潟

面積の減少は，シギ・チドリ類に大きなダメージを与

ることになる。 干潟では， シギ ・チドリ類だけでな

く，カモメ類の個体数も多い。現在，東京湾内では，

ユリカモメなどのカモメ類の個体数はi普加していると

考えられる。多摩川河口などで餌づけなどを行う と，

カモメ類が増加すると考えられる。

1986年 3月11日の調査などからも，カモメ類が多い

場所には，シギ ・チ ドリ類は少ない傾向があり，カモ

メ類がシギ・チ ドリ類にインパクトを与えていること

はまちがし、なし、。 このことからも，シギ ・チドリ類の

採食場所の保護のためにも，干潟の保全保護にはカモ

メJil'［の個体数を急激に土首加させないよう生ゴミ をなる

12 

ベく河川に流さないようにしたり餌づけをしないよう

にするなどの我々の努力も必要であろ う。

謝辞： 本稿の作成にあたって，神奈川県立博物館の

中村一恵氏には，原稿を読んでいただいた。東邦大学
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に，深く感謝の意を表したい。
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川崎市の多摩川土手に発生したホソオチョウ

高柔正敏 ・中村一恵・ 新井一政

Masatoshi TAKAKUWA, Kazue NAKAMURA & Kazumasa ARAI・ Occurrence 

of an Alien Butterfly, Sericinus mantel a, along Tama gawa 

of Kawasaki, Japan 

ホソオチョウ Se円cinusinontela GRA yは，元来は

中国大陸からウスリ ー， 朝鮮半島にかけて分布する 1

属1種のいわゆる典型アゲハだが， 1978年に東京都日

野市から記録されたのを皮切りに，東京都および山梨

県の各地，埼玉県の一部などで発生が確認されるに至

った。木種が各地で発生するに歪った背景には，意図

的な放蝶などきわめて強い人為が働いていると考えら

れている。また，その形態などから原産地は斡国と推

定されている〔jJE種名は subsp.koreanus FIKSEN) 

〈以上，主に原，1984；， 猪又， 1986）。

神奈川｜県においては1980年に津久井郡藤野町で初め

て発生が確認された（原， 1984）が，隣県の山梨や東

京都と典なり，その発生地は藤野町内に限られてきて

いるようである。しかし， 1991年8月29日に神奈川見

虫談話会の大森武昭氏から，本種らしいチョウを川崎

市幸区の多摩川土手で多数見かけたとの報を受けたの

で， 翌8月30日に現地を訪れたところ， 筆者らも土

手の700-800m ~こ渡って本種の発生を確認できた。当

地も意図的な放~告によ って発生したものと推定され，

わさ1っさ’記録することに疑問を感じないわけではない

が，環境的にみて土手沿いに分布を鉱大する可能性も

考えられるため，あえてここに記録し，今後の動向に

注意をお願いするものである。

本文に先立ち，情報をお寄せ下さり，発表を快諾さ

れた大森武昭氏に厚く感謝申し上げたし、。

採集記録 ：6合6♀，川崎市幸区小向，30. VJ[ 

1991，高桑採集（神奈川県立博物館蔵〉

筆者らが確認した発生地を図 1'2に示す。多摩川

の土手の斜面のところどころに本種の食餌他物である

ウマノスズクサの群落があり，これらが本種の発生源

となっていた。興味深いことに，食餌植物群落におけ

るホ ソオチョウの利用度はさまざまであり， まったく

食された形跡のないものから，食痕を確認するのが困

難なほど過剰に食されていた場所（図2：緩やかな短

い斜面となっている堤内地〉まであった。このことか

らは，当地における発生がきわめて最近のことである

ことがうかがわれる。なお，ここは少なくとも年1回

は草刈が行われているようで，草丈は低く抑えられ，

ウマノ スズクサも 2次伸長したものと考えられる。同

様な環境は上流方面に続いているものと 予想 される

が， 多摩川大橋より下流しか調査していない。

発生状況はきわめてランダムであり，羽化中の個体

から汚損したものまで，また卵から終令幼虫と思われ

るものまで， 1＠を除くほぼ全ステージが見られた（図

3-6〕。当日はかなり強い風があったためか，飛朔

個体よりむしろ食餌植物群落近辺に静止中のものが多

いよ うに忠われたが，近づくと飛び去るものが大部分

であった。飛び去った一部は風にあおられるように土

手から遠く 陥れていった。 まずこ， 当地は若干のシオカ

ラトンボが見られたが，このトンボがホソオチョ ウを

捕食中のものを3人で計10例ほど目撃したので，かな

りの捕食圧を加えているものと推定される。さらに，

カニグモの l種による捕食も 1例観察された。

なお当日，筆者らと大森氏以外にも捕虫網を持って

いる人がL、た。通常の感覚では場所的に稀なケースだ

図1. 川崎市多摩川土手におけるホソオチョウ発生

地点
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量a・沼会ゆ

図2.)ii崎市多摩川土手におけるホソオチョウ発生地点 最も発生個体の多かった堤内地

と考えられるので，あえて触れておく 。一人はトンボ ならないだろう（あるいはすでに多摩川大橋より上流

に関心を持つという中学生で，たまたま見慣れぬチョ 方面で発生済みなのかもしれなLつ。

ウがし、たので採集していたと言う。 さらに，自転車を

ヲjl、た高校生とおぼしき男女が通りかかったが，捕虫 引用文献

網を広げることはなかった。後者とは会話を交えてい 原 聖樹，1984. 神奈川県に野生化したホソオチョ

ない。 ウ．神奈川自然誌資料，（5):11-16 

いずれにしろ，多摩川土手はホソオチ ョウが生息可 猪文敏男編著，1986. 大図録日本の蝶. 499pp，竹書

能な環境下にある。今後の発生状況を見守るとともに， 房，東京．

どこまで分布を拡大するのかを追跡調査しておかねば （神奈川県立博物館〕
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図3-6. 同地のホソオチョウ： 3 交尾個体（上 ：♀，下 ：会） ; 4目羽化してきた♀ ；5 食餌

植物であるウマノスズクサ（左：前fil・代の幼虫によって著しく食害を受けている）と食餌組物
でないヤブガラシ （右〉に産付された卵境； 6. 終令幼虫

15 
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伊豆半島須崎、田ノ浦湾周辺海域の魚類（追補〉

林 公義・ 伊藤 孝・岩崎 洋・林 弘章

萩原清司・足立行彦・長谷川孝一・木村喜芳

Masayoshi HA y ASHI, Takashi ITO, Hiroshi Iw ASAKI, Hiroaki HAYASHI, 

Kiyoshi HAGIWARA, Yukihiko ADACHI, Kouichi HASEGAWA, and 

Kiyoshi KIMURA: Additional Report of Fishes from the Coastal 

Water of Tanoura Bay, Shimoda, Izu Peninsula. 

はじめに

相模湾海洋生物研究会では，相模湾の魚類相を明ら

かにする目的で，沿岸域の数地点を継年調査してい

る。相模湾の西南端に位置する伊豆半島下回市の須崎

半島周辺海域は，黒潮沿岸流の影響をうけ，地形的な

環境も複雑であることから，本州中部沿岸域に代表さ

れる暖海域の生物相が見られる場所である。本研究会

では須崎半島の回ノ浦湾を中心に，1986年から浅海性

魚類の生態観察を継続してきた。同海域の魚類相につ

いては， 1986年10月～1988年8月までの調査結果を基

に75科225種（ヨシノボリの生態型3型を含める）を

記録しあわせて出現魚種の田ノ浦湾における生活型

を報告した〈東ほか，1989）。本報では， その後の調

査による出現魚種や前報中では目視記録種であったも

のを採集し， ：再同定した結果などを追録する。なお追

加記録種のなかには未記載種や日本初記録径が含まれ

ており，詳細な記載は別報に譲ることとして本報で和

名新称をあたえたものが3種ふくまれる。

調査方法

本報の調査期聞は， 1988年9月から1990年11月まで

とした。観察時聞は連続日で月 1回，平均6～8時間

行った。観察と採集法はおもにスキン ・ダイビングで

あるが， 1989年6月よりスターバ ・ダイビングも併用

した〔静岡県知事特別採捕許可による〉。調査海域で

ある回ノ浦湾の概況については， 吉原ほか（1976a）や

東ほか（1989）に，また吉原 ・添田（1974）が地形や

底質について， DEGUCHIet al. (1974）や吉原ほか

(1976b）が水質環境について，それぞれ詳細に報告し

てあるので本報では省略した。調査は湾口から湾奥部

までを中心に行い，干潮時にはタイドプーノレや潮間帯

転石下などでも行った。また生活史の一時期を回ノ浦

湾で過ごす両側回遊性の淡水魚もいるので，湾奥に流

入する河口水域も調査対象地点とした。調査は著者ら

が主に行い，種の同定は，林（公〕 ・伊藤 ・萩原 ・林

〔弘〉が行った。

結果

回ノ浦湾産魚類目録 ・追補（1988年9月～1990年11月〉

目録で使用した種番号〔226.～292.）は， 前報 （東

ほか， 1989）で記録した最後の種番号（225.）から追

録した。採集標本で同定の済んだ種については横須賀

市自然博物館魚類資料として登録したので，和名 ・種

名 ・登録番号YCMP ・ （偲体数，体長範凶，＊印は全長〉

・採集日のl慣に記した。種の配列と記載（計測昔日位と

方法〉については，益田ほか（1984）に従った。分布

域については原則として園内での記録を示した。

ウミヘヒ科 Ophichtidae

226. ウミヘビ亜科の葉形稚魚、 Ophichthinaesp. 

YCM-P18816 (2，キ84.1-86. 7) 1988. 12. 18. 

標本個体（図 1-1）は葉形稚魚で，第2番目の消化

管膨出部が最も大きい，尾部正中線下方の大型黒色素

胞は8個，消化管上方の大型黒色素胞は9個，背鰭前

部筋mi数は36-37,日工門前部筋節数は70であることな

どから，望月（1988,p.58 62）のウミヘピ亜科 sp.3

の記載と図に一致する。望月（1988〕の原図に用いた標

本（全長64.2mm）より本個体のほうが全長は大きいの

で大型黒色素胞は明瞭であった。本種は土佐湾（g月〉

と北部九州沿岸や大隅諸島海域（11月〕から記録され
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ている。

227. ヒレハシグロウミヘビ（新称〉

Ophichthys altipinnis 

YCM Pl9540 (1, *258. 6) 1988. 9. 25 

標本個体（図12）は，歯と歯列の形状から松原（19

55）によるウミヘビ科ウミヘビ属の l種であるが，外

部形態の特徴からは日本産の種に相当するものはな

い。本種は背 ・啓鰭高が高い，背路市I方鰭膜が黒い

（頭長の 3分の2程度），背鰭始部は奴孔の直上であ

る，胸鰭は!if!，、く縁辺部が白い，尾音g先端の肉質部が黄

白色であるなどの特徴をもっ。体色は背部が褐色で，

腹部は淡色，頭部はやや暗褐色である。これらの外部

形態の特徴は， WEBERand B1:AuF01n (1916, p. 308) 

やJoNESand KuMARA N〔1980,p. 121, Fig. 99）の記

載や図にあるO戸hichthysaltψinnis (KAUP）とよく一

致した。本種は日本初記録種であり，分布はラッカデ

ィブ諸島，スリランカ，セレベス諸島などから知られ

ている。

ヤガラ科 Fistularidae

228. アカヤガラ Fistulariacommersonii 

YCM-P19146 (1, 139. 0) 1987. 8. 21; YCM-P19561 

〔1, 278. 0) 1988. 10. 16. 

ヨウジウオ干ヰ Syngnathidae

229. アマタサヨウジ Festucalex erythraeus 

YCM P23153 (1， ネ46.5)1989. 11. 13, YCM-P24406 

(2, 73. 4-85. 9), YCM-P24426 (1, 82. 5〕1990.7. 16. 

本種はインド ・太平洋域に主に分布する。四イリア

ンとオーストラリ ア北東海域に分布し，本種によく類

似する Festucalexgibbsiとは，躯幹輪数が18（アマ

クサヨウジは16）であること，胸鰭基部上方に隆起線

が2木ある（アマクサヨウジにはない〉などの点で区

別される（DAWSON, 1985, p. 69）。益田ほか（1984,

p.88）によれば，本種は長崎県のみから知られている。

230. タツノイトコ Acentronuragracilisima 

YCM-P23230 (1，汚3.0) 1989. 12. 18. 

本種の体色や皮質突起の数には個体異変が多いとさ

れている（益田ほか，1988,p. 88, Pl. 76-x）。原本個

体の体色は赤褐色で， 明瞭な皮質突起が数多くみられ

た。

チコダラ科 Moridae

18 

*(24.) エゾイソアイナメ Physiculusmaximowiczi 

YCM-P23854 (1, 47. 9) 1990. 1. 28, YCM-P23950 

(1, 67. 6) 1990. 3. 26; YCM-P24407〔1,113. 8) 1990. 

7. 16; YCM-P25110 (2, 49. 9 60. 4) 1990. 11. 19. 

標本個体は東ほか（1989）により， 24.チゴダラ Phy-

siculus jaρonicusとして報告された。再同定の結果，

限径が両限間隔のほぼ3分の 2cチゴダラはほぼ同長
かやや短しうであり，エゾイソアイナメの特徴と一致

しT二 Cini=I王l』ま泊、， 1984, p目89〕。

イザリウオ科 Antennariidae

231. ハナオコゼ Histriohistrio 

YCM-P18990〔1, 10. 6), YCM-P 19001 (2, 7. 3-

8. 4) 1989. 6. 19. 

イットウダイ干ヰ Holocentridae

232. アヤメエピス Sargocentronrubrum 

YCM-P19603 (2, 42. 4 42. 6〕1988.10. 16. 

233. テリエピス Sargocentronittodai 

YCM-P19572 (1, 95. 8) 1988. 10. 16. 

ぺ29.) ウロコマツカサ Myripristismelanostictus 
YCM P19487 (1, 36. 3〕1988.8. 21. 

標本個体は東ほか（1989）により， 29.アカマツカ

サ Myriρristisberndtiとして報告された。再同定の

結果，胸鰭服部に小鱗がないこと，下顎の歯塊が2対

であること，背鰭 ・瞥鰭 ・尾鰭の各縁辺に暗胞をもつ

ことなどでウロコマツカサの特徴と一致した（益田ほ

か， 1984,p. 112）。本種の分布は土佐湾以南とされて

L、る。

ホラ科 Mugilidae

234. フウライポラ Crenimugilcrenilabzs 

YCM P19390 (1, 29. 0) 1987. 11. 15. 

本種は， j荷潮時に大型転石のある砕波帯付近で小群

でいた。

カマス科－ Sphyraenidae 

ぺ36.) タイワンカマス Sρhyraenaflavicauda 
YCM-P19581 (1, 110. 6), YCM P19583 (2, 83. 4 

101. 9〕1988.10. 16. 

標本個体は東ほか（1989）により， 36.アカカマス

sρhyraenaρinguisiとして 報告された。再同定の結

果， 世~線鱗数は84～91 （標本個体では85～90),！掬鰭

先端n.第1背鰭基部下に達しない， 背鰭高が限後長よ
りも短いなどの点でタイワンカマスの特徴と一致した

（益田ほか，1984, p. 118）。 本種は外観が類似するア

カカマスと頭長／吻長比（57%vs. 40%）や頭長／限径

比 （2396vs. 15~b）にも差が認められた。 本経の分布



は琉球列島から知られている。

ハタ科 Serranidae

235. アカハタ E1うineρhelusfasciatus 

YCM P23158〔1,50. 6); YCM-P23159 (1, 52. 5); 

YCM-P23187〔1,40. 9) 1989. 11. 13, YCM-P23928 

(3, 39.3 58.8〕1990.2. 25 ; YCM P23955 (1, 66. 6) 

1990. 3. 26; YCM P23965 (1, 56. 6); YCM-P 23971 

(1, 65. 7) 1990. 6.17. 

国ノ浦湾内で採集されたものは全て幼魚、であった。

236. ハクテンハタ Epine1うheluscaeruleopunctatus 

YCM-P19549〔1, 41. 8) 1988. 9. 25. 

本種は南日本のサンゴ礁海域では普通にみられる

が，本州中部海域では稀。EBノ浦湾では幼魚が1度採

集され，成魚、は未記録である。

237. 7 タハ Epineρhelussepteinfasciatus 

YCM-P18793〔1,105.2〕1988.12. 18. 

ユゴイ科 Kuhliidae

238. ギンユゴイ Kuhliainugil 

YCM Pl9636 (10, 18. 7-33. 8〕1988.11. 14 ; YCM 

P23147 (1, 30. 8) 1989. 9. 15; YCM P23959 (1, 18. 

5) 1990. 6. 17. 

本種は主にタイドプーノレ内で採集された。

テンジクグイ干ヰ Apogonidae

239. フウラ イイシモチ Aρogonquadrifasciatus 

YCM P23154 (1, 14. 2) 1989. 11. 13. 

本種は内湾の砂泥底地を好み，幼魚期はスナイソギ

ンチャクなどの周辺で群れる。本州沿岸では稀種。外

観が類似するテ ッポウイシモチ Aρogonkiennsis と

は側線鱗数が多い（2728 VS. 25), 背鰭前部鱗数が少

ない〔4vs目的ことで区別できる。益田ほか（1984,

p. 142）によれば， 本種の分布は天草諸島以南である。

田／浦湾では稀種。

240. スジイシモチ Apogoncookii 

5'15, シマアジ＝40～45%）。 標本個体は体長31.5聞の

幼魚で，体高／体長比は51.85'6であった。

フエダイ科 Lutjanidae

242. クロホシフエダイ Lutjanusrussellii 

YCM-Pl8794 (1, 70. 8) 1988. 12. 18, YCM-Pl9592 

(1, 49. 5) 1988. 10. 16, YCM P25128 (1, 57. O) 1990. 

10. 16; YCM-P25128 (1, 57. 0) 1990. 11. 19. 

採集標本は，全て幼魚期の個体。

243. 7エダイ Lutjanusstellatus 

YCM-Pl9194 (1, 96. 9) 1987. 9. 27, YCM-P25129 

(1, 50. 8) 1990. ll. 19. 

採集標本は幼魚。

244. ササムロ Caesiocaerulau何 us

YCM-Pl9632 (1, 47. 6〕1988.12. 18. 

採集標本は幼魚、。尾鰭両葉の中軸に1黒色縦帯があ

り， 同属のクマザサハナムロ C.tileの特徴と類似す

るが，体高は高く，背鰭が10赫14～15軟条（vs.10～ 

ll!IW19～22軟条〉と少ないことで区別できる。益回ほ

か（1984, p. 166）では， 本種の分布域が主に琉球列

島以南～インド ・西太平洋 のサンコ礁域と されてい

る。和歌山県以南（小西， 1985〕や小笠原諸島（座間

・藤間， 1977）などからも報告がある。

イサキ科 Pomadasyidae

245. コロダィ Plectorhynchusρictus

YCM Pl9620 (1, 53. 4) 1988. 11. 14. 

採集個体は幼魚。

キンチャクダイ干ヰ Pomacanthidae 

246. サザナミヤッコ Pomacanthussemicirculatus 

YCM P25132 (1, 19. 0〕1990.ll. 19 

回ノ首！？湾で、は＊種の幼魚が1988年9月に1個体採集

されたが飼育中に死亡し，標本を保管することができ

なかったので前報（東ほか， 1989）のリストには採録

しなかった。本個体は調査期間中で2個体自の傑本で

YCM-P23155 (1, 19. 0) 1989. 11. 13. ある。

岩礁や転石帯など同一環境に生息するオオスジイシ ウミタナゴヰヰ Embiotocidae

モチ Aρogondoederleiniと類似するが，吻部が丸い， 247. オキタナゴ Neoditre1河aransonneti 

体側にある暗色の5縦帯のうち第3縦帯が短く第一2背 YCM-P19573 (2, 91. 9 95. 9) 1988. 10. 16. 

鰭始部に達しない，尾柄 七の黒斑が不明瞭などの点で スズメダイ科 Pomacentridae 

区別できる（林・岸本， 1983, p.29, Fig. ld）。 248. オジロスズメダイ Pomacentruschrysurus 

アジ科 Carangidae YCM-Pl9643 (1, 16. 7) 1988. 11. 14, YCM P23136 

241. カイワリ Kaiwarinusequula (1, 14. 4) 1989. 8. 26. 

YCM Pl8932 (1, 31. 5) 1989. 5目21. 木種の学名には従来Pomac仰 trusrhodonotus BLE-

本種は， 近似種のシマアジPseudocaranxdentexと EKERがあてられてきたが， RANDALLet al. (1990, 

体高／体長比によって区別できる（カイワリ＝48～56 p. 277）によれば P.chrysurus CuvmRのシノニムと
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されているので，本報では彼らの意見に従った。木種

は浅いサンゴ礁域では普通穫である。主主回ほか（1984,

p.190〕によれば， 本種の分布域は琉球列島である。

田ノ浦湾での採集記録は年によって具なるが，個体数

は多くない。

249. メカネスズメダイ Pomacentrusbankanenszs 

YCM-Pl9614 (1, 29. 4) 1988. 10. 16. 

本種（図1ーのもオジロスズメダイと同様で，サンゴ

礁域では普通種。益田ほか（1984,p. 190）によれば，

本種の分布域は琉球列島とされている。回ノ浦湾では

稀種。

250. ナガサキスズメダ、イ

Pomacentrus nαgasakien幻S

YCM-P25109 (1, 12. 9) 1990. 11. 19. 

本種は岩礁やサンゴ礁域に生息し，千葉県 ・長崎県

以南（益旺lほか，1984,p. 190）や徳島県〔藍津・ 瀬能，

1991）など南日本の海域に分布するようであるが， 回

ノ浦湾、では幼魚が1度採集されただけである。

ぺ112.) イチモンスズメダイ
Chrysiptera unimaculata 

YCM-Pl9175 (1, 21. 6) 1987. 9. 27. 

標本個体は，東ほか〔1989）により112.ミヤコキセ

ンスズメダイ Chrysipteraleucopomaとして報告さわし

た。幼魚時の両種は極めて類似しているが，背鰭軟条

後方部にある黒斑の位置と 大きさにより再同定され

た。本種は回ノ浦湾て、は:f,lij種。

ヘラ科 Labridae

251. オトメベラ Thalassomalunare 

YCM-P25112 (1, 12. 5); YCM P25日3(1, 30.5〕

1990. 11. 19. 

採集標本（図 14）は幼魚。分布域は徳島県〔薩j翠

・瀬能， 1991）や和歌山県以南〔益田ほか， 1984, p. 

198）とされ，奄美大島以南の岩礁やサンゴ礁域では普

通。

252. ムナテンベラ Halichoeresmelanochir 

YCM-P25113 (1, 50. 2) ; YCM P25135 (1, 46. 2〕

1990. 11. 19. 

採集標本は幼魚。本径の分布域はオトメベラとほと

んど同様。

253. シロタスキベラ Hologymnosusdoliatus 

YCM-P25134〔l,55.9〕1989.11. 13. 

採集標本（図 15〕は幼魚。本種は相模湾以南に広

く分布し，伊豆諸島や小笠原諸島などにも生息する。

回ノ浦湾での採集記録はl度だけである。
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254. イトヒキベラ Cirrhilabustemminckii 

YCM-P25134 (1, 31. 6) 1990. 11. 19. 

採集標本は雌の幼魚。田ノ浦湾では，水深8mの大

型転石の周辺で1度だけ採集された。南伊豆の仲木周

辺海域では9～10月にかけて成魚の群らがりが確認で

きる。 回ノ浦湾では稀種。

255. ホシテンス Xyrichtyspavo 

YCMP 19500〔l, 12.8〕1988.8. 21; YCM-Pl9613 

〔2, 44. 1 70.0) 1988.10. 16. 

木種は湾中央部のアマモ場周辺の砂泥地で採集さ

れ，同属のテンス X.dea幼魚も同一場所で採集した

(YCM Pl9612）。成魚のホシテンスとテンスは，体色

と斑紋，背鰭第HJ!iと第3糠が鰭膜によって連続する

（テンス〉か不連続（ホシテンス〉であるかによって区

別できる。標本個体（図 16）は幼魚で，外観上では

テンス幼魚との区別がしにくく， 背鰭第2練と第3車車

問の鰭膜の状態と背鰭第1' 2 ~味があまり伸長しない

〔テンス幼魚では著しく伸長し旗竿状〕などの点から

ホシテンスと同定した。 しかし， 生時の体色や斑紋

はBURGESSand AXELROD (1988, p. 458, Pl. 381）の

ホシテンス幼魚、写真とは一致しない。テンス幼魚は，

体色と斑紋の異変が個体により著しいが（益田ほか，

1984, Pl. 208-c,d参照〉，本種についても同様と思わ

れる。分布域は高知県以南とされている。

256. タコベラ Cheilinusbimaculatus 

YCM-P23166 (2, 44.1合一70.0♀〕1989.11. 13. 

イト ヒキベラと同様に水深8mの大型転石の周辺

で， Afit雄 1対が採集されただけ』で、あるが， 同じ場所で

数回目視観察をしている。

ニザダイ科 Acanthuridae

257. ヒメテングハギ Nasoannulatus 

YCM P25138〔1,42. 9) 1990. 11. 19. 

幼魚（ケリ ス期） 1個体を採集した。同属のテング

ハギ N.unicornis幼魚、と類似するが，眼径が大きい，

尾柄ffflは白い，背鰭と啓鰭の上縁部が白い，体側に暗

色円Plがないなどの点から，同所で採集されるテング

ハギ幼魚、と区別できた。標本個体より体長が大きいと

推定できる RANDALL et al. (1990, p. 429）のヒメテ

ングハギ幼魚の写真と上記の特徴は一致する。

ペ131.〕 テングハギ Nasounicornis 
YCM P11949 (7, 66. 8 81. 4) 1987. 8. 21; YCM-P 

19150 (1, 107. 7) 1987. 7. 13, YCM-Pl9181 (1, 62. 5) 

1987. 9. 27; YCM-P 19184〔l, 94.4〕1987.10. 25; y 

CM P11989〔2, 85.3 87.4〕1986.10. 20. 



標本個体は東ほか（1989）により， 131.テングハギ

モドキ Nasohexacanthusとして報告された。標本は

全て幼魚〔ケリス期の個体を含む〉で，体似~の II音色円

斑が標本では不明瞭となるが，夜間の生体観察では明

瞭である。背 ・望号鰭には黄褐色の斜線が18～20条あり

背 ・轡鰭の縁辺部と尾柄部にある骨質板周囲は！渚青色

に縁取られる。標本個体の尾鰭上 ・下葉はまだ延長せ

ず，ほほ．被形に近L、。潮間帯下部付近の転石場で多く

みられ，主に夜間採集した。

258. キイロハギ Zebrasomaflavescens 

YCM P23168 (1, 26. 7) 1989. 11. 13. 

採集標本は幼魚。本種は，旋回ほか（1984,p.222) 

では琉球列島以南に分布する熱帯種とされているが，

伊豆諸島や小笠原諸島（座間 ・藤田， 1977）などにも

分布する。回ノ浦湾では稀種。同属のゴマハギz.sco 
pasの幼魚、は本種よりも分布域は広いが，凹ノ井u湾で
は未記録（益田ほか， 1984では駿河湾以南としている

が，著者の林と伊藤は相模湾東岸で目視観察してい

る〉。

259. コクテンサザナミハギ Ctenochaetusbinotatus 

YCM P19153 (1, 42. 0) 1987. 7. 13; YCM P23192 

(1, 30. 2) 1989. 11. 13; YCM-P25137 (1, 39. 7) 1990, 

11. 19. 

採集標本は全て幼魚。本種は益田ほか〔1984,p. 

224）によれば沖縄島以南に分布する。回／納湾で

は9～10月の主に夜間採集された。RANDALLet al. 

(1990, p.427）の本種幼魚、の写真と標本個体の外観上

の特徴はよく一致した。

260. クロハギ属の 1種 Acanthurussp. 

YCM-P23984 (1, 37. 7〕1990.6. 18, YCM-P24404 

(1, 36. 0) 1990. 7.15. 

鰭条数（背鰭9l担1!26軟条，轡鰭3j林24軟条，政鰭1

練sn吹条〕や尾柄部に前向きの鋭L、l赫があることな
どからクロハギ属の 1種である。標本は（図17）アク

ロヌノレス期およびケリス期に相当する幼魚で，種同定

には本属の成長段階別の検討が今後必要で‘ある。なお

田ノ昨tli湾で採集記録のあるクロハギ属は，シマハギ ・

ナガニザ ・ニジハギ ・モンツキハギ ・ニセカンランハ

ギ ・クロハギの6種がある。

ハセ科 Gobiidae

261. Fロホシイソハゼ Eviotasmaragdus 

YCM P25142 (1, 19. 3) 1990. 11. 19. 

標本個体の頭部感覚管（H’がある〉と孔器列はイソ

ハゼEviotaabaxと同じで完全〔益田ほか， 1984,p. 

229の解説参照〉。各鰭条の形質計数や体色の特徴は，

LACHNER and KARNELLA (1980, p. 23, Fig. Sa），益

田ほか (1988,p. 234, Pl. 237 c）や林ほか〔1990,

p. 127〕とよく一致した。本種は主にサンコ礁域に生

息し，従来の分布威は奄美大島以南である。

262. オ、シヒレイソハゼ Eviotaqueenslandica 

YCM P18900 (2, 21. 3-24. 3) 1989. 2. 19, YCM-P 

23864 (1, 13. 6) 1990.1. 29 , YCM-P23872 (1, 15. 0) 

1990. 2. 25. YCM P25143 (1, 15. 6〕1990.11. 19. 

標本個体の頭部感覚管にはH’がなく， 不完全であ

る。各鰭条の形質計数や体色の特徴は，LACHNERand 

KARN ELLA 〔1980, p. 86, Figs. 47 49），益田ほか（19

84, p. 234, Pl. 237 E），林ほか（1990, p. 128）と藍

浮 ・瀬能（1991,p. 100, Pl. 33B）とよく一致した。

従来本種の分布域は琉球列島以南のサンゴ礁域と され

ていたが，近年徳島県大島からも記録された（産機 ・

瀬能， 1991）。回ノ浦湾では外洋水の あたる湾、口付近

で，水深5～6mの岩礁抑lで採集した。

ぺ142.〕 イソハゼ属の 1種 Eviotasp. 
YCM P19635 (1, 15. 4) 1988. 11. 14; YCM-P23946 

(1, 21.6) 1990.3.26. 

傑本個体（図 1-8）は，東ほか（1989〕で142.イソハ

ゼ属の1種 Eviotasp.として報告したもの。傑本個

体の頭部感覚管〔H’がある〉と孔器列はイソハゼと同

じ完全である。第1背鰭6j隊，第2背鰭1練lOll吹条，

轡鰭1!!W9ii次条，胸鰭1617軟条，JJ盟鱗1事V5軟条，縦

列鱗数2324，；横列鱗数7。後頭部には1暗褐色斑があ

り， Jl旬鰭基t:filには2個の｜暗色点がある。体色は全体に

赤桃色で，透明感がある。これらの特徴から本種は，

LACHNER and KARNELLA (1980, p. 27〕や益田ほか

く1984,p. 234, Pl. 237-B）の Eviotamelasmaの記載

や図とよく類似する。また木種は藍深 ・瀬能 （1991,

p. 100, Pl. 32-C）のEviotasp. 2とも一致する。本種

は藍j草・瀬能（1991〕が指摘するように E.melasma 

とは鰭条数に差が認められるので，イソハゼ属の1種

とした。

263. ベニハゼ属の 1種 Trimmasp. A 

YCM P23234 (1, 23. 9) 1989. 12. 18. 

標本個体（図 1-9）には頭部感覚管がなく ，ベニハゼ

属の 1種である。第1背鰭6練，第2背鰭1練9ll次条，

轡鰭 1 練 8 ~依条，胸鰭18i欧条， 腹鰭 1 j幅1!5軟条，縦列鱗

数26，横列鱗数70 背自昔前部に鱗がある。 体色は俺黄

色。 形質計数や体色からはオキナワベニハゼTrimma 

okina却aetこ類似する（益田ほか， 1984,p. 236, Pl. 
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237-N）。ま た本径は藍深 ・瀬能（1991, p. 106, Pl. 

37 E）の Trimmasp.とも一致する。本種は藍滞 ・瀬

能（1991）が指摘するよう に，l血鰭の第5軟条が分校

する（標本個体では第5軟条は長く ，分校聞の鰭膜の

発達状態は思い〕 点ではオキナワベニハゼと異なるの

で，ベニハゼ属の 1種とした。水深5～6mの岩礁棚

で1個体採集した。

264. ベニハゼ属の 1種 T円mmasp. B 

YCM-P23152 (1, 14. 9) 1989. 9. 15, YCM-P23215 

(1, 16. 4); YCM P23235 (2, 15. 2-17.1) 1989.12. 

18; YCM-P25144 (1, 16. 3) 1990. 11. 19. 

本種〔図 1-10）もベニハゼ属の 1種である。第1

背鰭 6 車車，第 2 背鰭 H高 8 軟条， 1~1鮒 H凍 8 11吹条，胸

鰭18軟条，j皮鰭1赫 5！欲条、縦列鱗数 26-27, 横列鱗

数7。背鰭前部に鱗がある。体色は赤燈色で，体側に

赤褐色の斑紋が点在する。形質H数と体色の特徴から

はチゴベニハゼ Trimmasp.に類似する〔益田ほか，

1984, p. 236, Pl. 237 0〕。 しかし，本種には胸鰭基底

に黒色横帯がなく，腹鰭の第5軟条が完全に分校する

（銘5軟条は短く，分校間にも膜が発達する〉点ではチ

ゴベニハゼと異なる。水深5～6mの岩礁棚や転石の

隙間で採集した。

265.イトマンク ロユリハゼ Ptereleotrismicrolepis 

YCM-P23146 (4, 25. 8 52. 1) 1989. 9. 15. 

採集標本は幼魚。回／浦湾、では稀種。

266. ベンケイハゼ Prioleρisci抑eta

YCM P23171〔l,24. 2) 1989. ll. 13. 

本種の学名は従来 Prioreρisnakaharae (SNYDER) 

が用いられてきたが， MYERS(1989, p. 242）はPci-

ncta〔REGAN）のシノニムとしており，本報ではMYERS

の意見に従った。岩礁域には普通種と されるが，回ノ

昨日湾では稀種。

267. カタボシオオモンハゼ

Gnatholepis sea戸ulostigma

YCM-P23170 (1, 31. 8) 1989. 11. 13; YCM P25125 

(1, 26. 5) 1990. 11. 19. 

本種は主にサンゴ礁域の砂底に生息し，分布域が琉

球列島，小笠原諸島なとeの熱帯種て‘ある〔主主回ほか，

1984, p.242）。近年では徳島県（藍滞 ・瀬能， 1991)

から本種の北限分布が報告されたが，回ノ浦湾にも生

息、が確認されたので，分布域が北上した。水深7～8

mの砂底で，大型転石の下からタツワハゼやシュンカ

ンハゼなどと一緒に採集された。

268. ヒメイト ヒキハゼ（新称） cグyptocentrussp. 
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YCM P23236 (1, 38. 2) 1989. 12. 18. 

第1背鰭6~rn1，第 2 背鰭 1 赫10軟条， 轡鰭 H凍 9 軟

条，！淘鰭17$.政条，腹鰭1由来5軟条，縦列鱗数96，横列

鱗数3031, 背鰭前部に鱗がなし、。頭部感覚管のl)fj孔

は，前蛇蓋管のNと前眼肩甲管のGがない。木穫の鰭

条数と鱗数についてはイトヒキハゼCriptocentrusfi-

lifer (VALENCIENNEs）によく一致する。しかし頭部感

覚管の開孔では，前島型蓋管のNと前fl艮肩甲管のGがな

く，Nがないことではイトヒキハゼ（Gはある〉と，

Gがないことでは同属のコガネハゼ C.flavus (Nは

ある〉と共通するが，NとGの両方が欠如することで

は両種共に一致しない。また頭部の横列 －縦列孔器の

配列はイトヒキハゼよりもコガネハゼに類似する（益

回ほか， 1984, p.248, Fig. 106）。採集されたのは;f;fj;

が1個体（図 111〕で，第1背鰭の第2蘇は糸状に伸

び，第1刺lと第2耕iの鰭膜基底付近に明瞭な If七円型

黒色斑がある（イトヒキハゼでは第1j陳と第3j隊の鰭

膜間十こ2黒色斑がある〕。 第2背鰭と尾鰭の上方3分

の2Vこは陥褐色の明瞭な斜帯が数条あり，阪蓋部に淡

青色の輝点が散在するなどの特徴をもっ。標本側休が

小型であることと頭部感覚管の開孔状態が異なること

を除けば，イトヒキハゼに類似するが，頭部感覚管の

開孔状態を重視してここではイトヒキハゼ属の米記載

種と考えた。なお本種は水深2～3mの貝殻片の混じ

る砂底や泥底で巣孔中に生息していたが，共生エピ類

は確認できなかった。また同一種は数個体確認できた

が採集は本個体だけである。

269. シュンカンハゼ Callogobiussnelliusz 

YCM P23172 (1, 33. 9) 1989. ll. 13 YCM-P23220 

(1, 21. 0) 1989. 12. 18; YCM P23241 (1, 57. 8), Y 

CM P23242 (1, 28. 4) 1989. 12. 18, YCM-P23921 (1, 

53. 7) 1990. 2. 25 ; YCM P23948〔2,28.7 46.5) 199 

O. 3. 26; YCM-P23239 (1, 32. 0〕1990.6. 18; YCM-

P25136 (1, 41. 9), YCM-P25141 (1, 14. 2) 1990. 

ll. 19. 

オキナワハゼ属（現在日本産は6種〉では本経だけ

が回ノ浦湾から比較的多く採集された。水深3～lOm

の岩礁地や大型転石の下に生息している。本種は益田

ほか〔1984,p.254）によれば西伊豆 （駿河湾〉 以南に

分布するとしているが， 今回相模湾からも記録され

た。

270. ヤミクモハゼ（新称） Bathygobius laddi 

YCM-P23174 (1合，27.0〕1989.11. 13; YCM-P23 

868 (1♀，25. 7) 1990. 12. 9, YCM-P25126 (2♀，21.3 



-22. 8), YCM-P25146 (1♀，18. 2) 1990. 11. 19. 

第1背鰭6~札第 2 背鰭 l j和u9 i欧条，轡鰭l練 8ij次
条，胸鰭21-22i欧条，腹鰭 11W5 ii次条，縦列鱗数32-34,

横列鱗数1113，背轡前1m鱗数10-13。頭部感覚管の閃

孔は，同属のクサビハゼ ・ヤハズハゼ ・クロヤハズハ

ゼと同一で（A:rnll'l"Oand MEGURO, 1980), jji｝限肩Ejl

管の H’と後限肩甲管の K’は1開孔HKとなる。自ITよ4

孔の後縁は突起状に膨出する。胸鰭上部の5～6遊附

軟条は2分校する。！皮鰭の膜蓋中央部は突出しなL、。

頗の皮驚後1!W~出はわずかに突出する。 背｛J!IJ の鱗は感覚

管！？問LGの上方にわす’かに達しなし、。頬と腿蒸には鱗

がない。体側や背 ・轡 ・尾鰭には｜｜音赤褐色Ltl：があり，

生時は｜眼下から頬部にかけて陥褐色の斜幣が2本明l僚

に現れる。本種は FOWLCR(1931, p. 362, Fig. 6）の

Rhinogobius laddiの原記載やBURGESSand AXELROD 

(1988, p. 542, Fig. 403）の図とよ く一致した。本種

はクモハゼ属の日本初記録種である。イン ド昨と西部

太平洋から分布が知られている。回ノ浦湾では水深6

～10mの岩礁棚下や大型転石下などの陥所に生息して

いた〔図1-12）。

271. キマダラハゼ Astrabesp. 

YCM P23173〔l,29. 0) 1989. 11. 13; YCM P23945 

(1, 37.6) 1990.3.26. 

本種は益田ほか（1988, p. 268, Pl. 254-K）の記載

と図によく一致する。日本沿岸での分布は伊豆半島が

北限である（南限は種子島〉。 回ノ浦湾では水深5～

7mの転石下などに生息し，ヤミクモハゼと同じ場所

で採集された。

ぺ164.) セジロハゼ属の l種 Clarigersp. 
YCM-Pl8924 (7, 20. 6 26. 9〕1989.4.17; YCM P 

18962 (11, 21. 4 31. 4) 1989. 5. 21 ; YCM-Pl9208 (1, 

25. 6) 1988. 3. 27; YCM-P 19445 (1, 33. 5) 1988. 4. 

18; YCM-Pl9456 (2, 26. 8-27. 2) 1988. 5. 15, YCM 

-Pl9936 (16, 22. 1 30. 7) 1989. 6. 19; YCM-P23904 

(1, 22.9〕1990.2. 25; YCM P24244 (5, 25. 9 28. 2) 

1990. 6. 18. 

襟本個体（図 1 13）は，東ほか（1989〕で164.セジロハ

ゼ属の l種 （Clarigersp.）・として報告したが，標本類

の同定を依頼した極垣 優氏の夜、信によればセジロハ

ゼ属の未記載種であることが半IJった。外部形態では，

頭部の限下に暗色の斜帯がなく （セジ ロハゼ c.cos-

murusに似る〉，尾柄部には幅広い有鱗域があり（シモ

フリセジロハゼ C.exilisに似る〉，尾柄基部の上下に

ある淡色斑はセジロハゼよりも小さく，上下の大きさ

が不同であるなどの特徴をもっ。種の記載については

甑垣らにより検討中であるので今後の発表を待つこと

にする。本種は問 ／irfli湾の♂ イドプーノレや水深 3m付

近の転石下に生息し， 個体数は同属のセジロハゼよ り

も多く雌認される。

272. オオミミズハゼ Luciogobiusgrandzs 

YCM-P23881 (1, 54. O〕1990.2. 25. 

本種は， 日1 ノ lfll~雪奥の淡水流入がある潮間宇野の磯下

にさ｜ミ息する。

273. ナンセンハゼ Luciogobiuslりarvulus

YCM Pl8916 (5, 22. 3-36.1) 1989. 4. 17; YCM-P 

19937 (3, 27.4-32.3〕1989.6. 19. 

木種は日！ノ行ll向のタイドプ ノレ中の事者下からセジロ

ハゼなどと一緒に採集された。ミミズハゼ属の中では

本種だけにJI主鰭がないのが特徴。

274. ポウズハゼ Sciyoρterus japonicus 

YCM Pl8911 (3, 48.1-59. 4) 1989. 4.17. 

本径は凹ノ il"lll湾に流入する河川の河口域から採集さ

Jれた。

トラギス科 Mugiloididae

275. トラギス Paraρercisρulchella

YCM-Pl9591 (1, 55. 8) 1988. 10. 16; YCM-P23908 

(1, 47.2〕1990.2. 25. 

コケギンポ科 Chaenopsidae

276. トウシマコケギンポ Neoclinustoshimaensis 

YCM-P23176 (1, 45. 8) 1989. 11.13. 

本種は FuKAO (1988, p. 179, Pl. I A）や益田ほか

(1984, p. 282, Pl. 264 H）の記載や図と 一致した。

従来の分布域は和歌山県だけから知られている。

277. イワアナコケギンポ Neoclinuslacu削cola

YCM-P23177〔2,37. 6 41. 5), YCM-P 23201 (1, 

38. 9) 1989. 11. 13; YCM-P23906 (1, 38. 1) 1990. 2. 

25; YCM P23989 (1, 46. 2〕1990.6. 18 , YCM P24 

420 (1, 32. 7〕，YCM-P24433(1, 35. 0), YCM-P244 

34 (1, 42.2) 1990.7. 16. 

本種は FUKAO (1988, p. 189, Pl. I-B）や益田ほか

(1984, p. 282, Pl. 264-J〕の記載や図と一致した。ま

た回ノ存Ill湾産の－11恨の標本個体には， 体側の横帯の幅

や色彩にかなりの変然が認められた。本種もトウシマ

コケギンポと同様に，従来の分布域は和歌山県だけで

ある。

イソギンポ科 Blenniidae

278. ニセク ロスシギンポ

AsJうidontustaeniatus taeniatus 
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YCM-P23247 (1, 51. 6〕1989.12. 18. 

ゲンケ＇N Zoarcidae 

ド〔179.) トビイトギンポ Zoarchiasglaber 

YCM P18834〔l，勺01.5) 1989. 1. 22; YCM P18840 

(1，キ100.0)1989. 2. 19; YCM-P18975 (2, *51. 4 56. 1) 

1989. 5. 21 ; YCM P 19364 (5，勺8.9 56. 8) 1988. 4. 

27; YCM-P19518 (3, *44. 6 70. 9) 1988. 5. 22; YCM 

-P 19559 (2, *26. 0-26目3)1988. 9. 25; YCM-P 23865 

(1,*92目6)1990. 1. 29; YCM P23873 (1, *27. 6), YC 

M P23937 (1，活25.1) 1990. 2. 25. 

襟本個体〔図1-14）は，東ほか（1989）で179.カズ

ナギ属の l種 Zoarchiassp.として報告したが， トビ

イトギンポZoarchiasglaberと再同定された。同属の

コモンイトギンポ Z.neglectusに類似するが，益田ほ

か（1984,p.291）によれば，本種は背鰭（2224）和J(81

-83軟条vs.34赫83軟条〉と轡鰭（ 1 1凍8183軟条VS,1 

)jf!fi93軟条〉の鰭条数が多いことで区別される。体およ

び垂直鰭の斑紋は明瞭でないとされているが，国ノ浦

湾産の偲体では，付着じていた海藻（主にホンダワラ

類の褐藻〕によって体色は様々に異なり，斑紋が極め

て明瞭なものも採集された。本属の分類に関しては未

記載種を含めて再検討されている（木村清志氏私信に

よる〉。

フサカサコ科 Scorpaenidae

頚部はほとんど無鱗，限上に皮ベんがあり，頬部の限

下骨棚は無腺などの特徴からスナゴチ属の1種と考え

られる〔松原， 1955,p. 1119; SMITH and HEEMSTRA, 

P目482,485）。本種については瀬能 宏・中坊徹次両氏

により本個体も含めて詳細な検討が進められているの

で，今後の発表を待つことにする。本種は水深3m付ー

近の砂泥底付近から採集した。

283. トカゲ、ゴチ Jnegociajaponica 

YCM P18979〔1,78. 2) 1989. 5. 21. 

カジカ干ヰ Cottidae

284. ヤナギアナハゼ Pseudoble河niussp. 

YCM-P18943〔2,26.0 27目4)1989. 5. 21. 

背鰭10~凍 20軟条， 瞥鰭18軟条（標本個体では背 ・啓

鰭の最後2軟条は細く弱し、〉，胸鰭16軟条，腹鰭1練

2 n以条。背鰭練では第3腺が最長で， 前方練の上半分

の鰭膜は黒く，周闘が黄色。胸鰭軟条はほとんと肥厚

しない。限上皮べんはへら状で小さく，鼻赫上には皮

ベんがなし、。限径は頭長の31～33%で大きい。近似種

にはアサヒアナハゼ P cottoidesがあり同体長の個体

と比較した結果，アサヒアナハゼは背鰭前方全体が暗

褐色で周囲に黄色部がなく，胸鰭軟条はよく肥厚し，

限ヒ皮ぺんには枝葉があり大きい，鼻赫上にも皮ベん

がある，限径は頭長の24～26%で小さいなどの違いが

認められた。襟本個体（図1-16）は幼魚であるが，益

279. オニカサゴ Seoゆaenopsiscirrhosa 回ほか（1984,p. 315, Pl. 295-H〕の記載や図によく

YCM-P23859 (1, 41. 8〕1990.1. 29. 一致した。本種は京都府丹後半島沖の水深80mから報

280. サツマカサゴ Seoゆaenopsisdiabolus 告されているだけで，太平洋側では初記録である。水

YCM-P18838 (1, 49. 3) 1989. 1. 22; YCM-P18942 深3m付近の岩礁帯で，紅藻の中に潜んでいた。

(1, 47. 6〕1989.5. 21; YCM P19618 (1, 102. 5) 1988. ネス yポ科 Callionymidae

11. 14; YCM P23947〔1, 116. 0〕1990.3. 26. 285. ヤマドリ Neosynchiroρusijimai 

田ノ浦湾産のサツマカサコーについては体色や斑紋の YCM-P18984 (2, 53. 2♀ 79.16〕1989.6. 19. 

異なる 2型が観察される。しかし本種を含めてオニカ 本種は雌雄で第1背鰭練の大きさが著しく異なる特

サゴ属はまだ分類学的検討を要するものがあるような 徴がある。また体色は生息地域によって変異がある。

ので，ここではサツマカサゴは1種とする。 回ノ浦湾産の2個体の標本は雄と雌で，雄の体色は暗

281. ヒメヤマノカミ Dendrochirusbellus 縁色系の色彩が強かった。

YCM-P23248〔1,32.7〕1989.12. 18. ヒラメ科 Paralichthyidae

本種の成魚、は水深15～200mに生息する〔益田ほか， 286. タマガンゾウヒラメ

1984, p.302）。標本個体は幼魚、で，水深6m付近の砂 Pseudorhombusρen toρhthalmus 

泥底付近から採集した。 YCM-P18835 (2; 20. 3-22. 6) 1988. 12. 18, YCM-

コ チヰヰ Platycephalidae P18835〔1,30.7〕1989.1. 22目

282. スナコチ属の1種 Thysanophryssp. 湾奥の水深3～6mの砂底で，幼魚が採集された。

YCM P23249 (1, 91. 2) 1989. 12. 18. 287. アラメカ、レイ Taψho戸soligolepis 

標本個体（図1 15）は外部形態がアネサコチ属Oni- YCM-P18946 (1, 43. 6) 1989. 5. 21 ; YCM P19486 

gociaに類似するが，側線鱗数が多く（48-60）， 頭部と ( 1, 53. 4) 1988. 8. 21. 
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水深6～7mのアマモ群落周辺の砂底で採集され 現状では78科291種が記録されたことになる。出現魚

た。 種のおおよその傾向として，成魚期だけ記録されたも

ダルマガレイ科 Bothidae のが71種（24.496），幼魚、j切だけ記録されたものが116

288. トゲダノレマガレイ Bothus仰ntherinus 種（39.8?6), 幼魚、期から成魚期まで記録されたもの

YCM Pl8800 (1, 69. 7) 1988. 12. 18; YCM-Pl9633 が104種（35.7 ~めであった。この傾向から田ノ浦湾は，

(1, 32. 7) 1988. 11. 14. 周年多くの魚種が幼魚期に活用する（全記録種の75.1 

水深3～6mの砂底から幼魚が採集された。本種の %〉環境であることがわかる。地形的な湾の形状が多

分布域は和歌山県以南である（益田ほか， 1988,p. 様な気象条件に対して静隠な海況を保ちやすいこと

334）。

ササウシノシタ科 Soleidae

289. ササウシノシタ Heteroin.r.:terisjaponica 

YCM-P8088 (1, 71. 8) 1989. 11. 12; YCM Pl8945 

(1, 56目8)1989. 5. 21. 

290. トビササウシノシタ Aseraggodeskobensis 

YCM-P8087〔1,75. 9) 1989. 11. 12. 

外観はササウシノシタに類似するが，吻が著しい鈎

状でないこと，背鰭条数（6474軟条 vs.79-90軟条〉

や瞥鰭条数（45-55軟条 vs.52-61軟条〉が少ないこと

で区別できる。

ウシノシタ干ヰ Cynoglossidae

291. Fロウシノシタ Pamp!agusiajaponica 

YCM Pl8948 (1, 260. 0) 1989. 5. 21. 

モンガラカワハギヰヰ Balistidae

292. Fラカケモンガラ Rhinecanthusverrucosus 

YCM-P25140〔1,45. 4) 1990. 11. 19. 

標本個体は幼魚。本種の幼魚は千葉県以南で記録さ

れることがある〔益田ほか， 1984, p.344）。黒潮流の

影響でしばしば運ばれるようであるが，相模湾付近で

は死滅回遊と推定される。

ハコフク干ヰ Ostraciidae

オ〔218.) ミナミハコフグ Ostracioncubicus 

標本個体は，東ほか（1989〕で218.タロハコフグ

Ostracion meleagris meleagrisとして報告された。

標本個体は幼魚で，松浦（1991, p. 3, Fig.① ・⑦〉

のミナミハコフグ幼魚の体色に関する記載と写真によ

く一致した。なお回ノ浦湾では本種以外にハコフグ

Ostracion immaculatusの幼魚、も採集されるが，ハコ

フグの個体数（9個体〉のほうが多かった。

まとめ

回／浦湾から記録された魚種は， 1986年10月から

1988年8月までに75科225種（7未同定種を含む）を

報告した 〔東ほか，1989）が，1988年9月から1990年

11月までの調査により29科66径があらたに追加され，

や，アマモ場やガラモ （カジメ ・ホンダワ ラ類〉場が

広域に存在することなどが幼魚類の生活に適している

ためと思われる。なお東ほか〔1989）の目録中に記し

た225種のなかで目視観察による記録種は下記の48種

であり， ＊印の種については採集により近縁種や類似

種との比較が今後必要と思われる。マイワシ ・キビナ

ゴ・凶マアナゴ ・ホウライウミヘビ ・コFンズイ ・アカ

エソ ・マダラェソ ・イタチウオ ．＊イ ットウダイ ・ナ

ミノハナ ・＊オオカマス ・キジハタ ・キンギョハナダ

イ ・コスジ イシモチ ．＊ムロアジ ・カンパチ ・シマア

ジ・ヒラマサ．＊ギンガメアジ ・モンツキアカヒメジ ・

インドヒメジ ・オオスジヒメジ ・キスジヒメジ ・＊ィ

スズミ ・訣テンジク イサキ ・クロダイ ・メイチダイ ・

ノコギリダイ ・シラコダイ ・ツキチョウチ ョウウオ ・

チョウハン ・セグロチョウチョウウオ ・ウミタナゴ ・

ミギマキ ・コガシラベラ ・コブダイ ・ヒブダイ・ マサ

パ ・本クロハギ ・ニジノ、ギ ．キサザナミハギ ・アイナメ

・サラサカジカ ・ツノレウハウオ ．キコフヌメリ ・ムラ

サメモンガラ ・アオサハギ ・アカメフグ ・ヒガンフ

グ。
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江の島のタイドプールで観察された魚類

植田育男・萩原清司

lkuo UEDA and Kiyoshi HAGIW ARA, The Fish巴sInvestigated 

in the Tide Pools in Enoshima Island, Sagami Bay 

はじめに

岩礁性潮間帯に形成される潮だまり，いわゆるタイ

ドプールは潜水しなくても観察や採集ができる利点が

あり，これまでにもタイドプーノレに生息する生物の調

査は数多くなされてきた（TANA!(A,1908，海老名 ・阪

本， 1930；阪本， 1932；中村，1934；内海ほか，1950,

早稲田大学生物同好会 水棲生物班， 1965；佐々木 ・

服部， 1969；中村， 1970；塩垣・道津，1972，三浦ほ

か， 1973；，和田，1987,1990；， 原田 ・川幡，1988など〕。

この利点は研究を目的とする専門家のみならず自然や

野生生物に興味を持つ一般人にとっても当てはまり，

タイドプーノレは恰好の観察の場を提供するものと思わ

れる（鳥海，1975，鈴木，1980）。

著者らは過去4年間にわたって江の島の海岸動物の

調査を行ってきた（植田・萩原.1988, 1989, 1990a, 

1990b, 1991）。それによると，江の島は周図約4kmの

島であるが海岸の環境は一様ではなく複雑に変化し，

その環境に形成される動物相も一様でないことが綴察

された。

今回は観察の容易な江の島のタイドプーノレを調査場

所として，魚種の確認と出現状況を把握することを主

な目的として，魚類調査を行った。加えて，これまで

図1 調査地点状況 1.南プール

の調査のなかで水質環境や海岸動物相に違いが認めら

れた調査地点を選び，それらの地点のタ イドプーノレ間

で違いがあるかどうかを検討した。

調査地と方法

江の島の水質調査〔植田 ・萩原，1991〕で設定した

調査地点のうち，比較的外海性の南岸のst.cと内湾性

の北西岸のst.hに隣接するタイドプーノレ各1ケ所を調

査地とした（以下南岸のタイドプーノレを南プーノレ，北

西岸のタイドプーノレを北西プーノレと略称する〉。

T*1プーノレは長径7m3QC皿， 短径 1m3Qcm，最大水深

79C皿の大きさで，岩盤の割れ目に形成され，縦長の形

態を持つ。 j底と側壁は宕盤が多く ，岩盤には大小の亀

裂が見られ，底の一部にはこぶし大の石を含む砂磯が

堆積している（図 1 1）。

北西プーノレは長径8m5QC皿，短径5m，最大水深25

C皿の大きさで， 岩盤のくぼみに形成された方形の形態

を示す。底はほぼ全域が岩盤で，僅かに砂泥の堆積と

マカキの付着が認められ，一部は水面上に露出してい

る〔図 1-2）。両タイドプーノレとも潮間帯上部に位置

している。

調査は1991年 3月3日～11月3日の間，各タイドプ

ーノレにつき月 1～2匝｜行った。

2.北西プーノレ
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南岸

月／日時刻天候 宜 風 気温 （℃｝ 温度 （%）

3/3 10 15 情 中 間・弱 11. 2 4 0. 6 

4/2) 15 15 明 1 8. 8 5 8. 3 

5/2) 6 l5 曇 中 北・撤 1 6. 0 8 6. 4 

6/1 )) 00 量 抑I• ゥ MI· 扇 1 9. 9 8 5. 2 

6/8 6 50 略 ゆ ’思 22.2 72.8 

7/7 6 35 晴・ 暑 中ー哨 東・誼 2 3. 1 8 6. 7 

7/13 "00 ． 低～中 絹 ・徹 29.2 66.5 
8/11 " " ’ー晴 低

’‘ 
28.3 79.6 

8/2) ' 30 量 抑十 ウ 嗣・弱 22.3 87.9 

9/6 ' 55 ，． φ 商・中 25.9 90.7 

J0/4 6 !5 鴫 中 南・種 2 1. 0 8 7. 4 

10/20 J 05 曇ー晴 中 顛~・弱 1 6. 8 8 2. 9 

11/3 1 00 晴 仰I・ ウ 酉・覇 1 3. 5 8 4. 0 

事 故の寓さを示し、 －ゥーはうね旬のあることを示す．
事事風向き 風の強さを示す．

北西岸

月／目時 ~I 天 候 抜ー 風・ 気認 ［℃） 湿度 ゆ＂

3/3 ' '° ” 
やや低位I・弱 l 0. 0 3 3. 8 

4/10 ll 15 ’E やや低 北 .lit 17. 2 7l 7 

5/7 IJ 00 岡町 やや低位I・ 冒 1 9. 4 6 4. 2 

6/1 12,n ． 中 北・中 1 8. 8 8 7. 4 

6/9 6 '° ” 
低 Jt・融 20. 4 8 1. 6 

7/ll JO 帥 曇・晴 低 信ー弱 2 4. 6 8 7. 5 

7/!0 ' 00 ・・南 2 4. 1 9 4. 5 

8/6 ' 15 • · 雨 1 8. 9 

8/)( 12 10 明 低 西・弱 2 7. 3 7 8. 5 

9/5 6 " ． 低 ’R 2 5. 4 > l 0 0 

J0/18 6 lO 鴫 中 tll・ 弱 16.7 94. 4 

11/2 6 " ’‘ 
低 位ト中 12. 5 74 2 

表1. 調査時の気象

調査では始めに環境条件として，天気，気温，湿度， 残して，採集個体を全てもとのタイドプーノレに放逐し

風，波の項目で観測を行い，次に前年の調査内容（植 た。

回 ・荻原， 1991〕と同じ水温，水素イオン濃度，溶存 現地で種同定のできなかった個体および写真記録用

酸素量および塩分濃度の項目について， Fイドプーノレ の個体は生存状態て、持ち帰り，同定後撮影した。持ち

水と沿岸水の双方で水質測定を行った。 帰った個体は全て10%ホノレマリン溶液で固定し，横須

魚類調査は，まず目視観察で魚穫を確認し，次に採 賀市自然博物館魚類資料（資料番号，YCM-Pの記号

集努力を毎回一定にするため採集時間を20分間とし を頭に付けたもの〉として登録し保管した。

て，調査者2名による採集を行った。採集には，市販

のタモ網（関口部長径約35C皿，目合い約5mm）を用い

た。採集した魚類は種の同定を行い，個体数を記録し

た。さらに個体数の少ない種類て、は全個体について，

多い種類については一部を無作為に抽出して，ノギス

で標準体長を10分の1ミリメートノレ単位で測定した。

採集後の一連の作業は個体の生存状態で行い，作業終

了後種同定のできなかった個体と写真記録用の伺体を

30 

町 －ー－・・ 甫沿岸

一一←ー 甫プール

…4 一山 北西沿岸、

－－一一 北西プール

水

ill 

図2.凡例水質測定値

結果

タイドプールおよび近接海岸の環境条件

調査時の環境測定値を表1，図2に示す。

水質測定項目のうち水温と溶存酸素量については，

両調査地点の沿岸水とタイドプーノレ水共に季節的な変

化が認められた（図21, 2 3）。すなわち，水温は春

（℃） 
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2-4. 塩分濃度

IO 

ID 

童手
II 月

年
月

から秩にかけて上昇し， ff(には下降する変化が見ら

れ，溶存酸素量は春に最高値を示し，夏に下降し，秋

にはやや上昇する変化が見られた。水素イオン濃度と

塩分濃度は，明瞭な季節変化が見られなかった〔図2-

2, 2-4）。

二つのタ イドプーノレの水質を特徴付ける要素として

近接海岸の沿岸水の水質とタ イドプーノレの立地条件の

双方を考慮する必要がある。

沿岸水の水質では塩分濃度の違いが著しく ，南岸側

は32～35%0の高く安定した値て、あるのに対して，北西

岸は6～2896。と低く変化幅の大きな値であ り，北西岸

が淡水の混入する条件にあることがわかった〔図2-

4〕。水素イオン濃度も両地点の沿岸水の閣には違いが

認められ，南岸側の測定値が高くなっていた（図2-

2）。近接沿岸水の水質の違いに並行して，両タイドプ

ーノレの水質にも同様の違いが認められた。

両タイドプーノレの立地条件のなかで、波当たりの違い

は水質への影響が大きいと考えられた。南岸側は北西

岸に比べて波当たりの強い日が多く（表1），両タイ

ドプーノレは潮間帯上部に位置するものの，南プーノレで

は高い波の日に沿岸水がプーノレ内に流入する状況がし

ばしば観察された。つまり沿岸水からの隔離の程度

漕

存

随

’E 
量

(.,./1) 

1 2. 5 

10. 0 

5. 0 
( D 0) 

2. 5 

0 
i 9 9 1 
3 

溶存自費量量（DO)

2-3.溶存酸素量（DO)

硬骨魚網 Osteichthyes 
スズキ目 Perciformes 
ポラ亜目 Mugi loidei 
ポラ科 Mugi I idae 
1.ボラ肋戸Iceph41us ceph41us 
2 セスジボラ Uu  cuin&t4 cuJn4t4 
3.コボラ ム 11u1cro1申 ・11

スズキ亙目 Percoidei 
ハタ科 Sarranidae 

4. クエ平ctn申~/Je.Iu1 mo.ar4 

ユゴイ科 Kuhl i idae 
5.ギンユゴイ JrUh1J& "'""11 
メジナ科 Girellidae 
6.メジナ σ~~114 punct&t4 

7.クロメジナ σ 111e.J4n.Jc/J叫r•

シマイサキ科 Teraponidae 
8.コトヒキ !'e珂>pan.fubu4 
カゴカキダイ科 Scorpididae 
9 カゴカキダイ 刷croc4nthu• strJ.タ<7tua

スズメダイ科 Pomacentridae 
10.ソラスズメダイ Pam4centrua cae1estia 

ハゼ亜日 Gobioidei 
ハゼ科 Gobi idae 

ID 

11 7カオピシマハぜ !t'rido四 u,,.rtriyon即甲＂＇•.Iu1
12.クモハゼ B4thyyobiu1 fUICUI 
13 7ゴハゼ曲•4,,.Jchthy1 do.lich司rn•thu1

14 ドロメ C. yu.Io1u1 

15.マハゼ Ac.rnth，噌叫＇.Juif111v.Lm8nu1 
16. ミミズハゼ J;ucisr<油•Jua yutt•tu1 

ギンポ亜日 Blennioidei 
へピギンポ科 Tripterygi idae 

17. へピギンポ血·ne•pteryyius etheosta暫

コケギンポ科 Chaenopsidae 
18.コケキンポ持oc.linusbq呼曙
イソギンポ科目 I e n九 iid a e 
19.イソギンポ Pict1b.lenniu1 y1t4bei 
20.ナベカ 晶叫•r4nchu1 e.ley•n1 

21.カエルウオ Istib.lennJu1 eno61,...e 

カサゴ目 S co r p a e n i f o r m'e s 
フサカサゴ科 Scorpaenidae 
22.イソカサゴ Scozp;umoide1 .littor•.111 

カジカ科 Cottidae 
23.アナハゼ Pseudob.lenaius ，，...尻市•.Lde1
24. 7ヤアナハゼ P. aJ1n.or•tu1 

フグ目 Tetraodontiformes 
モンガラカワハギ亜日 Balistoidei 
ハコフグ科 Ostraciidae 
25. ミナミハコフグ O#tr11c.fon血目cu.J4tu1

表2. 出現魚種目録
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体長起因 （mm)

4 8. 9 
3 5 8 

1 7 0～4 1 5 
3 9 2～4 1 8 
I 2 5～ 1 5 9 
I 4 5 

I 6 9～2 5. 5 
1 3 1～5 3 4 
1 7 4～2 2 8 

3 7. 2 
1 4 8～5 6 9 
1 5. 9～ 5 3 I 
9 1 0～111 
4 8. 6 
6 5. 8 
4 3 7 
I I 6 

II 採集散合計
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6 7 8月は畠プ ル2回調査実施。 l0月は期プールのみ2回調査実能。註）自は目視のみの紀踊を表す．

調査月ごとの採集個体数と各種の体長範囲

た後，再び個体数は減少した〔表3）。

表3.

は，波当たりの比較的弱い北西プーノレに比べて南プー

ノレの方が小さく なっていた。またその結果，南プーノレ

の水質は沿岸水に近い状態だった。
両タイドプールにおける出現魚種の特徴

南プーノレと北西プーノレの両方に共通して出現した魚

種はアカオピシマハゼ？とアコツ、ゼの2種類だけだった

（表3）。

南プーノレではアコツ、ゼが全調査 （13回〕にわたって

観察された。次に出現回数の多い種類はイソギンポ8

回，ナベカ 7回，メジナ 6回の順となっており，l回

しか出現しなかったものはクエ，ギンユゴイ，クロメ

ジナ，ソラスズメダイ， ドロメ，へピギンポ，コケギ

ンポ，イソカサゴ，アヤアナハゼ，ミナ ミハコフグの

10種類であった。

南プーノレで種類別の採集個体数を見ると，アゴハゼ

が5～6月に多数採集され，その後も全採集個体数に

占める割合は常に高かった。メシナは7月に多数採集

されてはいるものの，その外の調査月には少なく，ご

く限られた時期だけ採集個体数が多くなる魚種であっ

た。イソギンポは出現回数が多いものの，毎回の採集

個体数は1～8個体と少なかった。アゴノ、ゼについ

て，調査回ごとの体長組成の変化を追跡すると， 4～

7月にかけては大小二つの体長グループが観察された

（図3）。さらにこの後も小さな体長グノレーフ。について

体長の変化を追跡すると，平均体長で5月に17.3阻，

8月には35.4mm, 10月には43.5mmに達し，その後横這

出現魚種と出現状況

今調査で観察された魚種は14科25種類であった（表

2）。 この中で種類の多かった科は， ハゼ科6種類，

イソギンポ科3種類で，ハゼ類とギンポ類を合わせる

と11種類観察されており，出現種全体の45.8勿を占め

ていた。

両タイドプーノレにおける出現種数は，南プーノレ18種

に対して，北西プーノレ9種類で，種数では南プーノレの

方が多かった〔表 3）。調査月を追って出現種数を見

ると，両タ イドプーノレ間て、は種数の変化に共通点があ

った。 すなわち， 両タイドプーノレと も夏季 7月ごろ出

現種数が最多となり，春季や秩季には比較的少なかっ

た。

採集個体の総数は1,698個体で，この うち南プーノレ

でl,106個体，北西プーノレて＝・592個体採集された。 採集

個体数の月変化では両タイドプーノレに違いが見られ

た。南プーノレで、は5月に最多の 233個体が採集され，

その後，個体数が徐々に減少し，最終回の11月3日に

は26個体に減少した。一方，北西プーノレで、は3～7月

にかけてはO～32個体と少ない個体数であったが， 8

月には109個体に急増し，9月に最多の328個体となっ
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いとなった。平均体長の変化より判断すると， 7月ま なかった（塩垣 ・道津， 1972）。塩垣 ・道津（1972）は

で見られた大型個体は昨年 （1990年〕またはそれ以前 この理由が調査地付近の海洋条件の違いによるものと

生まれの成魚で，7月以降も観察された小型個体は今 推察している。今調査では地理的にも近し、小湊海岸と

年（1991年〉生まれの幼魚と推測された。 似た結果が得られ，夏季に魚類種数が最高となってい

北西プーノレて、出現回数が多かった種類は， ボラ 8 た。しかし，冬季は未調査のため，冬季の種数につい

回， セスジボラ 6回， コトヒキ5回の順となってお ては比較できなかった。

り， I回しか出現しなかった種類はアカオピシマハゼ 今調査で観察された総種数の25種類はこれまでの調

とクモハゼであった。 査報告と比べると，いずれの報告よりも少ない種数で

北西プーノレにおいて種別の採集個体数を見ると，多 あった（TANAKA, 1908，海老名 ・阪本， 1930：阪本，

い種類はコトヒキ，ボラ，セスジボラの順であった。 1932；中村， 1934；早稲田大学生物同好会水倭生物班，

このうちコトヒキは， 9月5日に1回の調査で最多の 1965，中村， 1970；塩崎 ・道津， 1972，三浦ほか，

301個体が採集された。 1973）。

今調査の種数が少なかった理由として，調査対象と

考 察

出現魚類について

今調査で観察された魚類25種類のうち11種類がハゼ

類とギンポ類であった。これまでの報告では，海老名

・阪本（1930），阪本（1932），塩垣 ・道津（1972）の

いずれの報告でも， 出現魚種のうち大部分をギンポ類

および， ハゼ類が占めているとしている。 したがっ

て，ハゼ類とギンポ類の魚種が多かった点では，今調

査結果はこれまでの報告と大差なかった。

季節による出現魚類の変化では，中村（1934）によ

れば千葉県小湊海岸のタイドプーノレで、は夏季に最多の

64種類が観察されたのに対し，冬季には18種類に減少

している。一方，長崎県野母崎町のタイドプーノレでは

四季を通じて常住魚種が20～23種類でほとんど変化が
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するタイドプーノレの数や規模および調査方法の違い，

あるいは周辺沿岸域の魚類相の違いなど考えられる。

工藤 ・岡部（1991）が指摘するよに，相模湾沿岸魚類

の種数が年度聞に違いがある事も知られており，今調

査が種数の少ない年に当たった可能性もある。現段階

では十分な比較検討はできないため，江の島周辺沿岸

域も含め，さらに調査を進める必要があろう。

南プールと北西プールの違いについて

南プーノレと北西プーノレはともに江の島の海岸に位置

するタイドプーノレて‘はあるが，この二つのタイドプー

ノレに共通して出現した魚類は2種類だけであった。残

る23種類はどちらか一方のタイドプーノレに限って出現

し， 二つのタイドプーノレを利用する魚種が異なること

がわかった。

。
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図3. 南プーノレにおけるアコ’ハゼの体長組成変化
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本 1）生活史区分の‘割fは幼魚、 ．成．は成魚、 ・？”は目視のみのため区分が不明確なものを示す。
*2〕生管区分は塩垣・道海（19721による。
* 3）瀬能・北村11982）、林ほか(19891の河口魚類リストと共通する魚種を示す。

出現魚種の生活区分および河口域魚種リストとの照合

あることも影響している可能性がある。

タイ ドプールの利用の仕方を魚種の生活史区分で整

理することについては塩垣 ・道津（1972）で既に提案

されている。それによると，三つに区分され，タイド

プーノレに常住し， そこで産卵するものを「常住魚」，

沿岸性の魚、のうち生活史の一時期をタイドプーノレで生

活するものを 「一時生息魚」，上げ潮に乗ってタイド

プーノレ域に入り干潮時にたまたまタイドプーノレに取り

残されたものを「来訪魚」 としている。 特に 「来訪魚」

に入るものとしては， 遊泳カの~~＼，、仔・ 稚魚期のもの

を主と している。

塩垣・道津（1972）は長崎県野母崎周辺のタ イドプ

ーノレ魚類についてこの区分による類別を行っている

が，そこに示された魚種リストに従って今調査の魚類

を類別すると表4のようになる。

「常住魚」に入る種類が南プーノレで、多く， すみ場所

の条件を反映している点では，前述の生活史区分と矛

盾しなL、。しかし個々の種類を見ると， 今調査では幼

魚しか観察さわしていないものが塩垣・道津のリストで

は 「常住魚」の区分に入るものもあ り， 魚種によって

はタイドプーノレの利用の仕方に地域差のあることが予

想される。また，今調査よりさらに精度を上げて調査

を行えば， 区分が異る魚種もあることが考えられる。

そこで出現魚種について二つの視点から整理してみ

表4.

た。

まず各々の魚種が生活史のどの時期にタイドプーノレ

を利用するかについて調べ，両タイドプーノレで‘利用の

仕方に違L、があるかどうか検討した。

生活史の時期区分については，それぞれの種の成長

過程を調べた上で、決定されるべきものであるが，ここ

では便宜的に益田ほか〔1975〕，益田ほか（1984），益

田・アレン〔1987), 阿部 ・落合（1989〕を参考にし

て，今調査で採集された魚種を幼魚と成魚に区分した

〔表4）。

その結果，幼魚 ・成魚が共に出現した魚種が南プー

ノレには3種類見られたのに対し，北西プーノレには全く

見られなかった。特に南プーノレのアコハゼは平均体長

の経月変化が追跡でき，南プーノレで成長してし、く様子

が確認できた。

生活史上長期に渡って利用する種類が南プーノレには

いて北西プーノレにいなかった理由として，南プ ノレは

岩盤の割れ目や転石など幼魚 ・成魚が共に見られたア

コハゼ， イソギンポ，ナベカにとってすみ場所となる

条件を備えていたのに対して， 北西プーノレは備えてい

ないことがまず考えられる。さらに水質条件が南プー

ノレで、は比較的安定しているが，北西プーノレは不安定で
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江の島北西岸は付近に境川河口があり，河川｜水の影 益田 ー ・荒賀忠一 ・吉野哲夫， 1975. 改定版魚類大

響を受ける内湾性の海岸環境となっている〈植田 ・萩 図鑑，南日本の沿岸魚 328pp.東海大学出

原， 1990a,1991）。今調査の水質測定でも，塩分濃度 版会，東京．

の値は北西岸が南岸に比べてかなり低くなっていた。 益田 一 ・ジェラノレド アレン，1987. 世界の海水魚

河口周辺は海水と河川水が混じり合う環境のため，海 〈太平洋 ・インド洋編〉 527pp，山と渓谷社，

産魚の中でもとりわけ低塩分濃度に耐えうる魚種が観 東京．

察される。河口域を対象と した二つの魚類相調査報告 三浦信男 ・道津喜術 ・岩本 浩， 1973.男女群島女島

（瀬能 ・北村， 1982，林ほか，1989）に基づき， 今調 の潮溜魚男女群島の生物 （男女群島学術調

査の魚種がそれに含まれるかどうか検討した（表4）。 査報告） 1973年，59-72.

その結果，瀬能 ・北村〔1982）と共通するものは南 中村一恵，1970. 相模湾沿岸のタイドプーノレ魚類．神

プーノレ4種類に対して北西プーノレ8種類，また林ほか 奈川県立博物館調笈報告，自然科学No.1,

(1989）と共通するものは南プーノレ4種類に対して北 1-133+i-xii. 

西プーノレ5種類で，いずれも北西プーノレの魚種が多く 中村守純， 1934.小湊実験場付近のTide-poolfishに

なっているo このことからも，北西プーノレは河川水の 就いて．養殖会誌，4(10):191-203. 

影響が強く，河口域によく見られる魚種が多く利用し 阪本喜代松，1932. 房州沿岸ノ「たいどぶーる」ノ魚

ていると言える。 類及ビ其ノ一新種ニ就イテ 水産研究誌，27

(1）・ 9-11.
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神奈川自然誌資料 (13〕：39～44,Mar. 1992 

三浦半島南西部沿岸域の魚類－II 

工藤孝浩・阿部 久・山田和彦

Takahiro KUDO, Kyu OKABE and Kazuhiko y AMADA: Fish Fauna 

in the Coast of Southwest Area of the Miuka Peninsula II 

はじめに

著者らは，相模湾の魚類相を明らかにすることを目

的として，域ヶ島を中心とした三浦半島南西部沿岸域

て＼ 主にスノーケリングにより魚類の目視観察調査を

行っている。その第1報として工藤 ・阿部（1991）は，

1988年8月から1990年11月までの期間に91科332種の

魚類が出現し，魚類相の年変動は海況変動の影響を受

けていることを報告した。本報は，前報で未報告であ

った分布の北限記録となるものを含む21種が新たに確

認されたので， その出現状況を報告するとともに，

1990年12月～1991年11月までの魚類の出現状況と海況

との関連を考察する。

調査方法

原則として水深lOm以浅の沿岸域に出現した魚類を

対象に， 三浦半島南西部の城ヶ島から三戸に至る地先

の9地点で調査を行った（図1〕。

調査方法は，スノ ケリングによる目視観察と採集

を原則とし，確認した魚類の種名，全長および個体数

を記録し，適宜水中カ メラ・水中ビデオによる撮影も

行った。潜水調査の観察時聞は30分から 1II寺聞で，調

査回数は多い月で10回，少ない月では2回である。ま

た， 岸壁上からの手網 ・ 釣り採集を随ll~j行い，補足的

に！磯~網（サザエ，イセエピを目的とする水深 5 ～30

mに敷設する刺網〕の漁獲物調査も行った。

採集した魚類の一部はカラー写真撮影後に10.%ホノレマ

リン水溶液で固定し，横須賀市自然博物館魚類資料

(YCM-P）として登録保管した。

結果および考察

本調査期間中の魚類相の特徴を定量的に表現する 1

つの試みと して，毎年出現し種数が多い科に属する魚

類の，潜水調査1時間あたりに確認された平均個体数

を過去2年間のものと比較した。 観察者ごとに魚類の

認識 ・識別能力に差があるため， 同一観察者によるデ

ータのみを使用し，調査回数が多い6～11月の6ヶ月

間のデ タを用いた。過去2年間のデータに対する

1991年の平均個体数の増減比がL、ずれか大きい方を用

いて順位付けした（表1）。

モンガラカワハギ科，フエタイ科，チョウチョウウ

オ科およびヒメジ科の上位4科は分布の中心が南方海

域にあるとされている魚類であるが，いずれも個体数

が減少していた。また，表1に科ごとの延べ確認種数

も併記したが，個体数が減少した科はL、ずれも種数が

減少している。 一方， 個体数が増加した手｜は少なく，

その中ではカシカ科の泊加率が最も高かったが，種数

は増加していなし、。本調査期間中， このカジカ科魚類

の増加をはじめとして，表1に示す上位6科には含ま

れないものでは，クサウオ科魚類の初記録，クダヤガ

三三 先行 主料 店詰

棉時

点
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地
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図1 調査地点 39 
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伊豆大島から 170・方向の黒潮向性岸距商II

ラの1988年以来の出現など，分布の中心が北方海域に

あると考えられる魚類の出現が目立った。

次に，魚類相の特徴と海況との関係を考察した。相

模湾は開放型の湾であるため， 湾内の海況はそのi'9＇合

を流れる黒潮の挙動に強く影響され，黒潮が相模湾に

接岸すれば湾内は高温となり，自It岸すれば低温となる

（松本， 1984）。黒潮の離岸距離として，伊豆大島を基

点、に八丈島とを結ぶ線上 （伊豆大島から170°方向〉の

位置を，海洋速報 （海上保安庁水路部発行〉から読み

取ったものを図2に示した。

黒Wllは1990年11月から 1991年8月まで大きく 附岸

し， 伊豆諸島海域に冷水塊を伴い，八丈島の南fl!llを通

り伊豆諸島東側を北上する蛇行型cc型〕で経過した。
この間，伊豆諸島海域から伊豆半島東岸域では平年よ

り3～5°Cも低い水温が続いた。7月中旬に三宅島，

八丈島の水温が観測史上最低値を記録し，特に八丈島

で、は低水温の持続期聞が観測史上最長を記録した（中

央水産研究所，1991〕。 その後，黒潮の蛇行規模は縮

小し， 9月以降は接岸型になった。神奈川県水産試験

場ほか（1990-1991）によると，三浦半島沿岸域にお

いては八丈島の様な顕著な水温の低下は見られなかっ

たものの低温基調で経過し強い暖水波及は3月の 1

回のみであった〔図3）。

工藤 ・ 岡部（1991) は， 相模湾へのサンコi'ft（~魚類等

の移送は， 黒潮の離接岸に伴なう海i況変動に影響され

ることを指摘したが，今回の南方系魚類の出現状況の

検討でも，典型的な黒潮離岸型の例と してそれを裏付

けている。 一方，北方系魚類の出現は，黒料Ylの雌岸と

低水温の持続とに密接に関連していると考えられる。

今回新たに確認された21種の出現状況と，分布記録

は次のとおりであるo標準和名後の＊印は，城ヶ島周

辺の水深20～30mvこ敷設された磯建網によって漁獲さ

れたもので， 主な調査対象海域である水深lOm以浅に

出現した種ではないことを示している＇o なお，硲認 ・

40 
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図3 三崎と八丈島における水温の平年偏差

採集方法に触れてないものは全てスノ ーケリングで観

察または採集したものである。また，分布記録で引用

文献の記述が無いものは， 主主回ほか編（1984〕による。

333 シビレエイ ＊Narke japonica 

1991年11月6日，城ヶ島西沖。299.ommTL C横須賀

市自然停物館魚類資料 YCM P 17061，図4-A）。

本種は，南日本から南シナ海に分布し，三浦半島で

は毘沙門定置網 （山田，1990），葉山海岸（林・ 伊藤，

1974〕などの記録がある。

334 ガンギエイ ＊Raja kenojei 

1991年10月30日， 域ヶ島西i中。約200mmDL。

本種は， 青森県以南の日本各地に分布し， 三浦半島

では三崎周辺の定置網で記録がある（山｜王I,1990）。

335 ホシエイネDasyatis問。tsubarai

1991年11月5日，城ヶ島東f中。約500mmDL。

本種は， 紀伊水道南部，日向灘に分布するとされて

きた。三浦半島では数は少ないが，毘沙門定置網で記

録がある〔山田， 1990）。

336 ミナミホタテウ ミヘビ

Pisodonophis cancrivorns 

表1 楢水調査l時間あたりに確認された科ごとの平均離散の19田.1990 

年に対する1991年の増減比

順位 科 名 1989年

1 モン；ガラカワハギ科 0. 94 

2 フヱダイ科

3 チョウチョウウオ科

4 ヒメジ科

5 カジカ科

6 ニザダイ科

α） 
1.36 

（ω 
8.21 

(IQ) 

11.18 

(6) 

1.12 

(4) 

11. 70 

(11) 

在

1990年 1991年

目36 0. 06 

(3) (!) 

0. 87 0.13 

(4) (!) 

8. 74 1.13 

(11) (4) 

8.49 1.94 

(6) (5) 

1. 72 4. 19 

(5) (5〕

5. 40 3. 31 

(12) (6) 

（ ）内の数字は種散

増描比

L'.15. 7 

610.5 

色 1.1

6 5.8 

3.7 

6 3.5 



1991年4月17日，城ヶ島大橋下の水深6mの砂泥地 本種は，神奈川県 ・五島列島以南に分布し，三浦半

に穿孔。約soomrnTL（図4vB）。 島からは佐島漁港の水揚げ記録がある〔林， 1977）。

本種は，本州中部以南に分布し，三浦半島では三戸 343 マルアジネDecapterusmaruadsi 

定置網で記録がある（山田 ・工藤，印刷中〉。東京湾 1991年11月6日，城ヶ島沿岸。 約100四 TL。

側では，観音崎の夜間潜水で普通に観察される。 本種は，南日本に分布し， 三浦半島周辺ではムロア

337 ワニエソ Sauria叩anieso 、／属の中で、最も普通であるが（山田 ・工藤，印刷中〕，

1991年 9月21日，浜諸機の水深lOmの砂地。約350 目視で確認される機会はほとんど無い。

mmTL （図4 C）。 1991年11月10日，城ヶ島東19＇，釣り 344 ／卜イススミ Ky』hosussp. 

採集。 172.ommTL (YCM p 17062）。 1991年9月30日，城ヶ島水試前の岸壁で手網採集。

本種は，南日本に分布し，三浦半島では三戸定置網 100. smmTL (YCM p 17066；図5-D）。

で記録がある（山間 ・工藤，印刷中〉。 本種は，従来ミナミ イスズミ K.bigibbus (Lace-

338 アカヤガラ Futularia commersonii pede）と混同されていたが，坂井〔1991〕により日本

1991年1月9日，主主ヶ島水産試験場前の岸壁，手綱 産イスズミ属の l種として報告された。本種は，沖縄

採集。722.0即日TL(YCM P 17063，図4 D〕0 ・伊豆諸島から南三陸まで分布するとされている（坂

本径は，本州中部以南に分布し，三浦半島では天神 井，1991）。三浦半島周辺では少なくないと考えられ

島 ・笠島（林 ・伊藤， 1974〕，三崎周辺の定置網（山 るため，過去に採集された本属の標本を再検討する必

回， 1990）などの記録がある。近縁のアオヤガラF 要がある。

ρetimbaとは対照的に，沖合の深みに生息するため， 345 コショウグイ Plectorhynchuscinctus 

沿岸域からの記録は少ない。1990年の秋季は相模湾に 1991年10月3日， 以ヶ島北東部避難港内で採集。

多量に出現した（山田， 1991)。 106目3mmTL(YCM-P 17067，図6-A）。

339ツハメコノシロ Poかdactylus〆ebejue 本種は，南日本に分布し，三浦半島では天神島 ・笠

1991年6月25日，油査マリンパーク下の水深lmで 島〔林・伊藤，1974），三崎周辺の定置網（山田，1990)

採集。 53.2mmTL (YCM P 17064，図5 A）。 などの記録がある。0年魚（1991年生まれ〉は同年秋

1991年7月8～20日，城ヶ島水試前の水深lmで水 季に例年よりかなり多く三浦半島周辺に出現した。

中ビデオにより撮影。約印刷TL。 1991年10月15日， 346 ユウダチタカノ，'* Goniistius quadγicornis 

城ヶ島水試前の水深3m。約160mmTL。 1991年11月6日，城ヶ島沿岸。 約300mmTL。

本種は，山田（1991）により相模湾周辺では比較的 本種は，東京以南の南日本に分布し， 三浦半島では

稀種と報告された。ところが，1991年の夏秋季には三 葉山海岸（林・ 伊藤， 1974），佐島漁港水揚げ（林，

浦半島周辺に特異的に多く出現し， 三崎や走水で連日 1977），三崎周辺の磯建網〔山EEi, 1990）などの記録

水揚げされた時期があった。 があるO 稀種とされているが， 三崎周辺においては近

340 ホウセキハタキEpinepheluschlorostigma 縁のミギマキ G.zebraの方がむしろ少なし、。

1991年8月12日，城ヶ島南沖。約400凹 TL。 347 イラ＊ Choerodon azurio 

本穫は，南日本に分布し，三浦半島からは天神島の 1991年11月6日，城ヶ島沿岸。 約300剛 TL。

タイドプーノレで幼魚の採集記録がある〔中村， 1970〕。 本種は，南日本に分布し，三浦半島では天神島 ・笠

341 ヤライイシモチ Cheilodi戸terusquinquelineatus 島（林 ・伊藤，1974），三崎周辺の磯建網〔山田， 1990〕

1991年 9月21日，浜諸磁の水深 6mの岩棚で、採集。 などの記録がある。

53. 2mmTL (YCM P 17065，図5 B〕。 348 オニカサコ属の 1種＊Seoゆaenopsissp. 

本種は，小笠原諸島，田辺湾以南に分布するとされ 1991年10月2日，城ヶ島沿岸。 102.3mrnTL〔YCMー

ていた。関東近海では三宅島から記録があるが〔林・ p 17068；図 6-B〕。

新井， 1980），相模湾からは初記録で，本報が現状の 瀬能宏氏の指摘によれば，標本は旋回ほか編（19

北限記録である。 84〕の図版（Pl.280, Fig. G〕とよく 一致するが，図

342 クロイシモチ Apogonniger 版の種はネッタイフサカサゴ〔Scorpaenapicta Cuvi-

1991年8月10日，海外町の防波堤で夜釣り採集。80. eのではなく ，現在研究中の未記載種となる。本種は，

OmmTL （図5-C）。 圏内では伊豆海洋公園地先からのみ知られている （瀬
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能氏私信〉。本種を含めて分類学上の混乱も多く，国

外の標本と比較検討が待たれる。

349 イネゴチ＊ Cociella crocodila 

1991年11月6日，城ヶ島沿岸。約350rrunTL。

本稜は， 南日本に分布し， 三浦半島では佐島地先

（林， 1982）， 三崎周辺の磯建網（山田， 1990）などの

記録がある。

350 カナド＊Lepidotrigla guenthen 

1991年11月6日， 城ヶ島沿岸。約200rrunTL。

本種は，南日本に分布し， 三浦半島では三崎周辺の

定置網で記録がある（山田，1990）。

351 ホシセミホウボウ＊Daicocus Jうetersem

1991年11月13日，死後約1週間経過した死体を城ヶ

島の刺網干場で拾得。 205.OrrunTL。

本種は，南日本に分布し，三浦半島では三崎周辺の

定置網で記録がある（山田 ・工藤，印刷中）。

352 スナビクニン Li1りarisρunctulatusiうunctulatus

1991年 6月25日， 泊査マリンパーク館内の海水注水

口から採集。同館地先の水深約2mにある取水口から

吸い込まれ，館内に出現したと思われる。 23目omrnTL

(YCM-P 17069；図6-C〕。

本種は，模式産地が三浦半島毘沙門であり，三重県

・鳥取県以北の本州各地に分布するとされている。近

年では相模湾周辺における確実な記録は無い。

353 シロサハフグ Lagocephaluswheeleri 

1991年11月4日，城ヶ島東沖で釣り採集。 149.Omrn 

TL (YCM P 17070；図6-D〕。

本種は，北海道から鹿児島県までの日本各地に分布

し， 三浦半島では三崎周辺の定置網で‘記録がある（山

田， 1991）。遊泳性のフ グで， 沿岸域にはあまり近付

かないが， 1991年10月の相模湾周辺にはクロサノ〈フグ

L. gloveriと共に特異的に多く来遊した。
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A. シピレエイ A'arke /aponica. YCK P 17061. 299. 0四TL,Nov. 6. 1991. 城ヶ烏沖峨建網．

B ミナミホタテウミヘピ l'Jsodonop/Jis cancrivorus，約800mmTL,Apr. 17. 1991，城ヶ島北岸水深6m

C. ワニエソ Sauria Taniesa約350皿 TL.Sep. 21. 1991.浜諸磯水深!Om

D アカヤガラ Futularia COl/Jl/Jersonii, YCK P 17063. 722. 0血阻TL,Jan. 9. 1991.城ヶ島水産試験場前手網
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ツバメコノ νロ Polydactylus pJebe/ue, YCK P 17064. 53. 2盟国TL,Jun. 25. 1991，油壷マリンパーク前手綱

ヤライイシモチ Cbeilodipterus quinquelineatu.εYCM P 17065. 47. 9mmTL, Sep. 21. 1991.浜諸磯地先手網ー

クロイシモチ ,fpogoo niger, 80. 0皿皿， Aug.10. 1991，海外町釣り

ノトイスズミ .fypbosus sp., YCM-P 17066. 100. 8mmTL, Sep. 30. 1991，城ヶ烏水産試験場前手網
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図6 A コンョウグイ Plector，β1yncbus cincfu$; YCK-P 17067. 106. 3園田TL.Oct. 3. 1991.滅ヶ島避難港手網．

B オニカサゴ属のl積 Scorpaenopsis sp. , YCK←P 17068. 102. 3回 TL. Oct. 2. 1991，城ヶ島沖機建網ー

c スナビクニ J Liparis punctulatus punctufatus, YCK-P 17069. 23. Om•TL. Jun. 25. 1991 nh蜜マリンパーク館内

D シロサパフグ Lagocepbalus ll'heeleri, YCK P 17070. 149. 0凹 TL. Nov. 4. 1991，城ヶ島沖約り
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神奈川自然誌資料 (13〕： 45～53,Mar. 1992 

神奈川県三崎魚市場に水揚げされた魚類・ E

山田和彦・工藤孝浩

Kazuhiko YAMADA and Takahiro KUDO : Landing Fishes on Misaki 

Fisheries Market, from sagami Bay, III 

はじめに 1991年4月17日， 三戸定置網。TL 約600mm。

相模湾の魚類相を明らかにするために， 1984年から 本種は，ホシザメ M.manazoに似るが，体側に白

三崎魚市場での調査を継続的に行っている。山田（19 点が無いこと，口角部にある上下顎の唇摺は長さがほ

90, 1991）では363穫を報告したが，その後新たに42 ぼ等しいこ とで区別される。 北海道から東シナ海にか

種が追加され，また一部訂正の必要が生じたので報告 けて分布するが，三崎では稀である〔図1 1 ）。

する。 365. フジクシラ Etmopterus lucijer 

1991年5月7日，三戸定置網。 TL 290mm。YCM

調査方法 p 17081 

調査方法調査は，三崎魚市場に水揚げされた魚類の 本種は，カラスザメE.ρusillusに似るが，体側に独

うち，相模湾で採集されたものだけを記録した。調査 特の模様〔新鮮な個体では濃緑色を呈するが，やがて

期間は， 1990年12月から1991年11月までの間である。 黒く変化する〉があることで区別される。室蘭以南イ

資料中， 標本が採集できたものは横須賀市自然博物館 ンド・ 西太平洋に広く分布し， 相模湾では，西湘 （林

魚類資料 （YCM-P）と して登録し， 入手不可能なも ・西山， 1980〕から記録がある。夜間表層に浮上した

のは， 写真に収め記録した。魚種名，分類及び全般的 ものと推定される〔図 1-2〕。

な分布記録などは，益田ほか編（1988）に従った。な 366. サカタザメ Rhinobatos schlegelii 

お， 記載に示した計数形質及ひ、標本の略記の仕方は次 1991年6月28日，茅ヶ崎定置網。TL:597皿。YCM

のとおりである。 p 17082 

TL.全長 D 背鰭条数 A 轡鰭条数 Pi胸鰭 本種は，南日本からシナ海，アラビア海にかけて分

条数 Sc 鱗板数 Gr 惣杷数〔上枝＋下校） HSM 布し，相模湾では，西湘（林・ 西山， 1980〕，江ノ島一

p・葉山しおさい博物館魚類標本 大磯 〔亀井， 1979，佐島（林・ 伊藤，1974b）から記録

がある。

調査結果 367. ユリウツボ 向1mnothoraxchilospilus 

三浦半島近海では， 1990年初頭から10月にかけて黒 1991年4月8日，茅ヶ崎定置網。TL・825凹。YC

潮の影響が強く ，多くの暖流系魚類が出現した（JlJ田， M-P 17083 

1991）。しかし 1991年に入り黒潮は相模湾から離れ， 本種は，南日本から南シナ海に分布し，千葉県（JII 

5月までは例年に比べ水温の低い状態が続いた。8月 名， 1986〕），西湘 （林・ 西山，1980）から記録がある

以降暖流系魚類は出現したが，昨年よりはすくなかっ （図 1-9〕。

た。近年， 茅ヶ崎定置網の漁獲物が三崎魚市場に水揚 368. ミミズアナコ Muraenichthys gymnotus 

げされるようになり，その内の5種が本報告にも含ま 1991年8月19日，三戸定置網。TL 444皿。YCM一

れている。 以下に各魚種の採集年月日，採集場所，採 p 17084 

種集方法，形態，分布記録を述べる。 本種は，青森から沖縄にかけて分布し， 三浦半島南

西部（工藤・ 阿部， 1991）から記録がある（図1ー 7）。

364. シロザメ Mustelns griseus 369. ミナミホタテウミヘビ Pisodonjうhiscancrivor 
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1991年8月13日， 三戸定置網。TL 374mm。YCM-

p 17085 

本種は，本州中部以南，インド・太平洋に分布し千

葉県 (Jll名，1986〕から記録がある。相模湾にも分布

しているが，確実な採集記録が無い（図1-8）。

370. ダイナンウ ミヘビ Ophisurus macrorhynchus 

1991年8月13日，水戸定置網。TL 802mm。YCM

P-17086 

本種は，南日本からイ ンド・ 西部太平洋に分布し相

模湾では佐島（林 ・伊藤， 1974b），江ノ島一大磯（亀

井， 1979），館山湾南部（林 ・伊藤， 1974a）から記録

がある。

371. ホホジロト カゲテギス Astronesthes indicus 

1991年10月29日， キンメ ダイl艦吐物。 TL.60mm; 

D ・15.YCM-C-17089 

本種は，クロ トカゲギス A.cyaneusに似るが， 腹

縁にある列状発光器の間隔が広いことで区別lされる。

熊野灘，小笠原近海から世界の熱帯海域に分布する。

相模湾の水深600mから釣りによって得られたキンメ

ダイの幅吐物にトンガリハダカ属の一種Lampanyctus

s戸， ススキハダカ Myctojうhumnitidulumと共に含ま

れていた 〈図1 3）。

372. ワニエソ Saurida wanieso 

1991年5月8日，三戸定置網。TL 約250mm。

本種は，南日本からインド ・西部太平洋に分布し，

相模湾では西湘 （林・ 西山， 1980）から記録がある。

373. ススキノ、ダカ Myctophum nitidulum 

1991年10月 29 日， キンメダイ 11~~ 1止物。 TL 71 mm。

YCM P-17088 

本種は，鱗が円鱗ではがれやすく ，銀叢の縁に鋸歯

が無いこ とで同属の他種から区別される。世界の暖海

域に分布し，日本では北海道以南に分布する （図1-

4〕。

374. ハダカイワシ Diaphus watasei 

1991年5月8日，三戸定置網。TL・78mm。 YCM

p 17089 

本種は， 相模湾から東シナ海に分布し，千葉県 CJll

名， 1986），佐島（林・伊藤， 1974b）から記録がある。

三崎周辺の定置網では，サガミハダカD sagamiensis 

に次いで多く漁獲される。

375. ニラミハダカ Diaρhus aliciae 

1991年6月10日，諸磯定置網。TL 39 mm。 YCM

p 17090 

本種は，駿河湾，対岸からインド ・西部太平洋の熱
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平M'域に分布する。相模湾からは初記録種（図 1-5〕。

376. ツマリト ビウオ Parexocoetus brachypterus 

1991年9月24日，三戸定置網。TL 138mm ; D 11 ; 

A 13; Pi 13。YCM-Pl7091
本種は，バショウトビウオ P.inento mentoに似る

が，轡鰭条数が多いことで区J]IJされる。南日本からイ

ンド ・太平洋の熱帯海域に分布し，相模湾では神奈川

水試（1979〕の記録がある（図 1-10）。

377. アリアケ トビウオ Cypselurus starksi 

1991年9月20日，三戸定置網。TL 125mm; D 13; 

A 9; Pi 15。YCMP 17092 
本種は，相模湾から南日本に分布し（松原，1955)

静岡県 （松岡，1979）から記録がある （図 1-11〕。

378. エビスダイ Ostichththys jaρonicus 

1991年8月10日， 三崎沖，釣り。TL 262rnrn; D・

VIL 13 ; A ][, 11。YCM-P-17093
本種は，南日本からオース トラリアに分布し，茨域

県（舟橋，1989〕，千葉県 (Jll名， 1986）から記録があ

る。相模湾からは確実な採集記録が無い（図1-6）。

379. ホタノレゾヤコ Aero戸omajaponicum 

1991年6月12日， 茅ヶ崎定置網。 TL 75rnrn; D 

V!Il-1. lO;A ][, 7。
本程iは，南日本からフィリピン，南アフリカに分布

する。相模湾では，西湘（林 ・西山， 1980〕から記録

がある（図2-1〕。

380. ヒメス ミクイ ウオ Synagropus Iうhiliρ＇Pinensts

1991年9月20日， 三戸定置網。TL 78rnrn; D町田

I. 9;A II. 7。YCM-P-17095

本種は， スミク イウオS.jaρonicns に似るが， n~鰭

前縁に鋸歯があるこ とで区別される。駿河湾以南に分

布するとされ，相模湾からは初記録種である。

381. ホウキハタ Epinephelus cometae 

1991年10月16日， 茅ヶ崎定置網。 TL 226凹； D

XI, 113 ; A ][, 8。YCM-P-17096
本種は，南日本からインド洋に分布し，静岡県 （松

岡， 1979〕から記録がある（図2-2〕。

382. イッテンサクラダイ Odontanthias unimacu-

Latus 

1991年6月11日，三崎沖，釣り。TL 185rnrn; D 

IX. 14;A ][, 6。YCMP-17097 
本種は，駿河湾から高知県，小笠原（ZA日A et al., 

1979）から記録がある。相模湾からは初記録種 （図2

-3〕。

383. ノレリハタ Aulacocψhalus temmincki 



1991年10月30日，諸磯沖，釣り。TL 約250町。 村， 1970), 三浦半島南西部（工藤 ・岡部， 1991）か

本種は，南日本からインド・西部太平洋に分布し， ら記録がある。三崎では，他のメジナ類に比べて少な

千葉県ο｜｜名， 1986〕〉，佐島〔林 ・伊藤， 1974b）か し、。

ら記録がある（図2-4〕。 390. アオフダイ Scarus ovifrons 

384. コバンアジ Trachinotus baillonii 1991年10月21日， 三崎周辺，磯建網。 TL 206mm; 

1991年8月7日，諸磯定置網。TL 295mm; D ＼~－ Pi: 15。YCMP 17102 

I , 24 ; A JI, 23 ; Gr 8+ 14。YCM-P-17098 本径は，東京から沖縄に分布し，相模湾付近では千

本種は，南日本からインド ・西太平洋に分布し， 千 葉県（Jll名， 1986〕，三浦半島南西部（工藤・阿部， 19

葉県 (Jll名， 1986）， 三浦半島南西部〔工藤 ・岡部， 91）から記録があるが， 成魚はきわめて少ない（図2

1991），内浦湾〔室伏ほか， 1990〕から記録がある（図 - 9）。

2 8〕。 391. ワニギス Cham戸sodonsnyderz 

385. マノレアジ De caρterus maruadsi 1991年8月13日， 三戸定置網。 TL 63mm; D V-

周年，三崎周辺定置網。 19。YCMP-171030 

本穫は，南日本から東シナ海に分布し，千葉県υ｜｜ 本種は，本州中部以南，シナ海に分布し， i工ノ島ー

名， 1986〕から記録がある。三崎では，もっともi普通 大磯〔亀井，1979〕から記録がある（図2-10）。

に漁獲されるアジ類の1種。 392. コバンザメ Echeneis naucrates 

386. イトヒラアジ Carangichthys dinema 1991年8月26日，諸磯定置網。 TL・ 517mm ; D : 38; 

1991年10月14日，茅ヶ崎定置網。 TL 183mm ; D A 340 YCM P 171040 

W I, 19 ; A JI, 17 ; Re 25; Gr 9+ 18。YC 本種は，世界の温熱帯域に分布し， 西湘〔林 ・西山，

M-P 17099 1980）から記録がある。同じ網に入ったハショウカジ

本種は，テンνクアジ C.oblongusに似るが，背 ・ キに付いていたと思われる〔図3ー 1〕。

l侍鰭条数が少ないこと，背鰭基部に黒点がならぶこと 392. ニセグロコパン Remora sp. 

で区別される。三重県からインド ・西部太平洋に分布 1991年 9月25日，毘沙門定置網。TL 480mm; D 

し， 西湘〔林・西山， 1980〕，内浦湾（室伏ほか， 1990) 18 ; A 190 

から記録がある（図2 6）。 木種は，吸盤の板状体が17対であること，背鰭及び

387. クロヒラアジ Cara抑goidesferdau 轡鰭条数が他のコバンザメ類に比べて少ないことで区

1991年11月5日， 三戸定置網。 TL 206mm ; D Vlll 別される。鹿児島県から記録があり，相模湾では初記

-I, 32・A JI, 26 ; Gr 8+ 20。YCM-P-17100 録種〔図 3-2〕。
本種は，ナンヨウカイワリ C.orthogrammusに似る 393. ノミγ ョウカジキ Jstiophorusρlatyρterus 

が，体側に斑点が無いこと，自思肥数が少ないことで区 1991年8月26日，諸磯定置網。 TL 約2ooomm。

別される。南日本からインド・西部太平洋に分布し， 本種は，インド・太平洋の温熱帯域に分布し，幼魚

静岡県〔松岡， 1979），三重県（KIMURAet al. 1980〕 は西湘（林・西山， 1980〕から記録がある（図3 3〕。

から記録がある。相模湾に分布するが確実な採集記録 394. ハナビラウオ Psenesρellucidus 

がない（図2 7）。 1991年11月25日，三崎通り矢，磯建網。TL386mm。

388. ヒメヒイラギ Leiognathus elongatus YCM-P-17106 

1991年9月25日，三戸定置網。 TL 94mm; D 珊， 本種は， ~II路以南に広く分布し〔本間ほか， 1984〕 ，

16; A ill, 14。YCMP 17101 相模湾では西湘（林・西山， 1980）， 三浦半島南西部

本種は，他のヒイラギ類に比べ体高が低く休の断面 〔工藤 ・阿部， 1991）から記録があるが，いずれも幼

が丸L、。南日本に分布し，神奈川県水試〔1979），静岡 魚で成魚の記録は少ない。 東京湾口の走水では，8～

県〈松岡，1979）から記録がある （図2-5〕。 9月にかけて刺網で多数漁獲され，メダイモドキと称

389. オキナメジナ Cirella mezina して売られていた（図3 4）。

1991年4月1日，三崎周辺，磯建網。TL 150mm。 395. コモチジャコ Amblychaeturichthys sciictius 

本種は，千葉県から、ンナ海に分布し，佐島〔林・伊 1991年7月9臼，三戸定置網。 TL 39mm。YCMP 

藤， 1974b），芝崎（荻原・長谷川， 1990）， 真鶴〔中 ー17107
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本種は，宮滅県から鹿児島県に分布し，横浜沖（林 401. ツノウシノシタ Aesopia cornuta 

ほか， 1989〕，佐島（林 ・伊藤，1974b））， 小田和湾 1991年10月3日，域ヶ島，磯建網。TL:217mrn; Iコ：
〔清水， 1979）から記録がある。東京湾では普通に見 70; A 63。YCM-P17112 

られる（工藤ほか，1986）が三崎周辺では少ない。 本種は，背鰭第1鰭条が太〈伸長しているので，外

396. ギンポ Enedrias nebulosa 観が類似するシマウシノシタ Zebriaszebraと簡単に

1991年11月13日，三戸定置網。TL 250mrn ; Pi 15" 区別できる。記載個体の他にも，10月から11月にかけ

YCM-P-17108 て三崎周辺の磯建網からクロウシノシタParaρlagusia

本復は， 北海道南部から長崎，高知県に分布し，西 ja抑制caやシマウ γノシタと共に数個体が水揚げされ

湘（林 ・西1J1,1980），小田和湾 〔清水， 1979〕，佐島 た。相模湾からは初記録種（図 3-8）。

〔林 ・伊藤， 1974b）， 三浦半島南西部（工藤 ・岡部， 402. ギマ Triacanthus biaculeatus 

1991）からの記録がある。 1991年6月10日，諸機定置網。 TL 280mrn。YCM

397. ヒレナカカサゴ Neosebastes entaxis P 17113 

1991年5月13日，毘沙門定置網。 TL 16lmrn; D 本種は，静岡県以南，イ ンド ・四部太平洋に分布す

VJJI. 8; A lII, 4。YCM-P-17109 るとされるが， 近年，青森県〔浅虫水族館， 1987〕，

本経は，干葉県（JI［名， 1986）から東シナ海，小笠 茨城県〔望月， 1990）からも記録された。長井小型定

原（ZAMAet al. 1979）に分布する。03HMA(1934〕 置網（HSMP 0008）から記録がある（図 3-9）。

によると，山形県からの記録がある〈斉藤報恩会自然、 403. コンゴウフグ Lactoria cornuta 

史博物館に保存されている本種の標本は，確認してい 1990年12月17日，諸磯定置網。 TL 56mrn。 YCMー

なし、）。相模湾では，逗子 ・三崎（松原1955），葉山沖 p 17114 

底刺網（HSMP 0098〕から記録がある（図 3-6〕。 本種は， i静岡県以南，インド ・西部太平洋に分布し

398.エボシカサコ Ebosia bleekeri 佐島（林 ・伊藤， 1974b ），三浦半島南西部（工藤 ・岡

1991年5月13日， 毘沙門定置網。 TL 150凹； D. 部， 1991）から記録がある。

VJJ[, 7; A lII, 5。YCMP 17110 404. コモンフグ Takihfugu 1うoecilonotus

木径の頭部の骨質隆起は，とれやすく ，本個体も入 1991年 5月14日， 三l崎周辺，釣り。 TL 約150mrn。

網H寺に網ですれて脱落していた。体色は，益田ら編 本種は， 北海道から沖縄に分布し，佐島（林 ・伊藤

(1988 ; Pl282-E〕にあるような赤みの強いものでは 1974 b）， 三浦半島南西部（工藤 ・岡部，1991〕から記

なくミノカサコアteroislunnlataに似た肌色で‘あった。 録がある。

南日本から香港に分布し， 千葉県(Jll名， 1986），西湘

（林・ 商111, 1980）， 内浦湾（室伏ほか， 1991〕から記 訂正

録がある〔図3-5）。

399. セミホウボウ Dactylo戸！Jnaorientalis 山｜王I(1990）にあるナメハダカ Lestidiumproliyus 

1991年 9月4日，三戸定置網。TL 15lmrn ; D Iー (p. 97，表1-1 , No. 60；図2-7）は，フタスジナ

1-V, 8;A 6。YCM-P-17111 メハダカ Lestrolepisintermediaの誤りである。本種

本種は，茨城県（望月， 1990）以南，イン ド・西部 は，相模湾以南，世界の暖海域に分布する。 YCM一

太平洋に分布し， 西湘（林・ 西山， 1980〕，佐島（林・ P-17115 

伊藤，1974b）から記録がある。 山田（1990）にある

セミホウボウ（p.99，表1-3 , No. 300）は，ホシセ おわりに

ミホウボウ Daicocusρeterseniの誤りである〔図3一 本報告を作成するに当たり，校閲くだった横須賀市

7）。 自然博物館の林 公義氏， トビウオ類の査定をしてい

400. ヤリヌメリ Rφomucenus huguenini ただいた築地市場おさかな普及セ ンター資料館の阿部

1991年5月8日， 三戸定置網。TL 約2oomrn。 宗明氏，収蔵標本を快く調べさせて下さった葉山しお

本経は，函館から東シナ海に分布し，西湘（林・西 さい博物館の池田等氏，斉藤報恩会博物館の竹内貞

山， 1980），江ノ島 大磯（亀井， 1979）から記録が 子氏，石田和徳氏，文献をお送りいただいた新潟大学

ある。 理学部の本間義治氏，三重大学生物資源学部付属水産

48 



実験所の木村清志、氏，日本大学短期大学部の室伏誠 類神奈川自然誌資料， (12) 29-38. 

氏，伊豆 ・三津シーパラダイスの長谷川勇司氏，大洗 松原喜代松， 1955.魚類の形態と検索I-II.1605pp., 

水族館の望月利彦氏，ご助言をいただいた東京都動物 石崎書店，東京ー

国協会の清水 長氏，東京大学理学部付属三崎臨海実 松岡前良， 1979.静岡の海産魚、 日本生物教育会第34

験mの佐藤寅夫氏，千葉県立中央博物館の宮正樹 回全国大会記念誌 36ー70.

氏，京急、油壷マリンパークの竹内経久氏，飼育部の方 益田 一 ・尼岡邦夫・荒賀忠一・上野 ・吉野哲夫

々，ならびに連日の調査，資料収集にご協力いただい 編， 1988. 日本産魚類大図鑑.xx+ 448pp.' 

た三崎沿岸漁業共同組合の青木正志氏他の方々に深く qls. 370. 東海大学出版会，東京．

感謝する。 望月利彦， 1990. 当館に搬入された沿岸魚類...，，リン

コア，大洗水族館， (12) 2 3. 

引用文献 室伏誠 ・長谷川勇司 ・加藤公一， 1990.静岡県内浦

浅虫水族館，1987.青森県内初記録の魚．マリンス ノ 湾の魚類 .XIーアジ科魚類の採集記録一．日

一，〔7) 1-3. 本大学短期大学部（三島〕研究年報， 2 161 

舟橋正降， 1989.茨城県の新海産魚類CI）.茨城県立 ー173.

目立北高等学校紀要，（2) 1 7. 室伏 誠 ・長谷川勇司 ・真野光晃， 1991. 静岡県内浦

荻原清司 ・長谷川孝一， 1990.葉山町芝崎周辺の魚 湾の魚類 .:xIIーカサゴ目4科フサカサゴ科 ・

類．神奈川自然、誌資料，（11〕 103-110. オニオコゼ科 ・ハオコゼ科イボオコゼ科の採

林公義・伊藤孝， 1974a 館山湾南部（沖ノ島 ・ 集記録一．日本大学短期大学部（三島〉研究

lV,~の島 ・ 西岬 ・ 洲崎〉にみられる魚類につい 年報，（3）・ 93106. 

て 横須賀市博雑報， (19）。 18-30. 中村一恵， 1970.相模湾沿岸のタイドプーノレ魚類神

林公義 ・伊藤孝，1974b 横須賀市佐島，天神島 奈川県立博物館調査報告，自然、科学，（1) 

・笠島沿岸の魚類横須賀市博雑報，（20) 1-33, Pls. I -:xII. 

37-50. 大島正満， 1934.List of fishes contained in the 

林 公義 ・西山喜徳郎，1980.西湘定置網で漁獲され Saito Hoon Kwai Museum.斉藤報恩会｜事

た魚類一相模湾魚類目録 ・I 神奈川自然誌 物館時報，（24) 1-5. 

資料，（1) 15 27. 清水拘道， 1979.小和田湾の藻場の魚類相模湾資源

林公義 ・古賀一郎・古賀敬， 1989.横浜市沿岸域 環境調査報告書 JI 187-191. 

の魚類相．横浜の川と海の生物（第5報〕，横 山田和彦， 1990.神奈川県三崎魚市場に水揚げされた

浜市公害対策局公害資料，（140 213-273). 魚類 神奈川自然誌資料，（11) 95-102. 

本間義治 ・水沢六郎 ・鈴木庄一郎・岡田成弘， 1984. 111田和彦， 1991.神奈川県産崎魚市場に水揚げされた

新潟県魚類目録補訂（耳〕 Uo. (34) 1 10. 魚類E 神奈川自然誌資料，（12〕.21-28. 

亀井正法， 1979.相模湾砂浜海域（江ノ島～大磯〉に ZAMA A. and F. YASUDA, 1979. An annoted list of 

おける魚類とその季節変化神奈川県水産試 f!shes from the Ogasawara Island sup-

験場，相模湾資源環境調査報告書－JI 167 plement I, with zoogeographical notes on 

186. the fish fauna. J. Tokyo Univ. Fish, 65 

神奈川県水産試験場 ・神奈川県水産試験場相模湾支 (2) 139-163. 

所，1979.神奈J/I！黒海域の魚類および種別研

究の現状 相模湾資源調査報告書一I 1-48. 

川名 興，1986.干葉県の魚類目録！干葉県生物誌，

36 (1) 16-30. 

工藤孝浩 ・鴨川宗洋 ・伊藤俊弘， 1986.横浜市沿岸域

の魚類相 横浜の川と海の生物（第4報〕，横

浜市公害対策局公害資料， （126) 181 226. 

工藤孝治 ・岡部 久， 1991.三浦半島南西部沿岸の魚

（山田和彦。京急油壷マリンパーク 工藤孝浩神奈

川県水産試験場〉
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図1

1 .シロザメ Mustelus griseus 

TL  品守600mm

2 フジクジラ Etmo1うteruslucifer 

Y CM-P 17081 T L . 290 mm  

3. ホホジロトカゲギス Astronesthes indicus 

YCM-P 17087 TL. 60mm 

4 ススキハダカ Myctophum nitidulum 

YCM P 17088 TL. 71mm 

5.ニラミハダカ Dia1うhusaliciae 

YCM-P-17090 TL. 39mm 

6. エビスダイ Ostichthys jaJうonicus

Y CM-P-17093 TL. 262 

7. ミミズアナコ Muraenichthys gymnotus 

Y CM-P-17084 TL. 444 mm  

8 ミナミホタテウ ミヘピ Pisod01ψhis cancrivorus 

YCM P 17085 TL. 374mm 

9. ユリウツボ Gymnothorax chilosjうilus

Y CM  P-17083 T L. 825 mm  

10 . ..，，リトビウオ Parexocoetus brachypterus 

YCM-P-17091 TL. 138mm 

11. アリアケトビウオ Cypselus starksi 

Y C M-P-17092 TL. 125 mm  

図2

1 ホタノレジャコ Acropoma laponicui四

YCM P-17094 TL. 75mm 

2. ホウキハタ Epinephelus cometae 

Y C M-P-17096 TL. 226 mm  

3.イッ テンサクラタイ Odontantanthias unimacu 

latus 

Y CM  P 17097 T L . 185 mm  

4. ノレリハタ Aulacoceρhalus temminckz 

TL.約250mm

5.ヒメヒイラキe Leiognathus elongatus 

YCM-P-17100 TL. 94mm 

6 イトヒラアジ Carangichthys dinema 

Y CM  P 17099 T L. 183 mm  

7 クロヒラアジ Carangoides ferdau 

YCM-P-17100 TL. 206mm 

8. コバンアジ Trachinotus baillonii 

YCM P-17098 TL. 295mm 

9.アオプグイ Scarus ovifrons 

YCM-P 17102 TL. 206mm 

50 

10. ワニギス Chamjうsodonsnyderi 

YCM-P-17103 TL. 63mm 

図3

1 . コパ ンザメ Echeneis naucrates 

YCM-P-17104 TL. 517mm 

2. ニセタロコパン Remora sp. 

Y CM-P-17105 TL. 480 mm  

3. ノミショウカジキ I stiophorusρlatypterus 

TL. 出守2000mm 

4. ハナビラウオ Psenes Jうellucidus

Y CM-P-17106 TL.約300mm

5. エボシカサゴ Ebosia bleekeri 

YCM-P-17110 TL. 150mm 

6. ヒレナカカサゴ Neosebastes en/axis 

YCM-P-17109 TL. 16lmm 

7. セミホウボウ Dactyloptenaorientalis 

Y CM  P 17111 TL. 151 mm  

8.ツノウシノシタ Aesojうiacornuta 

YCM-P-17112 TL. 217mm 

9. ギマ Triacanthus biaculeatus 

YCM-P-17113 TL. 280mm 
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神奈川自然誌資料 (13〕： 55～64,Mar. 1992 

神奈川県表丹沢花水川水系におけるサワガニ体色

変異集団の分布パターン

鈴 木 a惟 司

Tadashi SUZUKI . Coloration and Distribution of the Japanese Freshwater 

Crab, Geothelρhusa dehaani (WHITE), in the Hanamizu River 

on Tanzawa Mountains, Kanagawa Prefecture 

はじ め に

サワガニ Geothelphusadehaani (W111T E〕は，本

州 ・四国 ・九州各地の清流の小川や谷川およびその水

辺戚に生息する淡水性のカニである（償井， 1968）。サ

ワガニの体色には顕著な色彩変異が認められ（澗井，

1976）， 体色変異個体の分布状況がいくつかの地域で

調べられている（一寸木， 1976,1980; YAMAGUC!ll 

and TAKAMATSU, 1980；菅原 ・蒲生，1984;N AKA) I MA 

and MAsunA, 1985；鈴木 ・津田，1991〕。また体色型

の巡し、に付随した集団の遺伝的分化を視野にいれた調

査も行なわれており，体色型の違いにより，歩！阿lの毛

の：＠：，J度節や腹肢の形態，酵素蛋白などにも変異のあ

ることが知られている（菅原 ・蒲生， 1984; NAKAJIMA 

and MASUDA, 1985；鈴木 ・津田，1991）。 しかしそ

れらの研究にも拘らず，サワガニの体色ll!:呉集団の尖

態は，全国的 ・局地的分布様式を初め，多くの問題が

未知1のままとり残されている。

サワガニ体色変異個体の分布調査を関東 ・東海地方

次いで東北地方で行なった一寸木（1976, 1980〕は，

サワカニの体色を大きく 3型に分け，各体色型集団が

一部地域で分布を重複させながらも地:l!Jl的分布j或を違

えていることを明らかにした。異なった体色型のサワ

ガニ集団が異所的に生息することは， その後四日本

〔菅原 ・蒲生， 1984〕や九州地方（YAMAGUCHI and 

T,¥KAMATSU, 1980；鈴木 ・津田， 1991）でも観察さ

れている。

神奈川県におけるサワカニ体色型と体色変異集団の

分布状態は一寸木（1976）によって報告されている。

それによれば:fill奈川県内には青色系統（BL型〕と黒褐

色系統〔DA型〉の集団が見られ，県の中南部には前者

が，北西部すなわち丹沢山地を中心とする地域には後

者が分布する。一寸木 （1976）の分布資料から判断す

ると，両体色型集団の分布境界域は汁沢山地のほぼ周

辺音llに沿った地域に存在すると推iJllJされる。実｜探，対

沢山地周辺地域に属す神奈川県伊勢原市日向薬師， l静

岡県御殿場市桑木が両型混在場所と して報告されてい

る（一寸木， 1976〕。

さて丹沢山地のうち塔ノ岳〔149lm〕から 三／犠

(1205m〕， 岳ノ台〔899m〕，ヤビツ 11i：；τ 〔761m）を経て

大I.Li(1252m）へと至る山地の南面ー併〔以下この地

域を表汁沢と呼ぶ〕は，サワガニ体色変興集団の分布

がfi".i:き変わると思われる地域の一つである。 しかしこ

の地域における体色型分布の調査は伊勢原市日向の二

ケ所および秦野市寺山と同大倉のニヶ所の，'(-14ケ所で

行われているに過ぎず〔一寸木， 1976〕，秦野市を中心

とした表丹沢一帯におけるサワ ガニの休色変異集団の

詳しい分布状態は未だ明らかにされていなし、。

r-ー田ー~ー「

浦

半

島

0 20Km 

？ 

図1.神奈川県の水系と表丹沢調査域 （網かけ部分）．
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サワガニの体色変異集団の存在とその分布様式，集 た。 此の年の採集m~断範囲は流れに沿って約80m まで

団関係等は，集団生物学的観点から見てもχ変興味あ 延長し，採集時間も約11時間となった（従って 1990

る現象である。 そうした見地から筆者は最近， 一寸木 年， 1991年を合わせた調査ポイント当りの採集距離は

(1976〕の制査の手が伸びなかった県内数地域のサワ 最大somて、ある〉。採集個体は室内に持ち山「｝ I)，性別，

ガニ体色変異集団の分布調査を行なった。とりわけ異 甲幅，体部の色彩等を室内で記録した。

なった体色集団の分布域が接すると思われる表丹沢に 今回の体色調査では， 一部個体の色彩を日本色研事

ついて，：／E水川水系（金目川水系〉に生息するサワガ 業株式会社の配色カードでカラーマ ッチングした以外

ニ集団を対象に詳しい分布調査を実施した。本報告で は，筆者の色党によって色彩を判別，記録した。体色

は，この表丹沢：／E水川水系におけるサワカニ体色変異 型の分類は一寸木 （1976）を参考にしながらq』皮の色

集団の分布パターンを中心に調査結果を報告したい。 と配色パターン及び補助的に限筏上縁の色を参考にし

て行なった。また叩皮の柔らかい脱皮後間もなし、個体

調査地と方法 は調査対象から外した。

花水川は，表丹沢に源流域を持つ，県央南部を流れ 採集されたサワガニの色彩やその配色パターンは復

る2級河川である〔図 1）。表丹沢においては，西から 雑であったが，大きく見るとほぼ一寸木 （1976）の述

II頂に水1rnリII,1事業川，金目川，鈴川などが花水川水系 べた通りである。しかし筆者による今回の調査地が体

の主要部分として存在する。これらの河川や水無川西 色変異集団の分布重複域を包含する地方にあり，また

方を流れる酒匂川水系四十八瀬川｜流戚，並びに大山の 一寸木とは多少異なるグノレーピングをした部分もある

東部を流れる日向川を主な調査地としてサワガニ分布 ので， 一応ここで本調査で用いた体色型の類型 ・判定

調査を行なった。なお日向川は現在は相撲川水系に属 について記しておく。

している。しかし戦前，八工的に流路変更が為される 青色型： 背部に青色系の体色部分が認められる個

までは金目川に合流しており，最近まで花水川水系の 体。申皮全体あるいは前半分〔稀に後半分〉が青色，緑

一部をなしていた河川内ミある。 青色，灰青色，青紫，灰紫色等に見える。 fl良筒上縁は

本調査は主として1990年5-12月に行ない，追加調査 白色や淡賞色。

を1991年511月の聞に実施した。さきに挙げた諸河川 解音lj観察によれば，明瞭な青色型個体では青色とし

（以下本流と言えばこれらを指す〉およびその支流を て見える甲皮部分はほぼ完全に脱色しており，青色は

中心に，その上流部から下流部にかけ数カ所の調査ポ 甲皮下にある色素頼粒からの光が甲皮を通過すること

イントを設けてサワガニを手取り採集した。支流の調 によ って表れた色である。従って甲皮全体が青色に見

査ポイントには出来るだけ源流（湧水地）も加えた。 える典型的な青色型個体の甲皮本体は，実際には全体

どの河川も本流の中 ・下流部は住宅地を通り，自然の が半透明な白色をしている。また甲皮が白く見えたり

川｜岸の破壊や水質汚濁に見舞われている。そのような 灰～灰紫色に見える部分は，その部分の甲皮の色が返

地域では調査対象となるサワガニを得られず調査が殆 色し，なおかつ甲皮下の色素頼粒が少ないか認められ

ど出来なかった。また本流上流部は一般に流れが速い ない部分である。

ためかサワガニも少なく，結果的には支流中心の調査 ところで鈴木 ・津田（1991）は，甲殻類の体色に関

になった。 係し且つ褐色をしたサワガニにおいては検出量の多し、

1990年にはサワガニの採集を一ポイント当り約30 アスタキサンチンが，青色のサワカニには微量にしか

分，流れに沿って50m以内の範聞で行った。採集した 検出されないことを見いだしている。そのことから彼

サワガニについて性別， 甲幅，体部の色彩等を記録 らは， 青色のサワガニではアスタキサンチン生産過程

した。甲幅はノギスで計った。また調査場所中央部の の機能低下もしくは停止が生じていると考えた。アス

位i置を2万5千分のlの地形図から読み取り調査地の タキサンチンはサワガニの年l皮に含まれるカロチノイ

標高とした。記録は原則として現地で行ない，色彩不 ドの中では最も多い物質として知られる（松野ら， 19

篠定個体，解剖lや保存サンフ。ノレ用個体など一部を除い 82〕。これが青色個体に微量にしか存在しないことは

て，採集した個体はそのまま現地に放した。 1991年の 青色個体の甲皮が白いという観察結果とも良く一致す

調査では，主として 1990年に調査を行った地点を選 る。 （松野らはサワガニの体色を示していないが，研

んで比較的大型の個体を対象にした採集調査を行なっ 究目的や採集場所から考えて非青色個体を用いている
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と思われる。〉 なし、。そこでまず各体色型が異なったサイス （甲幅10

ツート ンカラー褐色型． 甲皮を後腎域で前半部と m以上〕や性の中でとeの様に現れて来るかを見るため，

後半部に分けたとき，両者の問に色彩の不連続な変化 集団中の各体色型の出現状況を検討した。

が認められる（ただし青色部分のある個体は青色型に なお以前の報告にも見られるように（一寸木，1976.

分類してある〉。前半部は灰褐色などのやや明るい色 鈴木 ・津田， 1991〕，いずれの地域でも卵子化したサワ

彩のものから， l積赤紫色のように非常に陥い色のもの ガニの稚ガニの甲幅は約4mmで，このクラスのサイズ

まで見られる。後半部の方は前半部より明るい色をし の個体の体色はi淡黄褐色～褐色をしていた。本研究で

ている。申皮全体が暗い色の場合には色彩差の目立た は中幅lOmm以上の個体を扱った。今後，甲l隔lOmm以上

ない個体もあるが，色彩自体は中央官IIで比較的不連続 15mm未iHl.iのサイズの個体を小型，15mm以上20凹未満を

に移り変わる。限寓上縁は淡黄色や淡褐色。以下の文 中型， 20皿以上の個体を大型個体と呼ぶことにする。

中でこの体色型を示すときは単にγ一トン型と呼ぶこ なお印幅が17mmを越えると産卵を始めるメスが現れる

とにする。 ょうである（観察した最小抱卵個体は黒褐色型で甲幅

なお今回の調査結果を含めて神奈川県内ではまだ知 17.7mm）。

られていないが，前半部が黒色～黒褐色で後半部が朱 図2は三浦半島（三浦市，横須賀市，葉山町， 逗子

色系の色彩を持つ個体が静岡県以西に分布する〔一寸 市〉，大磯丘陵中村川上流域（秦野市， 中井町， 大井

木， 1976；鈴木 ・津田， 1991）。同じツートンカラー 町〉，および四十八瀬川と水無川の上 ・中流域 （秦野

でもこれらは別の体色型にするのが妥当である。 市〉で採集された甲幅lOmm以上のサワガニの性別 ・サ

紫一褐色型． 甲皮全体が紫色，赤紫，茶色等。限 イズ別の体色分布を示したものである。一寸木〔1976)

窓上縁は黄褐色や淡褐色。暗色味の強い個体では次の 及び筆者の未発表資料を参考にしつつ，三浦半島は青

黒褐色型の陥褐色個体と区分が史i(f:しくなるが，後者に 色型個体が見られ黒褐色型個体の分布域から遠く隔た

比べて前者の方が全体的に淡く，くすんだ色をしてい った地域として，中村川流域は青色型個体が見られ，

ること， l干IJ文後半部の色が先端に向かつて薄くなって しかも近くに黒褐色型個体の分布する水系があるけれ

いく傾向が強L、こと，限筏上縁の色が明るいことなど ど（酒匂川及び花水川〉それらからは独立した水系に

から総合的に判断して分けた。 あって黒褐色型の個体が見られない地域として，また

黒褐色型． 甲皮全体が暗紫色，紫色味をおびた黒， 四卜入瀬川 ・水無川上 ・中流域は典型的な黒褐色型個

黒褐色，踏褐色など黒色味を帯びた色彩。限窟上縁は 体が見られ且つ青型個体の見られない地域として選ん

暗褐色，茶褐色，赤褐色。 である。

緑褐色型； 甲皮全体が緑褐色あるいは暗緑褐色。 図2の各体色型個体の割合の変化は該当地域におけ

眼寵上縁は茶褐色や赤褐色，褐色。 るサワガニの成長に伴う体色の変化をある程度反映し

結果と論議

サイズ，性と体色

たものであると考えて良いだろう。

三浦半島のサワガニでは青色型とツ一 トン型の個体

が大部分を占める。青色型は大型個体に多く見られ

サワガニの体色は成長と共に変化することが知られ る。ツ一トン型は成長途上の相対的に小型の個体に多

ている〔一寸木， 1976；鈴木 ・津田，1991〕。また脱 く見られる一方，大型個体には殆ど見られなし、。これ

皮直後しばらくの間も通常とは異なる体色を示す （ー らのことや小型 ・中型個体の中には色彩的に青色型と

般に淡色化する〕。 従って前節で挙げた体色型は必ず ツ一トン型の中間的な個体が稀に見られることなどか

しも全てがサワガニ個体の最終体色を示すものではな ら，ツ一トン型の体色は青色型への移行型と見なすこ

い。本調査のように地域集団としてどの体色が優占す とが出来る。鹿児島でサワガニの体色別サイズ分布を

るかを調べるときは，どの様な個体のサンフ固ノレをもと 調べた鈴木 ・津田 〔1991）も，このタイプの体色を青

にして当該地域の集団の体色型とするかを検討するこ 色型への移行型と考えている。特に述べてはいない

とが必要である。出来得るならば成長に伴う体色変化 が，一寸木（1976）が甲皮が青くないにも拘らずこの

を個体毎に追って，最終体色をその個体の休色とし 体色 （一寸木の区分で1土BL2とBL3）を青色型（BL

その積み重ねで集団としての 体色型を決めるのがよ 型〉に含めたのも，同様の理由であろう。

い。しかし作業の面からみてそれはあまり現実的では 三浦半島地域のオスでは甲幅lOmmを越える止青色型

57 



個体はすべて青色型であった〕。

中村川上流域では紫ー褐色型， ツ一トン型および青

色型の個体が現れた。三浦半島と同様，青色型の体色

を持つ個体は大型個体であるが，三浦半島のサワガニ

と比較して，より大きなサイズクラスで青色型の個体

が出現し始める。オスて：＇ f;J:.EjJ幅16阻以上の個体で現れ，

の体色を持つ個体が現われ， 18聞を越えるとほとんど

の個体が青色型となる。 一方メスでは青色個体が現れ

るサイスがオスより大きい傾向にあり， 1820聞の個体

でも青色型の個体は全体の60%を占めるに過ぎなし、。

多数のメス個体が青色型を示すようになるのは22rnmを

越えてからである（図 1に挙げた資料では23rnm以上の
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十

図3.表丹沢における青色型，黒褐色型サワガニの分布．甲qJil¥201Illll以上のオスに基づく ・黒褐色 ；O
青色型 ；⑩混在場所 （ 〉は 201Illll以上の個体を観察できなかった調査ポイントについて17～20

mの個体の観察結果を参考のため示したもの．アノレファベットと数字を組み合わせた記号は，表

1～3の支流および本流区間に対応する．数字のみは等高線の高さ（m）を表わす

20 22mmになってやっと 63%の個体が青色型になって 察している。

いる。また小型 ・中型の観察個体数は多くはないが， 水i!lUll・四十八瀬川の上中流域のサワガニは殆ど黒

メスでは青色型の体色は甲幅が20聞になる頃に現れて 褐色型の個体によって占められていた。ただし，小型個

来るようである。青色型個体の出現するサイズがオス 休の中にはやや淡いi倍褐色の甲皮を持つ個体もおり，

よりメスにおいて大きいことは三浦半島の場合と同じ それを紫ー褐色型の陥褐色個体と厳密に区別するのは

である。中村川の集団は三浦半島の集団よりも大型の 難しかった。ここではそのような個体も黒褐色型に合

個体が見られる傾向がある。後者に比し前者に体サイ めである。また小型 ・中型個体に少数のツ 一トン型が

ズの大型化とそれに伴なう青色型化の遅延が生じてい 認められたが，メスにしか出現していないことやどれ

るようである。 もかなり黒褐色型に近い個体であったので，いずれ黒

一方，紫ー褐色型とツ一トン型は主に小型 ・中型の 褐色型になる個体と思われた。

個体が占めている。このことからツ一トン型のみなら ここのサワカニには緑褐色型の個体も出現Lko解

ず，紫ー褐色型もいずれ青色型へ移行する休色型であ 剖観察によると，甲皮は使化しているものの甲皮を構

ると考えられる。ただしメスではかなり大型になって 成する外クチクラ層の発達のE互い，脱皮後それほど日

も青色を呈さない伺体が見られ，成体になっても青色 時が経ていないと思われる個体にこの系統の休色が見

型にならないまま死亡する個体もかなりいると忠、われ られた。また脱皮後間もない甲皮の柔らかい個体の中

る。なお各々メス 1例ずつであるが，紫ー褐色型の中 にも緑褐色の個体が見られた。従ってこれらは黒褐色

で甲皮が紫色から青紫に，また甲皮後半部が褐色から 型個体の一部が脱皮後に示す一過的な体色を持った個

淡褐色 （ツ一 トン型〉へと変化する個体を飼育下で観 休と思われた。
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ところで先の3地域とは別の地域で青色型個体と共

に，q11支が硬化しきっていない，背面全体が｜暗緑褐色

ではあるが＂lei皮前半部と後半［＇.fl)で色合いの違うツー ト

ンカラー状の個体 〔一応緑褐色型と した〕を採集して

いる。その個体の陪緑褐色は暗褐色味の強いツ一トン

型の個体，従っていずれ青色型になる個体が一時的に

示した休色で、はなし、かと思われた。 そのほかにやはり

青色型個体が生息している場所で，通常の緑褐色型と

見なせる個体が採集されることがある。その一方，日告

緑褐色と青色のまだら模様の個体〔青色型に分類した〕

も見られている。またアートン型個体の中には甲皮後

半部が緑褐色裂の者も見られる。

以上のことから判断すると，緑褐色は，条件次第で

黒褐色型の個体にも将来青色になる個体にも一時的に

現れ得る体色ではないかと考えられる。ここではとり

あえず緑褐色型個体の存在は黒褐色型，青色型どちら

か一方の存在を示すこ とにはならないと考えておく。

以上のように，一地域の中にいろいろな体色型の個

体が見られるが，いずれにせよそれらは成長と共に地

域に特有な最終体色型へと変化してし、く。上記3地域

の場合それが青色型であり黒褐色型であった。しかし

成長段階や性による体色発現の様相は集団聞で異な

り，特に黒褐色型個体の分布戚の近くの中村川上流域

の集団ではそれがより複雑になっていた。

域によしi褐色型の個体が分布し，より下流の地域に青色

型の個体が分布していた。また同体色型の個体が見ら

れるのは組めて限られた地域であることが判った。

図3を参照しながら以下に各河川における分布状況

を少し詳しく見てみよう。体色型分布の記述は河川の

上流部から下流部へ向かって行う。

四十八瀬川 三廻部よりヒ流側で得られた個体は全

て~褐色型であった（ n =16）。

他方，下流側左岸千村の小支流では，支流全体で得

られた合計26匹のうち22匹（84.6%）が青色型でl匹

(3.8%〕が黒褐色型の個体であった他はツ トン問。

j将水H寺には多少の泉街色個体が本流上流部から下流部

へ流下し下流部集団に加わることもあると考えられる

ので，この支流の集団はほぼ青色型の個体から成る

とみてよいだろう。なお菖蒲地区でも青色型の個体が

見られている（n= 3〕。四 卜八瀬川では標高150～200

mの辺りに黒褐色型の個体と青色型の個体の入れ替わ

る地帯があると忠われる。

水無川 上 ・中流域で調べた範囲内では全て黒褐色

型の個体のみが出現した（ n = 9）。水無川では下流側

秦野市街地域内の平和橋（20mrn以上のオスどころか小

型のサワカニすら殆ど見られな く なる ； f,~高 200 m) 

まで下って調べたが，県褐色型に属す中 ・小型個体を

発見できただけで青色系統の個体は見られなかった。

環境庁の緑の国勢調査 （1985版ふによれば秦野市街地

表丹沢における体色変異集団の分布 にはまだ少数の ザワガニが生息しているようである。

表丹沢における甲幅2omrn以上の大型オスを対象とし 市街地における水無川流域のサワガニについてはし、ず

た青色型と黒褐色型の個体の分布を調査した。各々の れ機会を見て再調査したい。なお水無川の南に位置す

体色型を示す個体が1匹でも認められれば当該調査ポ る室川には青色型個体のみが見られた（ n = 3〕。

イン卜にその体色型のサワガニが生息しているとし 葛葉川 菩提，横野地区では緑褐色型個体をl匹見

た。 た他は黒褐色型11f!1骨f;(n =29）のみが観察された。下っ

対象を＇l＇幅2omrn以上のオスに限定したのは，前項の て羽恨地区に入ると，ここはサワカニの生息できるよ

体色変異の調査結果を考慮し，できるだけ最終体色型 うな環mではなくなる。さらに下って葛葉緑地区内に
の個体だけを観察対象に含め，体色型を見誤る可能性 入ると，水が少し浄化されまた湧水地があることもあ

が相対的に高い中間的 ・移行的な体色の個体を極力排 り，少数だがサワガニがれ｝び見られるようになった。

除するためである。ただその結果調査対象個体数が少 緑地内で見られたのは青色型個体〔n=6〕とツート

ないという問題が生じてしまったが〔特に比較的大型 ン型（ n = 1）である。なお羽根地区内を流れる葛葉

個体の少ない黒褐色型個体で），本調査の場合は， メ 川支流上流部に，途中ifn1れ沢を挟んだ飛び地的な水域

ス大型個体やオス中型個体を加えて調査対象個体数を があり，そこにも青色型〔n= 3）とツ一トン型（n

mやした場合にも，結果的には得られる結論に変わり = 1）の個体のみが認められた。

はなかった。 3事業川における黒褐色型個体と青色型個体の自然分

調査結果を図3に示した。図に見られるように，水 布置き代わり地域は既に現在不明であるが，本流部分

無川を除き，調査したどの河川でも黒褐色型 ・青色型 では恐らく羽恨地｜副架高 180m前後の地戚にあったと

双方の個体が見られた。そしてこれらの河川では上流 思われる。
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表 1.金目川本流および支流域の大型オス（甲幅20凹三三〉の休色型

体 色型（？の
観 察

調査地区 標高〔m〕 個体数 青色型 ツートン型 紫ー褐色型 黒掲色型 緑褐色型

K 1 70 9 

K2 120 20 

K3m 130 9 

K4 150 7 

KS 150 11 

K6 215 10 

K7 230 9 

K8 260 23 

K 9 290 10 

KlO叩 320 3 

Kll 340 23 

Kl2 370 6 

K13 400 12 

Kl4 420 6 

Kl5 510 4 

・調査地区番号は図3中の番号に対応．

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

90.9 

90.0 

88.9 

73.9 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

66. 7 

10.0 

11. 1 

26. 1 

8.3 25.0 

100.0 

100.。

9. 1 

• 1つの支流を1つの調査地区と し，全調査ポイントの観察個体数を合計した．株高＼は本流との合流点の標
高．本流の場合は1.~1.j査ポ イントが l 調査地区（最長50m ） 。
山本流

表2 鈴川支流域の大型オス（甲幅2omm：：；；） の休色型

体 色型 ('}6〕
観察

調査地区 標高（m) 個体数 青色型 ツ一トン型 紫ー褐色型 黒褐色型 緑褐色型

s 1 15 13 92.3 7. 7 

s 2 25 4 100.0 

s 3 110 7 100.0 

s 4 160 53 92.4 1. 9 3.8 1. 9 

s 5 170 32 84.4 15.6 

s 6 200 13 92.3 7. 7 

s 7 230 27 7.4 3. 7 81. 5 7.4 

s 8 240 13 100. 0 

s 9 340 4 100.0 

s 10 400 5 100.0 

・調査地区番地は図3中の番号に対応．

• 1つの支流をlつの調査地区とし， 全調査ポイントの観察個体数を合計した．標高は本流との合流点の標

高．
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表3 日向川支流域の大型オス〔甲幅2omrn：：：；）の休色型

体色 型 〔56)
観察

調査地区 襟高（m) 個体数 青色 型ツ一トン型紫ー褐色型 黒褐色型 緑褐色型

Hl 140 9 100.0 

H2 200 7 85.7 14.3 

H3 220 11 18.2 18.2 9. 1 54.5 

H4 300 3 100.0 

・調査地区番号は図3中の番号に対応．

・標高は調査支流と本流との合流I去の標高

• H 2では大型メスには黒褐色型が出現した

金目川 この川では極く上流域だ付に黒褐色型の個 界はおおよそ標高250mの地帯にあった。これは金自

体が見られた。黒褐色型個体と青色型個体の混棲域は 川における境界域よりは低い標高である。しかし支流

装毛の上手に見いだされた。金目川本流の標高で言え 単位での両体色型個体の分布置き代わりは金白川同様

ばおおよそ400～420m付近の場所である。ここより下 極めて急激であった〔表2）。また上流j或の一部では尾

流側では青色型個体のみが見られた。金目Jllは全体と 恨を隔てて金目川のサワガニと体色型を違えている。

して見れば青色型が優占する河川であった。 日向川 すでに一寸木 (1976〕が報告しているよう

青色型個体が分布する下流側に注く支流にはやはり に，ここも上流部に黒褐色型の個体，下流部に青色型

青色型個体が分布するが，その支流の源流域がたとえ の個体が分布している。一寸木 〔1976〕は日向薬師に

混棲地域より高い場所にあってもここには青色型個体 混棲域を見い出している。今回の調査では日向薬師ょ

のみが見られた。 言い換えれば分布の境界地域を境に りも少し上流側の支流で混棲域を記録できた（標高260

本流の上流側と下流側で生息するサワガニ集団の体色 m）。調査場所数 ・観察個体数共に少ないが，青色型の

型が大きく変化し，ある支流にとeの体色型の個体刀、生 個体と黒褐色型の個体の割合が狭い地域て、急激に変わ

息するかはその支流と本流との合流点付近に分布する るのは他の河川と同様であった（表3）。

体色型集団により決まってしまうのである。

上記のことをさらに示すために，支流域全体および 体色変異集団の分布パターン 結びにかえて

本流のいくつかの区域における体色型分布を表1に示 表丹沢に於けるサワガニ体色変異個体の分布で最も

した。支流の流程が短いこ止も一因していようが，支 注目すべき点は，表丹沢という比較的狭い地域の中に，

流ごとに分布個体の体色型がほぼ固定していることが 青色型の個体が優占する集団（青色型集団〉 と黒褐色

判る。 型個体が優占する集団（黒褐色型集団〉が混在するこ

ところで岳ノ台から菜の花台に延びる尾根の東側の とである。しかも同一河川内（地理的にみれば単なる

谷には金目川が流れ，西側の谷には蔦業川が流れてい 一小支流に過ぎなしつにおいても，また隣接する河川

る。両河川を見比べると，この尾根を境に西の谷には 間においても，ごくまれ 、地域を境にして阿体色型集団

黒褐色型集団が， 東の谷には青色型集団が優占してい が分布域を違えているO 同一河川の中では混倭域とな

るとみることができる。ミクロにもマクロにも両体色 る支流は1～2あるに過ぎず，本流部分でもせいぜ、い

型個体の分布は急激に置き変わっている。 数百メ ートノレ幅の分布重複帯があるに過ぎないと思わ

鈴川 この川においても上流部には黒褐色型の個体 れる。また河川間て、は尾根を挟んで紐く近距離の場所

だけが分布し，下流側には青色型個体が分布する。鈴 に異なった体色型集団が分布するのが見られる。

川の支流とは言え，かなり独立した河川である善波川 全国的に見れば，異なった体色型集団の分布境界域

のサワガニも殆ど総て青色型であった（青色型12匹， のある地域の一つが丹沢山地である。それ故に上記の

ツ一 トン型1匹〉。 ようなことが見られても不思議では無いとの見方もで

鈴川における黒褐色型個体と青色型個体の分布の境 きる。しかしそうだとしても，サワガニの異なる体色
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型集団のこのような分布パターンは，他の地域ではま

だま；1:iられていない極めてユニークなものである。

ところで神奈川県内では山聞の渓流的環境に多く見

られる黒褐色型の個体が，中流域に青色型集団がし、な

い水~R~川や蕊葉川て·n.聞けた平地にまで分布する。そ

の一方，隣接する金目川では背色型集団によって上流

部山地渓流に押し込まれているような分布を示してい

る。また黒掲色型個体と青色型個体が混倭する支流は

極く｜浪られていて， 一つの支流は基本的にはどちらか

の体色型集団によって占められている。さらに蓮葉川

の黒褐色型集団と金白川の青色型集団や後者と鈴川の

黒褐色型集団はたった一つの尾根を隔てて対11時するか

のごとく分布している。それらにくわえ箱根地方では

標高の高い場所にも黒褐色型集団が見られず，その代

わり芦ノ湖周辺（標高約800m）にまで青色型集団が

分布する（一寸木，1976，筆者自身も箱根町湯本茶屋

180m，畑宿400m，甘酒茶屋700m等で青色型個体のみ

を記録している〉。 以上のことは，青色型 ・黒褐色型

集団が水温条件などの速いによって生じたり或いは両

者の生息可能な環境の違いだけに基づいて分布域を変

えているのではなく ，両体色型集団が，環境条件に影

響されつつ相互に影響仕合って分布域を違えているこ

とを示すものと思われる。

本土には現在ただ1種のサワカニが生息するとされ

る（三宅，1983）。しかし淡水域を断れられないという

生活上の制約のため， 地方集団における遺伝的分化は

かなり 進んでいることが予想される。 サワガニの種

内変異を系統分類学的に本格的に検討した仕事はまだ

見当たらなし、。しかし国内のサワガニに存在する様々

な形質変異自体は，体色を含めすでに複数の著者によ

って報告されている〔一寸木， 1976,1980；菅原 ・部

生， 1984;NAKAJIMA and MASuDA, 1985；，鈴木 ・津

田， 1991）。

本報告では触れなかったが，NAKAJIMAand MASUDA 

(1985）の示した青色型個体と黒褐色型個体における歩

脚の毛量の違いは表丹沢のサワガニでも認められる。

そして同一河川内においても毛深集団と務毛集団の分

布は両体色型集団の分布と対応する（鈴木，未発表資

料〕 。また現在行われている青塚正志氏（東京都立大

学〉の生化学的手法に基ずく集団遺伝学的解析によっ

て，隣接する両体色型集団の間に1～2の酵素遺伝子

座において大きな差異のあることが明らかにな りつつ

ある。

このようなことから考えてみると，表丹沢における

青色型体色集団と黒褐色型体色集団の分布パターンの

示す意味は大変大きし、。両体色集団の唐突とも言える

［置き代わりは，たとえ相互交自己があったとしても両者

の聞にかなりの遺伝的隔断が存在する可能性を示唆す

るカミらである。

側所的（Parapatric）に分布する表丹沢の青色型集

団l，黒褐色型集団の生態的 ・遺伝的関係， 各々の分布

を規定するあるいはしてきた生態的， 地理的，地史的

要因，これらを明らかにすることは，表丹沢に限らず

日本に生息するサワガニを理解するために必要なこと

であろ う。

要 車ヲ

神奈川県表丹沢花水川水系の7K1\l~川， 葛葉川， 金目

川，鈴川，および隣接する四卜八瀬川， 日向川などで

サワガニ青色型集団と黒褐色型集団の分布状況を調査

した。また付随的にサイズや性と体色型との関連を調

へた。

全般的には黒褐色型集団がより上流部に，青色型集

団が下流部に分布していた。両集団の分布重複域〔混

陵地帯）は大変！痕られていた。

個々の河川でみると水無川のように開けた平地に至

っても青色型個体が見られなかった川や，金目川のよ

うに比較的上流部まで青色型個体が分布する川があっ

た。

各河川｜の支流に分布する体色型は， その支流と本流

との合流点の位置で決まっていた。
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神奈川自然誌資料 (13〕： 65～73,Mar. 1992 

神奈川県におけるマミズクラゲの発生について

星 野 憲

Kenzo HOSHINO . On the occurence of fresh-water medusa, 

Cr asρedacusta soweγbyi LANKESTER, in Kanagawa Prefecture. 

はじめに

神奈川県下で、マミズクラゲが最初に発見されたのは

1946年7月下旬であった。場所は横浜市金沢区六ツ浦

内川の関東学院（旧制） 中学部の防火用貯水槽の中で

あった。 1945年6月29日の横浜大空製で横浜市南区三

春台の関東学院中学部と高専が焼失し，終戦後，六ツ

浦の地へ移転した場所である。ここは旧海軍技術工員

養成所の建物と敷地で，当時のままの木造校舎と敷地

をそのまま関東学院が使用していた。当時の正門と表

玄関のある校舎は旧制中学部が利用していた。この校

舎の玄関の左側に厚さ26Cmのコンクリート製防火貯水

槽があった。この貯水槽は東西に長い長方形で，内径

の長さ9.17m，巾4.24m，深さ約 1.5mで、ある。現在

は大学校舎新築により，貯水槽は勿論，当時の面影は

全くない。筆者は当時旧制中学4年在学中で生物部に

所属しており，珍らしいクラゲの出現に驚きと感激を

覚え微力ながら調査に没頭した。

発見された年はマミズクラゲの個体的特徴を観察す

る程度で10月中旬には個体数も急減し11月には全く消

滅してしまった。翌年1947年7月中旬に再び発生をみ

て，専門的な立場からご指導をいただくために生物部

顧問，海老塚捷治先生と相談し，同じ地，金沢八景に

ある 横浜市立大学 ・福井玉夫教授 においでいただい

た。福井先生を通して北海道大学 ・内田亨教授に記録

資料をお送り し，種の同定をいただき，両教授より有

益なご指導ご助言をいただいた。その後，市立大学の

大川真澄氏にもおいでいただき，専門分野での調査研

究に拡大していった〔大川，1949・1952；尾上，1953〕。

それから1976年までの30年間，マミズクラゲは神奈

川県はじめ日本全国に亘って発生し，その報告論文も

実に多L、。内田， 1955年によると「わが国の気候は水

それから20年余りの1977年頃までは全くその通りであ

った。しかし，不思議なことにそれ以降の発生例がぐ

っと減少し， 1991年現在までの発生報告は数例にすぎ

ず，特に1986年以降の全国における発生状況は不明で

ある。このような事情を踏まえ， 今後，珍しいマミズ

クラゲが神奈川県で発生した時の参考として， 筆者の

体験した記録を中心に，下記6項目で記述してみるこ

とにした。

1 神奈川県における現在までの発生情況

2.県下で最初に発見されたマミズクラゲの個体的

特徴と種について

3.生態環境の特徴

4.全国的な発生状況

5 7 ミズクラゲのライフサイクノレ

6. 今後の課題

稿を進めるにあたり資料のご提供をいただいた横浜

国立大学 鈴木博教授，種回保穂助教授，関東学院

六ツ術中 ・高校 坂井雅澄教諭に厚くお礼申し上げる

と共に，この機会を与えて下さり，資料等の紹介をい

ただいた当館中村一恵専門学芸員，資料をお借りした

村岡健作専門学芸員の方々に心よりお礼申し上げる。

神奈川県下における現在までの発生情況

現在までの県下における発生例をまとめると次のよ

うになる。

1946 償浜市金沢区六ツ浦町内川，関東学院（旧制〉

中学部の防火用貯水槽 （大川， 1949) 〈中河，

1949) （大JII, 1952) （尾上， 1953)

1951 小田原市城東高校の防火用水槽（中河， 1954)

1951 横須賀市深浦の六浦中学校 〔中河， 1954)

母の生存に適しているものと思われ，今後も次第に各 1954 川崎市中島町 川崎高校 （中河， 1954)

〈柴田， 1968)地へと分布してゆくことが想像される...Jとあるが， 1955・1960 平坂市大野中学校

65 



t

川

d
a

p－

uu
イ
イ
μ

ぜ
晴
晴
措

胃
語

ー
さ

相手手｜亭｜手陣
岩手｜宇｜宇｜手陣

る。そして更にそれぞれの間隙に最短の interradial 

tentaclesが数多く密生している。これが触手の基本型

である。（図2b ) 

筆者は直径約lOmmの個体を10個体選び，それぞれ1

個体について perradial tentaclesを基準にしてa'

b' c' dの4域を想定し，触手数を調べてみた。下の

表はその結果である。

平均して 315本となったが実際には非常に密生して

いるため数えにくく誤差があろうと思われる。直径の

小さいものの触手数は少く，大きいものほど多いとい

う傾向で， 一般的にこの穫についてはSO;if;:×4ニ 320本

程度と推測される。大川 （1949〕によると，直径2.5皿

で58本， 5.0mmで108～140本，6.0剛で232～276本，

7.0mmで273～285本，10.0mmで291～328本，17.0mmで328

～361本，18.0皿で380～386本となっている。

触手の基部には平衡胞 statocystがあり，そこから

縁膜velumへと求心管がのびている。平衡胞の中には

平衡石が見られ（図3,a）浮遊運動時における体の平

衡バランスをとっている感覚器のひとつである。平衡

胞の数は触手の半数とみて良し、。平衡胞の長楕円形も

この種の特徴のひとつである。触手の表面には乳頭状

の突起があり，その上に刺胞が群がっている。この形

態もこの種の特徴である。（図3b.）手L頭状の突起は

触手の表面全体に散在するが先端に行く程密になって

（平均値は4捨5入〉

図2 Crasρedacusta sowerdyi LANKESTER 

a：下部より b：構造図

放射管．

b 

触手数について表I

六ツ浦産のマミスクラゲの個体的特徴と種類

1 体形的特徴

県下で最初に発見された個体の形態的特徴を記して

みよう。図2aに示すよ うに体形は殆ど完全な円に近

い傘状で， 直径は最小で4mm，最大で10.9 mmであっ

た。 傘の内側中央部が腎腔 Gastro-vaculer cavity 

(stomach）としてふくらみを持ち，そこから長い口柄

manubriumが垂れ下がり，その末端は4唇を有する

mouthが開いている。 口柄の基部から傘の内側の外縁

に向って4方向に放射管radial-canalが出ており，そ

れにそった下部に4個の生殖嚢gonadが垂れ下がって

いる。そして，その延長端に各々最長の触手perradial 

tentaclesが計4本出ている。その聞にやや短い sub

radial ten ta cl esが計4本出ている。更に，その中間

に短い ad-radialtentaclesが1本ずつ計B本出てL、

相模原市国立相模原病院の防火用水池

（内田，1956；池田， 1956)

小田原市富士フィノレム工場の水槽（青木，1960)

横須賀市追浜 （馬場， 1971)

横浜市旭区 （馬場， 1971)

1964 小田原市MR A敷地内の池（馬場，1971；竹内，

1971) 

1966° 相模原市中学校 〔馬場，1971〕

横須賀市久里浜の陸上自衛隊公舎， 北村忠行氏

宅前の防火用水 （倉田，1967；柴田， 1968〕

横須賀市田浦の大洋漁業の水槽（柴田， 1968〕

横浜市保土ヶ谷区都岡小学校 （馬場，1970)

横浜市西区間野町平沼高校（河野， 1973)

横浜市金沢区六浦町 関東学院六浦中 ・高校内

防火用貯水槽 （曲測， 1975)

1985 平塚市豊田小学校 〔鈴木 ・種田， 1985)

1986～1991 この間における発生情報 は入っていな

1970 

1973 

1975 
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1957 

1962 

1962 

1967 

1967 

1956 



平衡石

平衡胞

いる。（図3.c) 

a b 

図3. a 平衡胞等，傘外縁部 b.触手表面の

乳頭状突起と刺胞（丘，原図〕

c.先端に密に集まる乳頭状突起と束lj胞

〔内田，原図〉

(aは固定標本による〉

生殖袈gonadは前述の如く放射管radialcanalに沿

って4個が垂れ下るが，これは良く発達した個体て、あ

る。発生個所に雌雄が共存することは殆どなく，雄の

みか雌のみである。雌雄具体のクラゲであるが， 1つ

の発生個所に両性が共存しないことは大変興味深く無

性世代の繁殖であることは確実である。今までの発見

記録によると雄が多い。 筆者の調べた六ツ浦産も全て

維であった。雌雄を調べるには時計皿の上にクラゲを

裏返し，生殖嚢を露出させてからピンセットでひっぱ

り，切り取ってスライドグラスにのせ，カパーグラス

をかぶせて押しつぶすようにしてから検鏡する。位相

差顕微鏡で生体観察をすると雄の精子形成の段階がみ

られる（池田， 1958）。今までの報告事例も雄が多い

が， 1946～1952？東京都狛江市和泉産， 1961兵庫県

加古郡稲美町見谷山天が池産， 1966香川県坂出市産，

1982静岡県伊東一碧湖産，の4例については全て雌で

あったという。雌の発生例はきわめて少し今後マミ

ズクラゲの発生をみた時，雌雄のいずれかを調べるこ

とが大切である。特に外観的に発達したものについて

精巣と卵巣の形態的特徴

組織学的な特徴

精子・卵子の形態的特徴

等の調査も興味深い課題である。

マミズクラゲは小形のうえ体全体の透明度が高く，

形態的調査がしにくい。これを解消するには pH6の

状態で赤く染まる色素「中性赤」で生態染色をすると

調べやすい。特に傘の周辺の触手の基部や平衡胞のよ

うす，放射管，胃腔， 4唇を持つ日柄，求心管のよう

すが視覚的に調べやすくなる。

2.運動の特徴

c 

c 

図4. マミズクラゲの運動の基本型

マミズクラゲの発生を肉眼的に気付くのは7月中旬

から下旬にかけてである。 8月に入って発生が最高潮

になると水面が灰白色っぽくなる程で，無数の個体が

浮き沈みつつ活発に運動する。このマミズクラゲの姿

には，水面に顔を寄せて見惚れる程の魅力がある。

水温が23。Cから25°C程度が運動に最適であるO 水中

で最も普通の姿勢は図4.aの状態である。この時の触

手は傘の縁部より上に延びている。マミズクラゲの運

動の特徴は， 一定の深さから水面に向って上昇する時

が基本的動作とみてよL、。

67 



図4.aの状態から傘をやや広げ気味にすると縁膜の

裾の部分がひらき上部へ延びていた触手の先端が傘の

頭頂部へ集まるような姿勢になる（区14 b）。この体

形は傘の内部へ水を一杯に取り込む姿勢で，次の動作

は一気に傘をあおるようにして傘の縁を収縮させる。

図a, の状態では下方へ垂れ下っている縁膜は，傘内

部に取り入れた水を下部へ効率的にl噴出させる役目を

持ち，傘の収縮にやや遅れてあおるように収縮させる

と図4.cの姿勢になり縁膜の裾の部分が内側に向って

急激に狭くなる。傘の収縮と縁膜の収縮運動が相互的

に作用し傘内部に取り入れた水を一気に下部へl噴出さ

せるO その反作用の上昇力と傘を収縮させた時の体形

が図cfこ示すように楕円球形となり，水の抵抗力を少

くする。この相乗作用で一気に上昇する。この時の触

手は上昇の反作用のあおりで全てが下向きになる。そ

して一定の水位まで上ると図aの姿勢にもどる。即ち

a→b→c→aを1つのサイクノレとすると，更にa→

b→c→aの2サイクノレに移り，これを何回となく繰

り返しながら水面に到達する。

水面下でも何回か此の運動を繰り返すが，水面に沿

っての水平方向移動運動になる。即ち，下から上への

上昇運動が水面下横方向への移動運動へと切り変わ

る。この時は傘全体が傾め横向きになったり， 90°横

向きになることもある。これ等の運動時に，口柄が左

右にゆれ，振子の機能を持って休のパランス保持に役

立っているように見える。時には傘を完全に180。ひっ

くり返し，仁l柄を上に向けてa 》 b→ c→ aの周期的

運動で一気に下降してし、く場合もある。又は水面に到

着すると aの姿勢でじっと止まり，ゆっくり沈下して

行く場合もあり， 一定の深さに来ると再びa→b→c

’aの周期で上昇する。これらの変形を入れつつ何回

となく繰り返しながら浮遊運動をするのが特徴であ

る。

特にcの体形は水温が運動に最も適した時で，水温

が下り緩慢な動きになるとここまでは収縮できず，わ

ずかな傘のあおりでゆっくり移動する。内田〔1955〕

の記録によると14° cで1分間に80回，25°Cで180回
の収縮運動をする... としている。私達の脈はくが1

分間に70～75回であるのと比較すると活発な運動状況

が想像されよう。

特に逆方向運動や前後左右の傾きがはげしい時でも

aの姿勢に戻る。これには平衡胞の役割が大きいと恩

われる。
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3.分類上の位置と種について

マミズクラゲが日本で最初に発見されたのは1921年

9月であった。場所は三重県津市新町の柏原完蔵氏宅

の古井戸であった。この種については同年10月15日発

行の動物学雑誌 vol目33No. 396に丘浅次郎博士と原

孫六氏によって Li1叩nocodi仰 向 iseanaの学名のもとに

報告された。その翌年の動物学薬報にも発表されてい

る。その後1928年に東京都目黒区駒場の旧東大農学部

の教室にある水槽中に発生し，雨宮育作氏が翌年に理

学界誌に報告している。 これが我国での2番目にな

る。

その後研究が進むにつれて，ヨーロッパ，北アメリ

カ，中国大陸の温帯地方に広く分布しているマミズク

ラゲの様子がわかりはじめた。この外国産のものは，

1880年イギリスの Lankester氏はロンドンのリジェ

ント公園の水槽で Sowerby氏が発見し採集したもの

について Limnocodiu1匁 sowerbiiLANKES'l'ER として

“Nature”に発表した。これが学術的な記録としては

最初である。中国ではきわめて古く 1250年，南宋の理

宗皇帝の時代，熊文稜という人の書いた「忠州桃花魚

記」とL、う紀行文に 「毎年桃の花が咲く頃，桃の花が

水中に落ちたのかとよく見ると珍しい生きものー 」

という表現の詩があるという。桃花魚 ・桃花扇と言っ

たそうである。学術的にはその後1907年中国揚子江，

1923年ドイツ， 1924年北アメ リカで発見され，分類上

の位置の研究が進んだ。 1928年にBoulenger氏とFlo-

wer氏によって北アメリカ産 ・ヨーロッパ産の種の同

一性を確認し， Craspedacustasowerbyi LANKESTERに

統ーした。その後中国揚子江産のものも同一種となっ

Tこ。

我が国では最初に発見された津市のものと目黒区駒

場産との比較，およびヨーロッパ・北アメリカ・中国産

のものとの比較研究がなされ，東京産はCrasρedacusta

sowerbyiであるが，津市のものは触手数が少く ，形態

も異り，また平衡胞の形態、も円形に近く別種と判定し

前述した Limnocodium iseanaをCraspedacustaise-

ana (OKA et HARA）と改めた。 1950年出版の北隆館

・動物図鑑にはこの学名で記載されている。従って我

が国のマミズクラゲは現在2種あるがCiseanaはその

後，全く発生をみず，現在は全てC.sowerbyiである。

種名についても1880～1924年頃まではso山町biiであ

ったがその後動物の命名規約法により so叩erbyiとなり

現在に至っている。

世界的にもマミズクラゲの分類上の位置づけにはシ



ノニム〔同種異名〉等可なりの曲折があったようだが， 坂井雅澄氏によると1953年にも発生を見ているとのこ

これについては，内田，1955c科学の実験 vol.6, No. とである。従って六ツ浦産は1946年より1953年まで8
7）に詳細が記載されている。 年間，移植の方法で生存を続けたo L、つれも日光がよ

淡水産腔腸動物としてはヒトラが一般的に女[Iられて くあたる水槽である〔尾上， 1953〕。

おり，ヒドラとの関係をふまえてマミIズクラゲの分類 日本各地の発生報告でも，pHは殆ど6.2～8.4の間

上の位置を示すと次のようになる。（今村， 1958) で弱アノレカリ性である。 1956年茨城県金砂郷村の発生

腔腸動物門 Coelenterata

刺胞亜門 Cnidaria

ヒドロ虫綱 Hydrozoa

ヒドロ虫目 Hydroida

無~mJE 目 Athecata

ヒドラ科 Hydridae

ヒドラ属 Hydra

ベノレマトヒドラ属 Pelmatohydra

Fラヴァ科 Clavidae

コノレデロホーラ属 Cordyloρhara

淡水水母亜目 Lirnnornedusae

ハナガサクラゲ科 Olindiadae

マミズクラゲ属 Cras戸edacusta

生態的環境の特徴

マミズクラゲの発生環境条件について今後何をおさ

えておくべきかを今までの報告からまとめると次の諸

点があげられる。

(1) 発生場所の地理的特徴 (2) 発生 ・発見年月 日

(3) 水温（発生～消滅まで〕 (4) 水素イオン濃度pH

(5）共存生物相〔特に食性） (6) 光線との関係

発生後1年で消滅する場合， 2～3年継続発生する

場合，数年間に亘り継続発生する場合などがあるが，

一般的に容積の狭い貯水槽などは短期間で消滅してし

まうケースが多い。 池や槻！など周囲の環境が安定して

いる場合は数年継続して発生を見る。

筆者の調べた金沢区六ツml産についても水温24。c
～27°Cで， 最も多発したのが27°C, pH 7. 2～7.8で

あった。 8月～9月中旬に多発したが10月中旬にはぐ

っと減少し， 11月初旬には消滅した。共存生物につい

ては，キンギョと共にミジンコのDaphniasp.ケンミ

ジンコのCycloρussp.が多く輪虫も居た。植物性プラ

ソタトンも多く緑黄色の水質て‘あった。筆者は旧制中

学5年で卒業してしまったが， 最初に発生した水槽も

その翌年には個体数も減少したそうである。その後，

服部仁氏が保存のため校内大小の貯水槽に移摘した

結果1952年にも各水槽内でよく発生したそうである。

池で今村泰二氏の測定によると pH7.3であったが，付

近の数個の池はし、づれもpH6.7ぐらいで発生は認めら

れなかったという。 「マミズク ラゲは水質を選ふ、らし

く，ことに酸性の水を嫌うのではなかろ うか， ・」

という記述がある（今村， 1958〕。ところが1949年，

福島県伊達郡染川IHJの貯水槽で‘発生した時のpHが5.4 

～ 5.8という記録があり弱酸性である（伊藤，1953）。

1971年馬場静夫氏によると「pHについては5.4～8.4

の範囲に出現しているから余り敏感であるとは考えら

れないが，これも今後厳密に測定しておく必要があ

る。」と述べられ「最も重要なのは食物となる動物プ

ランクトンの質と量一の調査である」としている。 「特

に，輪虫類 ・ミジンコ類が豊富なところに大量出現の

条件があり得る」とある。これ等の環境条件の調査も

今後ぜひ結論を出したいものである。

全国的な発生情況

前述した如く，我が国で最初に発見されたのが1921

年三重県津市であった。これはCraspedacustaiseana 

(OKA et HARA）でーある。2回目の発見が1928年東京郎目

黒区駒場，旧東大股学部の水槽でこれがヨーロッパ・北

アメリカ ・中国産と同種Craspedacustaso叩erbyiLA-

NKES叩 Rであった。 3回目の出現はそれから18年後の

1946年であた。この18年間は国際的，社会的にも日 ・

中戦争はじめ第二次世界大戦の激動期であった。この

間の発見記録は全く無い。 1945年に終戦を迎え，米軍

の進駐や復員軍人の帰還が始まった。その翌年1946年

に突然マミズクラゲの発生が東京 ・横浜の3ケ所で始

まった。それから毎年のように数カ所で発生し， 1979

年までの34年間，日本全土に拡がって行った。次頁へ

掲載した地図は1955年 ・1966年 ・1987年の間，日本各

地へ拡大分布して行った様子を並べて示してみた （図

5）。ところが，全国的にも1980年以降の発生例は少

く， 1986年以降の情報は全く無し、。なお， 全国的な分

布については大野（1987）に詳細な報告があり，それ

と筆者の得た情報を加えて1987年当時までの全国的な

発生状況をまとめると次のような件数となる。
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東京

制草原Ji~汲
－・富山9 ~伊

t 地 ・ ~~，~~. ~：s 
伊丹

図5. 7 ミズクラゲ Craspedacustaso却U’byiの分布と日本産種 C.iseanaの産地

e C. sowerbyi 回日本産種 C.iseana 
1955 （内田 亨） ・1966〔植松辰美 ・立石清） ・1987（大野正男〉による。

北海道2 〔1つは人為的移植か〕：山形県1：宮城県

1：福島県13：茨城県13：群馬県6：埼玉県3：千葉

県5：東京都20：神奈川県18( 1つは人為的移植か）

山梨県6：長野県6：新潟県3：富山県7：石川県3:

福井県7：静岡県11；愛知県7：岐阜県9：三重県5:

滋賀県2：京都府2：奈良県2：和歌山県3：大阪府

6：兵庫県12：岡山県2：広島県4：香川県4：愛媛

県1：高知県1：福岡県3：長崎県16：熊本県2：宮

崎県1：鹿児島県1：伊豆諸島1：瀬戸内海の島1: 

五島列島1：以上211ケ所に及んでいる。終戦後の発

生と全国への分布情況には驚くべきものがあった。

ここに，マミズクラゲの伝播のメカニズムとライフ

サイタノレに興味が向いてくる。

マミズクラゲのライフサイ クル

マミズクラゲは雌雄具体にもかかわらず，発生地で

は雄ばかりか又は雌ばかりかである。雌雄が同居し得

ない場合は有性生殖は不可能である。しかし雌維の別

があるからには精子と卵子の受精からはじまり，受精
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卵から発生を見るのが原則と思われる。

腔腸動物の特にクラゲの仲間は 「世代の交番 alter-

nation of generations」という ライフサイ クノレがあり，

有性生殖と無性生殖を繰り返す。我が国の発生例は後

者の無性生殖の典型であろう。如何にして戦後， 急激

な発生をみたのであろうかコ

内田（1955）によると「おそら く中国からの帰還者

か，あるいはアメリカの進駐軍によって園内に持って

こられたのであろうと思う。勿論水母の形ではなく，

この種のポリプの構造は小さく簡単で，冬になると細

胞塊になってしまい，その表面にキチン質の被いをつ

けてしまう。水が乾いてしまうと乾燥した不規則な形

となって，空中にはこばれることがあり，これが水を

得た時に再生してポ リプとな り環境条件が良い時に水

母を出芽するのであろう ……」とある。淡水海綿でも

芽球 Gemmuleと呼ぶ時期があったり淡水苔虫でも休

芽 Stato blastと呼ぶ時期がありいづれも細胞塊がキ

チン質の被いをつけて乾燥や寒冷に耐えるのである。

腔腸動物にもこのようなことがあっても不思議ではな



い。 マミズクラゲもこの状態で帰還者や進駐軍の荷物

や衣服について運ばれたのではあるまいか，という想

定である。mnち乾燥期になるとポリプが細胞塊（プラ
スモジウム〉に， それが更にキチン質被膜におおわ

れ，包装cyst状に変化する。これが風で土ほこりと共

に移動したり被服や荷物について運ばれることも可能

だと言われている。 しかし包褒期における発生過程の

報告例は無い。ク ラゲが発生した場所には必す．ポ リプ

が存在するので，このポリフ・からcyst状になるまでの

調査とcystの確認がこれからの課題である。

ポリフ。からクラゲ発生までの報告例はある。 この研

究はアメリ カ産の個体でPayne〔1924）による詳しい

記録がなされている。 我が国では相模原の中学校で発

見されたポリプによる記録（山路， 1966〕や香川県理

科教育センターのガラス水槽において，ポリプからグ

ラゲが遊離するまでの貴重な研究記録がある（植松 ・

立石， 1967）。

マミズクラゲのポリプは小さく ，長さは0.66聞から

大きくて 1.2ommである。幅が0.21四 ～ 0.24mm，直径

0.23mm～0.24mmである。その形はびん状で，触手はな

く，上部に刺胞君fがあり下部に足盤を持ち付着してい

る。出芽していることが多いので2個体， 3個体又は

それ以上で群体をつくっていることがある。

下の図6は4個ポ リプの群体で体表中央部は泥質で

おおわれ4個の頭頂部が現れている。

上図Pがポリプの頭部でその下部Bの部分が水母芽

でここからクラゲの幼体が発生してく る（山路，1966）。

ポリプからクラゲの幼体発生までの経過については，

payneの図が参考になろう（図7）。

クラゲの幼生には最初8本の触手しかないが，ポリ

プの母体から離れて次第に数を増して行く。筆者は金

図6.相模原市で発見されたボリプ（4群体〉

P.ポリプ B.水母芽， 中央は泥にお

おわれている。

〔山路勇博士の写真スケッチ〉
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I図7. ＜ミ ズクラゲCraspedacustasowerby1のポ

リプから水母を生ずる発生段階図
(Pay netこよる〉

沢区六ツ浦産のものを調べたが，当時は参考とする文

献もなく発見は不可能であった。 しかしポリプの存在

だけは確信して，発生した水槽の底部に沈んでいる落

ち葉やゴミを採集し自宅〔西区北軽井沢41）の池に入

れて観察した。池はキンギョ飼育用に手作りしたコン

クリ ート製約1坪のひょうたん型のものであった。 水

深は5QC四～ 70CID程度のものである。翌年1947年夏の発

生を期待したが発生せず半ばあきらめていたが2年後

の1948年の8月にクラゲの幼体が発生した。 下の写真

はその時のものである（図8）。

しかし，成長ができず幼体の段階で消滅しそれ以後

の発生は無かった。

図8. マミ ズク ラゲの幼体〔1948年8月5日〉
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図9 淡水クラゲ亜日 5属のポリブとクラゲを示す模式図（長尾，’75)

a目卵と精子 b. プラヌラ c, d. Monobrachium parasitum. くらげ芽は完全には遊離しない．

e～g. キタクラゲE1うeretmustypicus. h～j. カギノテクラゲ Gonionemusvertens. k～m. 7 ミ
ズクラゲCraspedacustasowerbyi. n, o. Olindiasρhosρhorica. (1983：無脊椎動物の発生〈上九
5 腔腸動物； 団，関口，安藤，渡辺共編よ り〕

以上は無性生殖世代のようすで図9で示すとKー I かわりについて

mの過程で、ある。しかし前述した通り，マミスクラ マミズクラゲの発見は小 ・中 ・高校生に多L、。特に

ゲは雌雄異体であるので有性生殖世代があるはずであ 中学校・ 高等学校の生物部の研究課題と して興味ある

るが現在までに報告例がなし、。即ち，図9のm-a一 分野であろう。
b-kの過程である。 今後の研究課題として魅力ある

分野である。 おわりに

今後の課題

今まで述べてきたものの中で， 今後マミズクラゲの

発生をみた場合，究明すべき課題は次の点である。

1 発生の正しい年・ 月 ・日と場所及び自然環境

2.雌・雄の確認，生殖裂の外観的特徴・精巣と卵

巣の組織的特徴，精子・卵子の形態的特徴

3 発生時 ・多発時・ 消滅時までの水温と pHの変

化と測定年月日の記録

4 ライフサイクノレ．特にポリプとシストの確認及

びポリプの形状とクラゲ幼生までの過程。幼生

から成体への成長過程と食性の調査，特にポリ

プの採食行動

5. クラゲ・ポリプの移植実験（1.2. 3. 4.を踏える〉

6. 有性生殖の実態調査，特に受精からプラヌラま

で，プラヌラからポリプまでの過程とそれぞれ

の形態的特徴及び生態的環境条件

7. pHの関連として近年の酸性雨・酸性霧， 等最

近の環境的特徴とマミズクラゲ発生条件とのか
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戦後， 急激に多発したマミズクラゲは我国の自然環

境条件がきわめて適していたと思われる。しかし1986

年以降の発生情況が不明である。この原因は何であろ

うか子次の3点が想定される。

1 日本全土各地へ拡がり，発見も日常的になり，

さして珍しいものではなくなってきている。

2. ここ40年の開発見記録や研究報告も多く出てい

るので特に情報交換の必要性が薄らいだ。

3. 近年，我が国の環境が以前と変化し，水質の酸

性化等によりマミズクラ ゲの生態に不適応化が

進んできているため数年来発生例が衰退してき

ている。

特に1 2. であれば幸いである。せやひ近況を筆者

までご連絡いただけるとありがたい。心配なのは3.

である。特に最近，県下で丹沢，大山のモミの原生林

の立ち枯れが目立ち， 1990年， 県の調査によると大山

下社で採取した霧水が最高て‘ pH2. 75〔食酢を越える

酸性度〉を示したという〔神奈川新聞，1991.10. 22〕。

マミズクラゲの発生環境の変化がこのあたりと関係し



衰退の一途にあるとすると何ともおしい気がしてなら

ない。果して何れであるかも今後の課題である。
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神奈川自然誌資料 (13) : 75～76, Mar. 1992 

神奈川県植物研究史補遺（1)

原 敬

Takashi OBARA: Supplement to the History of Floristic Work in 

Kanagawa Prefecture, Japan (1) 

本年（1991）はわが国と当神奈川県の植物研究史に インはまた1689年にキク （Matricariajaponica）とそ

とってまれにみる当り年であった。わが国の植物研究 の変種を発表している。 1682年と1865年に来航した商

に計り知れない影響を与えたケ、ノベノレが初回の江戸参 館長クライエノレや園芸家マイステノレも彼にわが国の植

府に随行して 300年，帝政ロ シアの植物学者マクシモ 物標本を送っているが，それらは後に英国のス ロー

ーヴィッチが箱館（後の函館〉から回航して最初に神 ン（HansSloane 1660-1753）の手に渡り，今では大

奈川県に足跡を印して130年，また彼の急逝から100年 英博物館（自然誌〉に収蔵されているとL、ぅ。

目にあたる。 彼に献名された属名に BreyπiaL. 1753 (=Caρpa・

さらに，サンタト ・ベテノレブノレグのロシア科学アカ ris L. 1753.フウチョウボク属， フウチョウソウ科〉

デミ ー・コマロ ーフ植物研究所が所蔵し， 1982年にア とBreyniaJ. R. & G. FORST, 1775 （タカサゴコバン

レーシナが詳わしいリストを発表している 「シーボノレ 属，ト ダウイグサ科〉がある。 国際植物命名規約（19

ト日本植物原商集」 981枚を木村陽二郎先生が確認の 88）の保留属名表には後者が入っていて有効である。

上報文を発表されている。なおアレーシナのリス トに J.ブラインの没年は1697(Pritzel), 1716 （上野益

ついては拙文『日露植物交流雑記』X〔1984)XI(1985), 三）， 1797 (Stafleu & Cowan）などの諸説がある。

などにおいても紹介しておいた。

先年『神奈川県植物誌，1988』に 「神奈川県植物研 QJ.P.フライン (JohannPhilipp Breyne, 1680ー

究史 l」を発表してすでに3年を経過し補遺，訂正 1764，ダンツィヒの医師〉。（県植物誌， p.1346）。

を必要とする箇所が散見されるようになったので，以 上述の1プラインの子息で チョウセンニンジンの

下少しく気付いた点を述べてみたし、。 根の報告がある。ハラーによればこの人参の画は上手

0西行の砥上が原の歌（県植物誌， p.1345)

『新編鎌倉志』（1685）， 『鎌倉撹勝考」（1829）では

「柴松のE事のしげみに妻（霧〉こめて，砥上が原に小鹿

なくなり」となっている。しかし『新編相模国風土記

稿』（1832-4のでは「芝まとふ蔦のしげみに妻箆め

て砥上か原に牡鹿鳴くなり」となっていて，少し語句

が異なっている。いずれにしても西行の頃には片瀬の

西側地域は蔦が生い繁り，それを餌とする鹿が多く棲

んでいたらしい。

QJ.ブライン（ブレイン， ブレニウス， JacobBre-

yne 1637 97, ダンツ ィヒ （グダニスク〉の豪商，植

物学者〕（県植物誌，p.1346)

1674年に来日したオラ ンダ商館医ライネはJ.プライ

ンにクスノキやチヤなどの標本を贈っている。J.プラ

ではないという。

1. De radice Gin-Sem seu Nisi et Chrysant・

hemo bidente zeylanico, Acmella dicto. D. (prae-

side Fr. DekkersふLugduniBatavorum, 1700). 

ピョー トノレ大帝は1716年ダンツ ィヒのJR.ブライ

ンを訪ねロシアの自然誌研究の適任者の推薦を依願し

た。彼は同郷のメッセノレシュミット（DanielGottli-

eb Messerschmidt 1685-1735）を推挙した。 Messer-

schmidia L. （スナピキソウ属）は彼が1724年中国領蒙

古を探査した折りにダライノ ーノレ付近で‘採集した植物

に献名された属名である。スナビキソウ （M.sibirica 

L.〕は県内では湘南と三浦半島の砂浜に分布している。

0ドイツ人の見た元禄時代ーケンペル展

ケンベノレ来航300年を記念してドイツ ・日本研究所

などの主催で昨年(1690）末から今夏にかけて，東京，
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大阪，横浜（開港資料館〉，長崎で盛大に催された。

クライエノレ，マイステノレ，ケンベノレの著者や1植物標本
などが展示されていた。またその国際シンポジウムや

紀念講演会が東京有楽町のマリオンホーノレや各会場で

聞かれた。その展示解説書や講演集録は今後ケンベノレ

たちを研究する上に非常に重要な資料である。

植物標本，ケンベノレ関係，参考11：ヤマアサ（シマ

ハマポウ〉，チヤ。参考12：イノモトソウ， ニシキソ

ウ， ヨモギ，ハハコグサ。参考13：ヤマゴボウ，ユキ

ノシタ，参考14：ウノレ、ン。タライエノレ， マイステノレ関

係。参考24.ヒノキ。参考25・チヤ。

また「県植物研究史」に紹介しておいた彼らの著書

は全部展示してあった。

0クライエル：日本植物観察記（県植物誌，p.1347) 

「神奈川県植物研究史 l」ではとりあえずハラー著

『槌物文献集』に よって分かった植物名を挙げておい

た。その後小泉源一先生のプレ ・リネ一時代の植物研

究史やエヴァSクラフ ト女史の『アンドレアス ・クラ

イエノレ』，w.ムンツィ クの注解付きのケンベノレ著『日

本植物記」復刻版を入手することができて， 解明でき

た和名も噌えてきた。

ハラーが Tzadsinsicとしたものはケンベノレ展に出

ていたクライエノレの原書ではTzudtzinsicおよびTzu-

dtzindsicとなっていて，ツツシと仮名が加えてあった。

小泉先生の報文で判明した和名は次の通りである。

Canschy （カジノキ〕， Decku （ダイコン）， Dinn-

anscho （ムサ シア プミ〕， Fatasiro（アマドコロ〕，

Fiaku schiigua （ヒャ クジアコウ，サノレスベリ）， Ghi-

mi （ノヒメユ リ），Gummi （グミ）， Jaminaka （ミョ

ウガ）， Jamaran （カ ンラン）， Kirama （ケラマツ ツ

シ〕， Meehebii（マサキ〕， Mitznofana〔フデリ ンド

ウ）， Tschooditsoo （ソテツ）， Tzinsinqua （サザン

カ〕， Tzooschinkiku〔シュウメ イギク）， Vohsinafa 

na （サワオグノレマ〕。

小泉説とムンツィク説が典なっている場合がある。

例えば CumiGummi （コゴメバナ＠〕は ComeGo-

mmi，〔Mant巴es満天星，ハクチョウゲ⑬〕と，Itabe

〔イタビ＠〕は ltabu〔イヌビワ⑪〕と，Daniwathas

（タニワタシ＠〕は Tannawattasi, Nysimi motsi, 
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（不ズミモチ⑩〉と一致しなし、。 当時通詞たちの意見

が統ーされていなかったのかも知lれない。

なお，倉問箸『日本主要樹木方言集』にはネズミモ

チの肥前，長崎の方言 として タニワタシを挙げてあ

る。 またタライエノレの Zumaniは日本植物友の会編

『日本植物方言集，草本類篇』にホウセソカの佐賀，

肥前，長崎方孟として収録している「ツマネ」に関係

付けられる。 Meehebiiはマサキの平戸方言 ミャーベ

に基ずいている。Ghimiの Gはオランダ諮では清音

で，例れば Geerts（県植物誌，p,1368）もへーノレツと

読むので，Himeでヒメユリと関係を持っている。 In-

surは Iusuraの誤植〔？〕でユスラウメと考えられる。

小泉先生は VinganFanaをヒカンバナに当てられ

ているが，ハラーは Dearbore Winganfana, Lilia-

ceaとしているので再考の余地があると思う。

次に問先生が和名を空欄とされている植物を考えて

みたし、。

1) Fickofax；ムンア ィクはケンベノレの Fekofatz

を Hikohachiと考えシャリンパイを当てている。

2〕 Ioosie：ノ、ラー』土 Di巴ArundineJoosieと5己し

ている。 arundoはラテン語でヨシ（アシ〕のことで必

る。

3) Ioosie Mutzuba: Ioosieはマイステノレによれば

Schoosieであるとしづ。 Mutzubaは恐らくミツパと

思われる。またミツパツツジの可能性もある。

4) Koebe. －.，.イステノレの Coebaでアオキバの前

半が消えて Cubaになったもので，アオキ〔Aucuba)

を指すと思われる。蘭語で0巴はuと発音する。

5) Nisi ：上記の J.P.フライ ンの報文表題中にDe

radice Gin Sem s巴uNisiとある。 ラテン語の seu

(sive）は災認の orなので，チ ョウセンニンジン（オ

タネニンジン〉と考えられる。ハラーの『文献集』に

はDeradice Ginsenghとある。

6〕 Nisum Schin s. rogat （ハラー）， Nisum Sch・

in Srogat （クライエノレ〕，Nisunschyu(n〕Schrogoth

（マイステノレ〕：総て同一種と思われる。 NisumSchin 

はニンジン， Schrogathはシロガシと読めないことも

ないが，はっきりしなし、。
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神奈川自然誌資料 (13〕：77～87,Mar. 1992 

神奈川県産のウシノケグサ属植物について

1. ウシノケグサ類

田 中 ノ古
一l•C.' 久

Norihisa TANAKA: Notes on the Genus Festuca 

(Gramineae〕inKanagawa Prefecture 

1. Festuca ovina Complex 

SUMMARY This study was carried out to r巴confirmsome species of Festuca 

ovina complex occurring in Kanagawa Prefecture. As a result, four species were 

identified; Festuca ovina, F. rubra, F.ρratensis and F. arundinacea. 

はじめに

日本のイネ科植物については，HONDA(1930）.大井

〔194la,b, 1942a, b），桑原（1975a,b, 1977), KoYA 

MA〔1987）などに詳しく述べられているほか，一般に

は， 大井〔1975),佐竹ほか〔1982〕， 杉本（1973),

北村ほか (1986）などが広くその同定に用いられてき

たが，最近，『日本イネ科植物図譜』（長田， 1989〕が

出版され，前出の各書とともにイネ科植物の同定に利

用されるようになった。この中で長田（1989）は，

CLAYTON & RENVOIZE (1986）の分類体系に従い， 日

本産のイネ科植物の再検討を行っている。

これまで，日本産のウシノケクサ属 （Festuca〕植物

としては，帰化種も含め11種ほどが記録されていたが

（大井，1975；北村ほか，1986など〕， 長田 （1989〕は，

これらのうちナギナタガヤ類を Vulpia属と して扱い，

ウシノケグサ属と しては，ゥ、ンノケグサFestucaovina 

L，オオウシノ ケグサ F.rubra L，ハガワリトボシカ、

ラ F.heterophylla LAM., トボシガラ F.parvigluma 

STEUD.，ヤマトボシガラ F.jaρonica MAKINO，オオ

トボシガラ F.extremiorientalis OHwI，ヒロハノウ

シノ ケクサ F.ρratensisHuos.，オニウシノケグサ F.

arundinacea ScHRED.，タカネソモソモ F.takedana 

Onw1，の9種と， ウシノ ケグサの車種， または変径

として， タカネウシノケグサ F ovina L. var. fate-

yamensis OHwI，アオウ シノケグサ F.ovina L. var. 

coreana (ST. YvEs) ST. YvEs. ミヤマウシノケグサ

F. ovina L. ssp. ruprechtii (BoISs.) TsvEL.を掲げて

いる。 なお， ハガ ワリトボシガラについては， 杉本

〔1984）により初めて報告されたものである。また，

長田（1989）は取り上げていないが，初島（1986）に

より鹿児島県から報告されているチャヒキモ ドキ F.

bromoides L.，大分県縫物誌刊行会編〔1989）により

報告されているアリゾナウシノケグサ F.arizonica 

VASEY （和名は仮称），伊藤ほか編 〔1990〕により北

海道から報告されているオウシュウトボシガラF.gi-

gantea (L.) VrLL. など， 最近明らかにされた帰化植

物も， CLAYTON& RENVOIZE (1986〕に従えば，ウシノ

ケグサ属に含まれる。本研究では，長田（1989）と同

様に， CLAYTON& RENVOIZE (1986）に従い，ウシノケ

グサ属をナギナタガヤ類を除いた狭い意味で用いる。

神奈川県下のフロラについ ては，『神奈川県植物目

録』（松野， 1933）， 『神奈川県植物誌』（神奈川県博物

館協会編， 1958）， 『神奈川植物目録』（宮代， 1958),

『神奈川県植物誌 1988』（神奈川県植物誌調査会編，

1988）などに詳しくまとめられている。これらによる

と， 神奈川県産のウシノケグサ属植物と しては，『神

奈川県縞物目録』（松野， 1933）では，ウシノケグサ，

オオウシノ ケグサ， トボシガラ， ヒロハノウシノケグ

サ，オニウシノ ケグサの5種，『神奈川県植物誌』（神

奈川県博物館協会編， 1958〕では， ウシノケグサ， ト

ボシガヲ， ヒロハノウシノケグサ，オニウシノケグサ
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の4種，『神奈川植物目録』（宮代， 1958）では，ウシ

ノケグサ， オオウシノケグサ， トボシガラ， ヒロハノ

ウシノ ケグサ， オニウシノケグサの 5種，『神奈川県

植物誌1988』（神奈川県植物誌調査会編， 1988〕では，

オオウシノケグサ， トボシガラ，ヒロハノウ、ンノケグ

サ，オニウシノケグサの4種がそれぞれ記録されてい

る。 また，県下全域の記録ではないが，林ほか〔1961)

は丹沢山塊よりウシノケグサの1種を報告している。

これらを総合すると，神奈川県下には，ウ シノケグサ，

オオウシノケグサ， トボ、ンガラ，ヒロハノウシノケグ

サ，オニウシノケグサの5種のウシノケグサ属摘物が

産すると考えられる。しかし，報告されている種を相

互に比較してみると， トボシガラ，ヒロハノウシノケ

グサ，オニウシノケグサの3種については共通である

が，ウシノケグサとオオウシノケグサについては，そ

の認識に混乱があるよ うに見受けられる。大井（1941

a）も内鞘的分枝と外鞘的分校について 言及し， ウ

シノ ケグサとオオウシノ ケグサとは「良い標本でない

と往々にして間違えられる」と述べており，筆者は，

神奈川県産の河種についても：再検討の必要性を感じ，

本研究に着手した。また，前述のように，日本各地か

ら，ハガワリトボシガラも含め， チャヒキモトキ，ア

リゾナウシノケグサ，オウシュウトボシガラなどの新

しい帰化植物も報告されており，神奈川県産のウシノ

ケグサ属植物全般についても再確認する必要があると

考え，研究の途上この点にも留意した。

本報では，ウシノケグサ属植物のうち，ウシノケグ

サ，オオウシノケグサ， ヒロハノウシノケグサ，オニ

ウシノケグサをウシノケグサ類と してまとめ，これら

について報告する。なお，各種の和名， 学名は主に長

田（1989）に従った。

材料および方法

本研究には， 『神奈川県植物誌1988』（神奈川県植物

誌調査会編， 1988）のために神奈川県植物誌調査会の

会員の方々によって採集された標本，およびその発刊

後に追加・補充された標本のうち，神奈川県立博物館

に収蔵されているものを用いた（略号： FLK）。現在，

神奈川県立博物館にはこれらの標本が100,000点以上

収蔵されているが，その うちウシノ ケグサ属のものは

344点であった。 これらのうち，花期の前で小穂をつ

けていないもの，花期を過ぎ小穂が脱落してしまって

いるものなど，不完全な標本を除いた341点の標本に

ついて検討した。
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また， ウシノケグサとオオウシノケグサについて

は，所検標本中から状態の良し、小穂のついた梓を選択

し，そのそれぞれから任意に抽出した小穂（平均5個〕

について，小花の数を数え，両種の同定形質と して用

L、た。

結果および考察

本研究によって，神奈川県下には，ウシノケグサ，

オオウシノケグサ，ヒロハノウシノケグサ，オニウシ

ノケグサの4種のウシノケグサ類植物が分布すること

が再確認された。 H UBBARD〔1984），長田〔1989〕など

によると，各種の記載は以下の通りである。

ウシノケグサ

秤は高さ15-40Cm，直立し短い根茎がある。新し

い秤は必ず葉鞘の中から上へ伸び出し，業輸の基部を

破って横に伸び出すことはない（内鞘的分校〉。葉身

は長さ 520C皿， 内側に巻いて糸状を呈し，その径0.5

m内外で，大部分の葉は根元に集まる。秤上の葉は長

さ数C皿，葉舌は高さ O.5 mm以下，~鞘口部の両仮tlに丸

い膜状の葉耳があるのが目立つ。円錐花序は長さ 5-

8 cm，直立し，1節から 1-2本の短い枝を出し そ

れぞれ1 5個ほと、の小穂をつける。小穂は3-6個

の小花からなり，長さ 5-81Il1Il，白っぽい緑色，その

一部分が紫色に染まることもある。第1を穎は1脈，

長さ 2-31Il1Il，第2萱穎は3脈， 長さ 3-4mm。護穎

は5脈，背は丸くて竜骨はなく， 長さ3.5-4.51Il1Il，長

さ2mm以下の直立した芭がある。 内穎は2竜骨があ

り，長さは護穎とほぼ同長。約は長さ1.5-2. 41Il1Il。染

色体数はZnニ140

オオウシノケグサ

稗は高さ15 50Cm，基部は斜上する。新しい秤の一

部は業鞘の基部を破って外に伸び出し旬旬茎や地下茎

となるため〔外鞘的分校〉， すべての新輸が内翰的分

校であるウシノケグサのような大きな株は作らなし、。

業身は長さ10-20C皿， 2つに折れて上面が三角形に凹

み，幅 1-2.5皿。業舌は低くてほとんど見えず，葉

輸はときに赤色を帯び，一般に細毛がある。円錐花序

は長さ 5-12C皿， 直立し， 1節から 1ー2本の枝を出

し，それぞれ1ー数個の小穂をつける。小穏は3-9

個の小花からなり，長さ5-llllllilで， 花期，または脂葉

標本では，小花の聞が離れ外仮肋ミら小軸が見える。第

1在穎はl脈，長さ2ーsmm，第2を穎は3脈，長さ
3-6mm。護穎は5脈，背は丸くてややざらつき，長

さ4ー7mm，長さ0.5-31Il1Ilの直立した古がある。内



表 1.ウシノケグサとオオウシノケグサの比較

種 名 ウシノケグサ オオウシノケグサ

稗の基部

分枝
直立

内鞘的

斜上
外鞘的

葉身の形態

葉鞘

葉耳

内巻して糸状
2つに折れ三角形状
横断面は平滑

？ 一般に有毛

丸い葉耳が目立つ 特に目立たない

小穂、あたりの小花の数

芭穎や護穎などの長さ

護穎ので

3 6個 3-9個

染色体数

比較的短い

2mm以下
2 n = 14. 

比較的長い

0.5-3mm 

2 n = 4 2 

穎は護穎と同長。 約は長さ 2ー2.5mm。

nニ42。
ヒロノ、ノ ウ、ンノケグ→ナ

染色体数は2

秤は高さ30-lOOCm。葉身は長さ20-45Cm，幅3-

lOmmで無毛，葉脈は上面に突き出なL、。禁輸は基部ま

で裂け，背は丸く，口部には先の尖った三日月型の葉

耳があって秤を抱き，業耳の縁辺は類、毛。業舌は高さ

l !Illll。円錐花序は長さ10-30Cm，先が垂れるが，時に

直立し， l節から長短2本の枝を出す。短い枝には1

-3個の小穂，長い校には3-10個の小穂をつける。

小穂は5-14個の小花からなり，長さ10ー2omm。第1

を穎は1脈，長さ 2-4mm，第2を穎は 1-3脈，長

さ3-5mm。護穎は5IP~ ， JiJll、竜骨があり，長さ 6-

7 mm，ではない。内穎は護穎と同長。約は長さ 3-4

m，子房は無毛である。染色体数は2n =140 

オニウシノ ケグサ

午早は高さ50-180Cm。葉身は長さ10-60Cm, 幅3-

lOmm，やや厚仁葉脈は上面に突き出てうねとなり目

立つ。葉鞘は基部まで裂け，背は丸く ，口部には先の

尖った三日月型の葉耳があって梓を抱き，業耳の縁辺

は有毛。円錐花序は長さ10-50C皿， 直立するか， また

は先が垂れ，l節から長短2本の校を出す。短い枝に

は3ー数個の小穂， 長い校には数個から20個ほどの小

穂をつける。小穂は3-10個の小花からなり，長さ10

-18mm。第1を穎は1脈，長さ 3-6mm，第2を穎は

3脈，長さ4.5 7 mm。護穎は5脈， jirrl、竜骨があり。

長さ 6-9mrn, 'Cはなし、か，または長さ1-4皿の芭

がある。内穎は護穎と同長。約は長さ 3-4阻，子房

は無毛である。染色体数は2n =28, 42, 70。

この4種のうち， ウシノケグサとオオウ シノケグサ

は，業身の幅が狭く 3mrn以下，護穎の背面は丸い。ヒ

ロハノウシノケグサとオニウシノケグサは，~身の隔

が広く 3mm以上，護穎の背面に多少稜がある。これら

の特徴によって，この4種を2つのグノレープに区別す

ることは容易である。しかし，ウシノケグサとオオウ

シノケ Fサ，ヒロハノウシノケタサとオニウ、ンノケグ

サについては，時に同定が難しく，とくにウシノケグ

サとオオウシノケグサについては，前述のように一部

表2. 各文献にみられるウ γノケグサとオオウシノケクサの諸測定値の差

種 名 ウシ／ケグサ オオウシノケグサ

文 献 名
大井 HUBBARD KOYAMA 長田 大井 HUBBARD KOYAMA 長田
(1975) (1984) (1987) (1989) (1975) ( 1984) (1987) (1989) 

小花の数（伺） 3 6 3 - 9 3- 6 3 6 3- 7 4-10 3- 6 3- 9 
小穂（mm) 5- 7 5-10 4- 6 5- 8 5-10 15 6-10 5-11 
第1芭穎（mm) 2 3 1. 5- 3 2- 3 2- 5 3 -4 5 2- 3 2- 5 
第2包穎（mm) 3 3. 5 3- 4 3-4 3- 4 3- 6 3. 5-4 3- 6 
護穎（mm) 3. 5-4. 5 3 5- 5 3-3 5 3. 5-4. 5 4- 7 ι5-5. 5 5-6 4- 7 
護穎のを（mm) 0. 5 2 o: 5 1. 5 0 5- 2 - 2 - 3 。.5- 3 1-2 0. 5- 3 
内穎 （mm) 3. 5- 5 3-3. 5 3. 5-4 5 5- 6 4- 7 
務（mm) 1.5-2.5 2 2. 5 1 5- 2 1.5-2 4 2-2. 5 2-3 3 2-2 5 
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でその認識が混乱している。以下，それぞれの種の相 徴については，その生育地の地形によって変形するこ

違点をまとめた。 とも考えられ，分校が内輪的か外鞘的かとし、う特徴に

ウシノケグサとオオウシノケグサ ついても，大井 (1941a〕が述べているように，良い標

ウシノケクサとオオウシノケグサは，止もに北半球 本でないと判別できないという欠点があり，ともに，

の温帯以北に広く分布しており， それぞれ多くの亜 この両種を区別する特徴としては最適のものではない

種，または変種に区分されている 〔大井，1941a;Hr- と判断した。また，を穎や談穎，内穎，荷などの長さ

TCHCOCK, 1971; HUBBARD, 1984など〉。 日本にも在来 は，文献によってその示されている値に差があり〔表

種として両種が分布していることは確かであるが，現 2），両種を区別する際に参考とはなるが，その差異の

在では，牧草や砂防用に移入されたものが広く逸出し 幅などを詳細に検討する必要がある。そこで，本研究

ている。それらには牧草用の交雑雑種なども含まれて においては，前述のようなさまざまな特徴を参考にし

いると思われ，このことがこの両種の区別を難しくし つつも，とくにその葉耳の形態と小穂あたりの小花の

ている原因の1つであるとも考えられる。 数を中心に所検標本を整理した。この両種の標本の中

この両種の区別点を挙げると表lのようになる。 には，それぞれの種として典型的な個体が存在するー

これらの特徴のうち， HITCHCOCK(1971）は秤の基部が 方，後述のように，両種の中間型の性質を示すものも

直立するか斜上するかということに注目し，大井〔19 多かった。しかし，今後の整理のため，所検標本をあ

4la, 1975, 1982）は分枝が内鞘的であるか外鞘的であ えてウシノケグサ43点とオオウシノケグサ46点に整理

るかということを重視している。また，北村ほか（19 した。しかし，葉耳の形態〔図lおよび図2）にはか

86〕はその両方を取り上げ，両種への検索表を作成し なりの変異があり，小穂あたりの小花の数（図3）に

ている。しかし，祥が直立するか斜上するかという特 ついても，おおよその傾向はあるものの，やはり変異

1 ムl 訟；~；~¥ -
図1. ウシノケグサの葉耳の形態（スケーノレは1mm) A: FLK62691, B: FLK62702 

・・・・・・・・・・・圃醐圃輔 町闘幽開聞醐幽ー

図2.オオウシノ ケグサの葉王手の形態（スケーノレは1阻〕 A: FLK62661, B: FLK62710 

80 



60 

40 

ヨ.20
CL. 
c，ョ

関闘関関J
図3. ウシノケグサとオオウシノケグサの小穂あたり

の小花の数の変異

A：ウシノケグサ（個体数：42個体，小穂数： 210

個〉， B：オオウシノケグサ（個体数 ：21個体，

小穂数：104個〉， SP N：小穂の数〔個〕， FL 

N：小花の数（個〕

の幅が広く判別の難しいものが含まれている。また，

ウシノケグサと同定したものの中に明らかに外鞘的と

思われるものが含まれていたり，小穂の形態からはオ

オウ シノケグサと同定せざるを得ないものの中に，は

っきりとした丸L、葉耳をもつものが含まれているなど

問題が多く，その雑種形成の可能性なども含めて，さ

らに検討する必要を感じた。

所検標本のうち，ウシノ ケグサおよびオオウシノケ

グサと同定した標本のデータは次のとおりである（両

種の中間型の性質を示すものは別記した〉。 データは

不明な箇所は割愛し，採集地，採集年月日，採集者，

標本番号の順に記し，採集地の後の（ 〉内に『神奈

川県植物誌1988』（神奈川県植物誌調査会編，1988) 

において使用されている調査メッシュを示した。ま

た，採集年月日については，年 ・月 ・日の順に8桁で

表記し，標本のラベノレに記載されている種名と筆者の

同定が異なる場合には，標本番号の後の（ 〉内にラ

ベノレの種名を明記した。

ウシノケグサ（典型的なもの）；津久井郡藤野町 日

向（FUJ-2),19820627，森茂弥，FLK62655（オオウ

シノケグサ〉，津久井郡藤野町牧馬（FUJ2), 198406 

17，高橋秀男， FLK62659〔オオウ シノ ケグサ〕 ；津久

井郡相模湖町大垂水（SAG), 19820516，森茂弥，FL

K62679 （オオウシノケグサ〉 ；津久井郡津久井町臼ケ

岳（TS1), 19870606，城川四郎， FLK102095（オオ

ウシノケグサ〉 ；津久井郡津久井町丹沢山（TS-2),

19800713，城川四郎， FLK62712（オオウシノケグサ〉；

津久井郡津久井町明日原（TS5), 19860526，高橋秀

男， FLK62691〔オオウシノケグサ〉；足柄上郡山北町

三国峠（YA-1),19820728，森茂弥， FLK62680（オ

オウシノケグサ〉 ；足柄上郡山北町的洞丸（YA-3),198 

20704，勝山輝男，FLK62685（オオウシノケグサ） ；足

柄上郡山北町西沢（YA-5), 19820522, ）勝山輝男， F

LK62684〔オオウシノケグサ〉 ；足柄上郡山北町世附

(YA 5），高橋， FLK62667（オオウシノケグサ〕；足柄

上郡山北町玄倉（YA-6), 19820615，勝山輝男，FLK

62682〔オオウシノケグサ〉；足柄上郡山北町幽神～熊

木沢（YA6〕， 19850915，長谷川義人， FLK62697〔オ

オウシノケグサ〉；足柄上郡松田lllJ稲郷（MAT),1982 

0619，森茂弥， FLK62681（オオウシノケグサ〉，足柄

上郡松田町寄〔MAT),19860601，長谷川義人 ・吉川

アサ子 ・小崎昭則 ・高橋秀男， FLK62689〔オオウシ

ノケグサ〕 ，足柄下郡箱根川Iイ111石原～金時山（HAK-1)

19830606，森茂弥， FLK62696 （オオウシノケグサ），

足柄下郡箱根町金時山入口 （HAKl〕， 19870705，城

川四郎， FLK62669（オオウシノケグサ〉；足柄下郡箱

根町芦ノ湖西岸（HAK-2),19830612. 森茂弥， FLK

62673 cオオウシノケグサ〉，足柄下郡箱根町駒ヶ岳
(HAK-4), 19830604，林辰雄， FLK62658よオオウシノ

ケグサ），足柄下郡箱根町駒ヶ岳（HAK-4),19830604, 

高橋秀男， FLK62692（オオウシノケグサ〉 ；足柄下郡

箱根町駒ヶ岳〔HAK-4),19830604，高橋秀男，FLK

62702（オオウシノケグサ〕，足柄下郡箱根町畑宿（HA

K-5), 19910612，浜中義治， FLK103851（オオウシノ

ケグサ），足柄下郡箱根町小塚山 （HAK6〕，19830709,

高橋秀男， FLK62700〔オオウシノケグサ〉 ，足柄下郡

真鶴町岩（MAN),19850531，守矢淳一，FLK62657〔オ

オウシノケグサ〕；厚木市大釜弁財天（AT-4〕， 1982 

0613，山本明，FLK62694（オオウシノケグサ〉，川崎

市多摩区柿生（TAM),19800601，森茂弥，FLK62693

（オオウシノケグサ〉； 川崎市多摩区黒Jll(TAM〕，19

840609, ）勝山輝男， FLK62687（オオウシノケグサ〕；

川崎市高津区緑ケ丘露国 （TAK),19850606，浜中義

治， FLK62674（オオウシノケグサ〕，横浜市鶴見区三

ツ池（TSR〕， 19790612，森茂弥， FLK62706（オオウ

シノケグサ〕，横浜市鶴見区大黒埠頭（TSR),198705 

08，吉川アサ子 ・大場達之 ・城川四郎， FLK62690（オ

オウシノケグサ〕 ；横浜市保土ヶ谷区藤爆町（HO),

19870607，吉川アサ子，FLK102091（オオウシノケグ

サ〕 ；横浜市保土ヶ谷区仏向II汀（HO〕，19880531，吉川
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アサ子， FLK100694〔オオウシノケグサ〉 ；横浜市戸 名市国分寺台5丁目（EB),19830629，蒔田かをる，

塚区川上町（TO1), 19860616，浜中義治，FLK62671 FLK62718〔ムカゴオオウシノケグサ〉； 海老名市浜田

（オオウシノケグサ〕，横浜市南区六ツ川二丁目 （MI (EB〕， 19840607，羽野雅子， FLK62721（ムカゴオオ

N), 19810607，長谷川義人，FLK62705（オオウシノ ウシノ ケグサ〉； 川崎市多摩区黒川（TAM),19870619, 

ケグサ〉 ，横浜市中区和田山〔NAK),19870608，浜中 浜中義治， FLK62714〔ムカコオオウシノ ケグサ〉； 川

義治，FLK62660（オオウシノケグサ〉；横浜市中区桜 崎市川崎区池田町（KAW),19870528，浜中義治， F

木町（NAK), 19910523，吉川アサ子， FLK103655（オ LK62666，横浜市緑区いぶき野 （MI1), 19790629, 

オウシノケグサ），横浜市金沢区六浦町（KAZ),1980 勝山輝男， FLK62710；横浜市緑区恩田町（Ml-1〕，

0617，内藤美知子， FLK62709（オオウシノケグサ）， 19900521，小崎昭則・ 北川淑子， FLK103336（ハガワ

鎌倉市今泉台（KA-1〕，19840606, 浜中義治，FLK リトボシガラ〕；横浜市港北区中川町 〔KOH),19860 

62653 （オオウシノケグサ〕。 803, 小崎昭則， FLK62729（ムカゴオオウシノケグ

ウγノケグサ（両種の中間的なもの〕．足柄上郡山 サ〕，横浜市神奈川区羽沢町（KAN), 19870827，吉川

北町水ノ木 〔YA4), 19820606. 勝山輝男，FLK626 アサ子， FLK 101065 （ムカ ゴオオウシノ ケグサ〉，横

86 （オオウシノケグサ〕；足柄下郡箱根町芦ノ湖西岸 浜市鶴見区大黒埠頭（TSR),19810627，森茂弥，FL

(HAK-2〕， 19830612，森茂弥， FLK62672（オオウシ K62725 （ムカゴオオウシノケグサ），横浜市旭区大池

ノケ ！1サ）； ；横浜市保土ヶ谷区仏向町 （HO),19870707, 町 （AS),19870624，浜中義治， FLK62663；横浜市保

FLK62670 （オオウシノケグサ），横浜市戸塚区鍛冶ヶ 土ヶ谷区岩崎町〔HO),19860719，古川アサ子， FLK

谷町 （T0-3), 19830514，高橋秀男， FLK62678（オ 62726 cムカゴオオウシノケグサ） ；横浜市保土ヶ谷区
オウシノケグサ），横浜市港南区上永谷（KON〕， 198 岩崎町（HO),19860719，吉川アサ子， FLK62727（ム

10531，村上司郎，FLK62707（オオウシノケグサ〉； カコオオウシノケグサ〉，横浜市保土ヶ谷区仏向町（H

鎌倉市浄明寺（KA-2〕， 19840615，浜中義治，FLK6 0), 19870619，吉川アサ子， FLK62716（ムカゴオオ

2699〔オオウ シノケグサ〕。 ウシノケグサ〉 ，横浜市保土ヶ谷区星川 2丁目 （HO),

オオウシノケグサ〔典型的なものに 足柄上郡山北 19870605，吉川アサ子，FLK102093；横浜市保土ヶ谷

町世附（YA5〕， 19870613，高橋秀男，FLK62713（ム 区藤塚町 （HO〕，19870607，吉川アサ子， FLK102092;

カゴオオウシノケグサ），足柄上郡山北町熊木沢（YA 横浜市保土ヶ谷区藤塚町 （HO〕，19870607，吉川アサ

ー6),19820805，勝山輝男， FLK62731（ムカゴオオウ 子， FLK102094；横浜市保土ヶ谷区藤塚町（HO),19 

シノケグサ）；足柄上郡山北町幽神～熊木沢（YA-6), 890629, 古川 アサ子， FLK101222 （オニウシノケグ

19850915，大場達之，FLK62711，足柄上郡山北町神 サ〉，横浜市保土ヶ谷区瀬戸ヶ谷町（HO), 19870628, 

縄（YA-7),19820615，勝山輝男， FLK62683，足柄 吉川アサ子， FLK62715（ムカゴオオウシノケグサ〉；

上郡松田町弥勅寺（MAT), 19860713，大場達之， F 横浜市戸塚区小雀町〔TO2〕， 19850707，林辰雄，F

LK62675；足柄下郡箱根町塔之沢（HAK-5),198606 LK62723 （ムカゴオオ ウシノケグサ〕；横浜市戸塚区

14，高橋秀男，FLK62719（ムカゴオオウシノケグサ〕； 上郷 （TO3〕， 19850711，内藤美知子， FLK62722（ム

足柄下郡箱根町小塚山 （HAK-6),19830709，高橋秀 カゴオオウシノケグサ〉 ；横浜市港南区野庭町（KO

男， FLK62701，小田原市和留沢（OD-1),19850617, N), 19790803，村上司郎， FLK62724（ムカゴオオウ

浜口哲一， FLK62698，小田原市和留沢（OD1), 198 シノケグサ），横浜市磯子区氷取沢（ISO),19860726, 

70723，米山智恵子， FLK101064（ムカゴオオウシノ 浜中義治， FLK62728（ムカゴオオウ シノケグサ），横

ケグサ〕，愛甲郡清川村宮ヶ瀬（Kl-2),19870603，高 浜市磯子区上中里町 （ISO),19870529，浜中義治， F

橋秀男，FLK62661；厚木市法華蜂林道〔AT-1), 198 LK62664；横浜市金沢区片吹町（KAZ),19800630, 

50823，諏訪哲夫，FLK62704；厚木市広沢寺〔AT-4), 山田文雄， FLK62708；横浜市金沢区六浦（KAZ),

19870625, 内藤美知子， FLK62717（ムカゴオオウシ 19830717, 内藤美知子，FLK62720 （ムカゴオオウシ

ノケグサ〉，厚木市岡津古久（ATサ）， 19840723，武井 ノケグサ〉，横浜市金沢区六浦（KAZ〕， 19850610，内

尚，FLK62654，大和市福田 （YAT), 19880526，武井 藤美知子， FLK626500

尚， FLK102629；大和市福田（YAT),19890822.武 オオウシノケグサ（両種の 中間的なもの〉，津久井

井尚， FLK102630（ムカゴオオウシノケグサ〕，海老 郡津久井町茨菰山（TS4〕， 19850615，早川亮太，FL
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表3.ヒロハノ ウシノケグサとオニウシノケグサの比較

種 名 ヒロハノ ウシノケグサ｜ オニウシノケグサ

葉 脈
葉耳の縁毛

短い枝
花序の小穂数

上面に突き出ない
無毛

上面に突き出る
有毛

1-3個 3 数個
長い枝 3 -10個 数個から20個

5ー 10個
比較的長い

小穂あたりの小花の数
芭穎や護穎などの長さ
護穎のを

5 -14個

染色体数

比較的短い
ないものが多い
2 n = 14 

短でとなるものが多い
2n=28, 42, 70 

表4 各文献にみられるヒロハノウシノケグサとオニウシノケグサの諸測定値の差

種 名 ヒロハノウシノケグサ

文 献 名
大井 HUBBARD KOYAMA 
(1975) (1980 (1987) 

小花の数（個） 5 8 5-14 3 -10 
小穂（mm) 8 12 10-20 10-15 
第 1琶穎（mm) 2-3 2- 4 2- 3 
第2笛穎（mm) 3. 5－ι5 3-5 3.5-4.5 
~穎（mm) 5- 7 6-7 5-7 
内穎（11m) 5 7 6 7 5- 7 
約（mm) 3 3- 4 3 -3. 5 

K62676；南足柄郡足柄峠（MIA-1),19840624，浜中義

治，FLK62651；足柄下郡箱根町金時山入口（HAK-1),

19870705，城川四郎， FLK62668，横浜市緑区鉄町（MI

-2), 19850616，勝山輝男，FLK62695，横浜市磯子区

上中里町 (ISO),19870529，浜中義治，FLK62665。

ヒロハノウシノケグサとオニウシノケグサ

ヒロハノウシノケグサとオニウシノケグサは，とも

に欧州原産の帰化植物であり，もともとは牧草として

移入されたもののようである。現在では両種とも路傍

や河川敷などにもみられるが，ヒロハノウシノ ケグサ

は， 北海道では広く野生化しているものの本州では比

較的稀である（大井，1941a；長田，1989〕。

この両穫については，これまで，それぞれ別種とさ

れたり（大井， 194la,1975, 1982; HITCHCOCK, 1971 

など），別亜種とされたり（KoYA.MA,1987など），また

LINNEの Festucaelatiorのタイプ標本に， F.arun-

dinacea （あるいは F.elatior ssp. arundinacea）が

混入していたことが明らかになってくるなど 〈長田19

89），大変混乱していたが，長田〔1989）は， ヒロハ

ノウシノケグサを F.ρグaten sis，オニウシノ ケク’サを

F. ar 

一方， 杉本（1984）はオニウシノケグサの項で「ヒ

オニウシノケグサ

長田 大井 HUBBARD KOYAMA 長田
(1989) (1975) (1980 (1987) (1989) 

6-14 3 10 
10-20 15-18 10-18 13-18 
2-4 5- 7 3-6 5- 6 
3 5 6-7 4 5- 7 6-7 
6-7 8-9 6- 9 8- 9 
6- 7 6 9 
3- 4 4-4. 5 3- 4 4-4. 5 

ロハノウシノケグサとの雑種も多く，両種の関係は再

検を要する」 とし，平塚市博物館編 （1990）も，ヒロ

ハノウシノケグサとオニウシノケグサにつ いて，「牧

草用の交雑品種が逸出しているケースも多いと考えら

れ，あえて細分する必要はない」としているなど，こ

の両種の関係自体にもまだまだ問題が多いが， 強いて

両種の区別点をまとめると表3のようになる。これら

の特徴のうち，葉脈の形状については慣れないと判別

が難しく，在穎や護穎，内穎，おなどの長さは，前述

のウシノケグサとオオウシノケグサの場合と同様，文

献によってその示されている値に差があり（表4), 

両穫を区別する際には参考とはなるが， 詳細に検討す

る必要がある。そこで，本研究においては，前述のよ

うなさまざまな特徴を参考にしつつも， 葉耳の縁が無

毛か有毛かという点と花序の枝の対につく小穏の数を

中心に所検標本をまとめ， ヒロハノウシノケグサ3点

とオニウシノケグサ 121点に整理した。しかし，オニ

ウシノ ケグサと同定したものの中に， 標本の状態、があ

まり良くなく葉耳の縁毛が有毛とも無毛とも判別に苦

しむものが含まれていたり，ヒロハノウシノケグサと

同定したものの中に，を穎や護穎の長さが長いものが

含まれているなど，この両種の関係についても，その
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雑種なども含め，さらに検討する必要を感じた。 62457；足柄下郡箱恨町声ノ湖西岸〔HAK-2〕，1983

所検標本のうち，ヒロハノウシノケグサおよびオニ 0612，森茂弥， FLK62458，足柄下郡箱根町三国山

ウシノケグサと同定した標本のデータは次のとおりで (HAK 2〕， 19830625，高橋秀男， FLK62440；足柄下

ある〔データの記述については，ウシノ ケグサとオオ 郡箱t.即日金時山 〔HAK-2〕， 19840609，林辰雄FLK62

ウシノケグサの項を参照〉。 423，足柄下郡箱根町駒ヶ岳（HAK-4〕，19830604，高

ヒロハノウシノケグサ：横浜市保土ヶ谷区今井11汀 橋秀男，FLK62413，足柄下郡箱根町大芝〔HAK-4〕，

Cl!O〕， 19820518，古川アサ子，FLK62354，横浜市保 19890719，浜中義治，FLK102465，足柄下郡箱根町須

土ヶ谷区藤塚町（HO〕， 19870607，古川アサ子，FLK 雲JJl(HAK5), 19830604，浜中義治，FLK62459，足

102096；鎌倉市泉が谷（KA2), 19820521，籾山泰一， 柄下郡箱根町強羅（HAK6）， 森茂弥，FLK62464,

FLK62356o 足柄下郡箱根町小塚山〔HAK6〕， 19830511，武井尚，

オニウシノケグサ：津久井郡藤野町栃谷（FUJ-1), FLK62460；足柄下郡湯河原町宮上〔YU-1), 198505 

19820417，森茂弥，FLK62466；津久井郡藤野町和田 23，三輪徳子，FLK62412，足柄下郡湯河原町宮上

(FUJ 1), 19820612，森茂弥，FLK62688（オオウ シ (YU-1〕， 19850523，三輪徳子，FLK62449，足柄下郡

ノケグサ〕，津久井郡藤野町葛原〔FUJ2〕，19820502, 湯河原町湯河原パークウェイ（YU-2〕， 19820818，高

森茂弥， FLK62439；津久井郡相模湖町嵐山〔SAG), 橋秀男，FLK62420；足柄下郡湯河原町古浜（YU2), 

19820425，森茂弥， FLK62465, ~I！久井郡津久列二UIJ東 19840811，米山智恵子， FLK62400；足柄下郡湯河原

野～西野々 （TS3), 19830515，森茂弥， FLK62446; 町古浜 （YU-2), 19870518，米山智恵子， FLK62349

津久井郡津久井町荒井林道（TS4〕，19840609，早川 （ヒロハノウシノケグサ〉 ，足柄下郡真鶴町岩（MAN〕，

亮太， FLK62428；津久井郡津久井町三ヶ木（TS5〕， 19840526，古川アサ子，FLK62417，足柄下郡真鶴町

19800604, FLK62411，津久井郡津久井町稲生〔TS 岩〔MAN〕， 19840526，吉川アサ子，FLK62453，足

5), 19860510，高橋秀男，FLK62436；津久井郡城山 柄下郡真鶴町岩〔MAN),19840723，米山智恵子，E

町穴川 （SH), 19840602，勝山知i男，FLK62368，津 LK62399；足柄下郡真鶴町岩 （MAN〕， 19870622，米

久井郡城山町中平 〔SH), 19841013，内藤美知子， F 山智恵子，FLK62406：小閃原市堂ヶ島～塔ノ峰（OD

LK62374；足柄上郡山北lllJ三国111宇（YA-1), 19820728, -1), 19830515，高橋秀男， FLK62443；小田原市堂

森茂弥， FLK62377，足柄上郡山北町約洞丸（YA3〕， ケ島～塔ノ峰（ODl〕， 19830515，高橋秀男，FLK624

19820704，勝山輝男，FLK62365，足柄上郡山北町水 51，小田原市和留沢（OD-1),19830619，勝山輝男，

ノ木 （YA4〕，19820606，勝山輝男，FLK62363，足 FLK62444，小田原市府Jll(OD-2), 19840520，高橋

柄上郡山北町西沢（YA5〕，19820522）勝山輝男，FLK 秀男， FLK62419，小凹原市恨府川I(OD 4), 198406 

62364，足柄上郡山北町玄倉（YA-6〕，19820509，勝 19，村上司郎，FLK62369；小田原市早川 （OD4〕，

山輝男，FLK62362；足柄上郡山北町山市場〔YAー7), 19850615，山口育子， FLK62397，小田原市早川 （OD

19820506，内藤美知子，FLK62361，足柄上郡山北町 4〕，19850615，浜口哲一，FLK62437，小田原市箱根

尺里（YA-8), 19820429，勝山輝男，FLK62366，南 ターンパイク沿い（OD-4),19870815，高橋秀男， FL

足柄市地蔵堂〔MIA1〕， 19820905，森茂弥， FLK62 K101067，愛甲郡清川村石小屋〔KI2), 19840617, 

378；南足柄市大雄lllJ(MIA-2〕，19850511，林辰雄， 高橋秀男，FLK62456；愛甲郡清川村煤ヶ谷（KI-3〕，

FLK62371；南足柄市生駒〔MIA-3), 19840624，浜中 19870518，内藤美知子， FLK62358，愛甲郡清川村法

義治，FLK62409；，南足柄市三竹〔MIA3〕， 19850511, 論堂林道〔KI3), 19871109，内藤美知子， FLK6240

林辰雄， FLK62430，足柄上郡開成町吉田島（KAI〕， 4；愛印郡愛川町上原〔AI), 19820516，山口勇一，FL

19840520，高橋秀男，FLK62441，足柄上郡松田［l!J虫 K62427，相模原市田名（SA-1),19850922，高橋秀男，

沢（MAT), 19820429）勝山輝男，FLK62376，足柄下 FLK62450；， 相模原市勝坂 （SA2〕， 19830511八木馨，

郡箱根町仙石原（HAK-1〕， 19830625，武井尚，FLK FLK62416；相模原市淵野辺本町1丁目〔SA-3〕， 198

62401，足柄下郡箱根町仙石原 （HAK-1〕，19840617, 60707，高橋秀男，FLK62434；相模原市西大沼（SA-

勝山輝男， FLK62379，足柄下郡箱根町長尾l峠～丸岳 4), 19820703，高橋秀男，FLK62445，厚木市鳶尾

(HAK-1〕， 19830709，武井尚， FLK62433，足柄下郡 (AT -1), 19821123，諏訪哲夫，FLK62425，厚木市上

箱根町金時事11社（HAK-1〕，19830709，武井尚，FLK 荻野（AT1〕，19830802，諏訪哲夫， FLK62398；厚
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木市菱田〔AT-2), 19841024，高橋秀男 ・大場達之，

FLK62370，厚木市中依知（AT2〕， 19840429，野間

剛， FLK62418，厚木市上依知〔AT2〕， 19840523,

武井尚，FLK62431，厚木市不動尻 （AT4〕，1984062

2，高橋秀男， FLK62703（オオウシノケグサ〕 ，厚木

市不動尻〔AT-4), 19870625，斉藤滋子， FLK62405,

厚木市七沢（AT-4〕， 19860613, 内藤美知子， FLK6

2350 （ヒロハノウシノケグサ〉； 厚木市玉Jll〔AT 5), 

19840523，長岡仰，FLK62415，座間市入谷1丁 目

(ZA〕， 19810527，諏訪哲夫，FLK62402；座間市四ツ

谷（ZA), 19811122，石渡和夫，FLK62414，大和市

下和田 （YAT〕，19830515武井尚， FLK62421，大和市

下和田下原〔YAT), 19891104，武31ニ尚，FLK102674,

海老名市戸沢橋（EB), 19810528，高橋秀男， FLK62

432，海老名市中野（EB〕， 19830514，有馬高校自然

科学部，FLK62403，海老名市下今泉 〔EB), 198305 

29，諏訪哲夫， FLK62462，海老名市上今泉1丁 目

(EB〕， 19830810, FLK62455，綾瀬市中村（AY),19 

790506，秋山守，FLK62426，綾瀬市中村（AY〕， 19

790628，秋山守， FLK62435，大山～ヤビツ峠（OY),

19790729，林辰雄， FLK62442；中郡大磯町大磯 〔O

IS〕， 19830604，高橋秀男， FLK62461，川崎市多摩区

黒川 （TAM), 19800511，森茂弥， FLK62390,Jll崎

市多摩区菅〔TAM), 19800921, FLK62380; Jll崎市

高津区多摩川 （TAK),19790524，黒沢一之， FLK62

389，川崎市中原区多摩川（NAH〕， 19790721，森茂

弥， FLK62395，川崎市中原区等々 力（NAH), 198105 

27，勝山輝男， FLK62381；川｜崎市幸区道（SAI), 19 

790509，森茂弥， FLK62392，川崎市川崎区多摩川

(KAW), 19850615, 沢一中義治， FLK62351〔ヒロ ハ

ノウシノケグサ〉，横浜市緑区 1－日市場町（MI1), 

19790429，勝山輝男，FLK62388，横浜市緑区黒須田

〔MI2〕， 19800511, ！.勝山輝男，FLK62394；横浜市港

北区師岡町（KOH), 19810502, Jll合友理枝，FLK62

391，横浜市神奈川区羽沢町〔KAN), 19850504，古

川アサ子， ELK62463，横浜市鶴見区三ツ池（TSR),

19790502，森茂弥，FLK62387，横浜市瀬谷区小金台

(SE), 19810510，高橋秀男， FLK62383；，横浜市瀬谷

区小金台〔SE〕， 19810613，高橋秀男，FLK62385, 

横浜市瀬谷区阿久和（SE), 19810613，高橋秀男， FL

K62352〔ヒロハノウシノケグサ〕，横浜市瀬谷区瀬谷

市民の森（SE〕， 19850716，浜中義治，FLK62447，横

浜市旭区鶴ケ｜峰1丁目（AS〕， 19800607，神田忠良，

FLK62386，横浜市保土ヶ谷区岩崎町（HO〕， 198106

17，吉川アサ子，FLK62393，横浜市保土ヶ谷区花見台

(HO), 19850602，吉川アサ子， FLK62448，横浜市保

土ヶ谷区星川町（HO), 19870601,吉川アサ子，FLK

62355 cヒロハノウ γノケグサ〉；横浜市戸縁区岡津町
TO 1), 19850430，浜中義治， FLK62429，横浜市戸

啄区小雀H汀（TO2〕， 19820613，平松俊子， FLK623

67，横浜市戸縁区田谷〔TO2〕， 19820613，内藤美知

子， FLK62382，横浜市戸塚区田谷（TO2〕， 198505

10，斉藤溢子，FLK62396，横浜市戸家区鍛冶ヶ谷町

(T0-3〕， 19830514，高橋秀男，FLK62375，横浜市戸

塚区舞岡町〔T0-3〕， 19850604，武井尚， FLK62408;

横浜市西区浅間町〔NIS〕， 19850615，古川アサ子，F

LK62410，横浜市西区高島陣頭〔NIS), 19870516，森

茂弥， FLK62353，償浜市西区北軽井沢（NIS), 1987 

0612，浜中義治， FLK62359，横浜市西区浅間II汀（NI

S〕， 19870920，吉川アサ子，ELK62357；横浜市南区

永田台 〔MIN), 19810712，長谷川義人，FLK62384;

横浜市中区竹之丸（NAK〕， 19840522，村上司郎， FL

K62372；横浜市中区竹之丸（NAK), 19840522，村上

司郎， FLK62452，横浜市港南区上大岡（KON〕，198

00616，村上司郎，FLK62454；横浜市磯子区洋光台（I

SO), 19820511, 中村真子，FLK62438，；横浜市機子

区汐見台 (ISO),19840523，村上司郎， FLK62373,

横浜市金沢区釜利谷（KAZ),19790520，山田文雄，

FLK62407，償浜市金沢区昭和町（KAZ), 19870521, 

浜中義治， FLK62360，鎌倉市大船 〔KA-1〕， 198307

04，浜中室長抗告，FLK62422；逗子市二子111(ZU〕， 198

810531，林辰雄， FLK62424。

以上述べたように，それぞれの種の同定には問題が

多いものの，これら 4種のウシノケグサ類他物が神奈

川県下に分布する。しかし，本報ではとく に取り上げ

なかったが，これらのウシノケグサ類植物には前述の

ように多くの亜種や変種が記載されているO これら下

位の分類litについても，日本に帰化・逸出したものに

ついての整理がほとんどなされておらず，日本在来の

ものも含め，今後さらに検討する必要がある。

おわりに

近年，日本のイネ科植物の分類 ・整理は，細胞学的

な手法や統計学的な手法を広く用いて精力的に進めら

れており〔TATEOKA, 1970, 1975, 1985b, Cなど〕，ウ

シノケグサ属植物についてもその成果が公表されてい

る（館岡， 1980,1985aなど〕。神奈川県産のウシノケ

クサ属値物についても，これらの手法を参考にし，調
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査・研究を継続中であるが，その詳細は次報以降順次

発表する予定である。

本報告をまとめるにあたり，大学 ・大学院在学中よ

り現在まで常に暖かし、御指導・御鞭縫をいただいてい

る横浜国立大学教育学部の遠山三樹夫教授，松田忠男

教授，佐藤嘉彦教授，菊池知彦助手に深甚なる感謝の

意を表する。また，標本の閲覧について多大な便宜を

計っていただき，貴重な御指導をいただいた神奈川県

立博物館の高僑秀男氏と勝山輝男氏に厚くお礼申し上

げる。さらに，本報の原稿を校閲して下さり， 有益な

御助言をいただいた神奈川県立野庭高等学校の谷川明

男氏と田副幸子氏，横浜国立大学大学院の冨野美子氏，

ならびに神奈川県内のたくさんの標本を採集された神

奈川県植物誌調査会会員の方々に感謝の意を表する。

摘 要

神奈川県立博物館に収蔵されているウシノ ケグサ類

植物の標本を：再検討した結果，神奈川県下にはウシノ

ケグサ，オオウシノケグサ， ヒロハノウシノケグサ，

オニウシノ ケグサの4種が分布することが再臨認され

た。

それぞれの種の同定には問題も多いが，ウシノケグ

サとオオウシノケグサの両種は，葉耳のかたちと小穂

あたりの小花の数で，ヒロハノウシノケグサとオニウ

シノケグサの両種は，業耳の縁毛の有無と長短2本の

花序につける小穂の数でおおよそ区別できる。
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三浦半島産ムカゴサイシンについて

星 寛治・勝山輝男

Kanji HOSHI & Teruo KATSUYAMA: Nervilia niρρonica 

(Orchidac巴ae)Faund from Miura Peninsura 

はじめ に

ムカゴサイシンNervilianzρρonica M AKINOは常縁

樹林内の腐植に生える小型の地生ランで，関東南部以

南の本州太平洋側，四国，九州，琉球に稀＠＇する。比

較的珍しい植物であるため，その形態や生態に関する

詳細な報告は少なく，前川I(1971），里見 （1956），尾

川 （1969），潔（1979）など数えるほどである。今回，

筆者の一人星寛治が三r~1半島で発見し， 2 年間にわた

りその開花，結実，展薬を観察したので報告する。

これまでの記録

飯沼慾斎「草木図説」に図示されており，江戸時代

からその存在が知られていた。しかし，近代植物学が

導入された明治以降は採集記録がなく，幻の植物とさ

れていた。牧野（1889,1902）は「草木図説」の図を

もとにして， この植物にマレーシアからインド不 シア

に産する N目 ρunctata(BLUME〕ScHLECHTER をあて

た。後に牧野（1909）はこれとは別種と考えN.nippo-

nica M AKINO と命名した。

1927年になってはじめて東京の白黒林業試験場構内

で採集され話題となった（牧野， 1927〕。その後，鈴

木 （1955）は伊豆大島で，本田他 （1962〕は東京都浅

川実験林内での生育を報告している。奥山（1965〕は

この他に和歌山 ・大隅半島 ・種子島を，前川 〔1971)

は八丈島を産地としてあげている。また，静岡県植物

誌 （杉本， 1984），大分県植物誌（1989），鹿児島県純

物目録（初島， 1986〕，北琉球の植物（初島， 1991),

琉球植物誌 （初島，1975）に記録があり，機〔1979)

は高知県から詳細な報告を出している。我が国の保護

上重要な植物種の現状 （1989）によると，その他に宮

崎県の記録がある。

今回の三浦半島でのム カゴサイシンの発見は，神奈

川県新産で，東京周辺では目黒，浅川に続いて3例目

である。目黒，浅川ではすでに絶滅しているので，三

浦半島が現存するものでは北限の分布となる。尚，伊

豆大島では少なくとも 5年前には生育していたという

（斎藤私信〉。

前川 （1971）は日本産のものはマレ一半島やスマ ト

ラに分布する N.ρunctataとほとんど差がなく ，伊豆

大島のように新しい島にも自生があることから，

N. punctataの変径として位置づけ， var.niρponica 

(comb. nud.〕 とした。i翠〔1979〕は葉が5J派で小さ

いことと，唇弁が他の花被片よりもやや長い点が N.

ρunctataとは異なるので N.nipponicaを採用してい

る。 N.ρunctataかどうかは今後の比較研究が必要と

思われるが， 最近の多くの植物誌では N.niρponica 

MAKINOを採用している。

発見の経緯

1989年7月22日，横須賀市内のマテパシイ林で落葉

の聞にムカゴサイシンらしい艶のある特異な一枚業が

出ているのを発見した。よく周囲を見回すと，更に10

数個の葉が点々と出ているのが見られた。そこは三浦

半島で普通に見られるマテバシイ林で，林ti<:には落葉

が堆積し，下車はほとんど見られなし、。すぐ横に山道

が通り，その外側にはミカン畑か開けており，ごく人

間臭い感じの場所である。ムカゴサイシンは6月頃に

開花し，花が消えた後に葉が展開する。そこで2～3

個体を持ち帰り，鉢に植えて花を確認することにし

た。

鉢植による観察

1990年5月22日， 鉢値にしておいたものに花茎が1

本立っているのを見つけた。花茎は高さ 5.5 c皿， つま

楊子よりもやや太い位で，全体にくすんだ褐色をして
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1～5: 1990年鉢植にしておいたものが開花（ 1・5月22日， 2・5月28日， 3:6月3日， 4:6月12

日， 5:6月17日）， 6.現地での開花状況（1991年6月4日）， 7・花茎が消えた後に棄が展開（1991

年7月7日〕， s・ 葉の下の地下茎から枝分かれして地下茎を伸ばしている（1991年7月7日〉



いる。花は真横またはやや斜上し， 長さ 1.3 c皿，先端 地下茎が出て，その先に小球茎をつくり，栄養繁殖す

がわずかに開き，唇弁には紅紫色の斑点がある（写真 ることも報告されている（里見，1956）。栄養繁殖に

1〕。5月24日には花被の先端の開きが大きくなる。 より，着実に個体数を維持しているようだ。しかし，

5月28日には花被が閉じ花は斜め下向きになる（写真 最近林の東側が伐採されたので環境の変化が心配され

2）。津（1979）によるとムカゴサイシンの花は受粉し る。目立たない植物なので，採取されることはないで

ない場合はいつまでも花被を閉じずに斜め上向きに関 あろうが，きわめて珍しい植物なので，大切に見守り

花し統け，受粉すると1E被が閉じ花梗は湾曲して花は たい。

下向きになるとしづ。 5月24日には花被が開いていた 伊豆大島のムカコサイシンについて東京の斎藤常夫

ので，この4日の聞に受粉したものと考えられる。 1 氏に最近の情報をいただいた。 また， 神奈川県植物誌

週間後の6月3日にはもう子房がふくらみ始めている 調査会の小崎昭則氏，県立博物館高橋秀男学芸部長に

（写真 3）。6月12日になると，茎は高さ 9.5 c固まで伸 は文献についてお世話になった。厚く御礼申し上げ

び， さく果は上を向く 〔写真4〕。 6月17日には茎は る。

高さ11cmになり，さく果はまっすぐに上を向き，すで

に縦に4つに裂関していた （写真5）。 その後，茎は

元の部分から折れて倒れ，数日後には消えてしまっ

た。残念ながら築の展開は見られず，この個体は枯れ

てしまった。

現地での観察

鉢値えのものに花が出たので5月27日に現地の様子

を見に行く。1ケ所に3本，少し離れた所に2本の花

茎を発見できた。色は鉢植えのものよりもやや濃く ，

枯葉と同色である。花は斜め上を向き，花被はまだ開

いていなかった。 6月3日に再度見に行くと，花被の

先端が少し開L、ていた。7月1日には花茎はすでに消

え，新築が3～4個見られた。7月29日には葉の元気

がなくなり，8月25日になると葉が残っていたのは1

本だけであった。

1991年5月26日， 再び現地を見に行ったが，花茎は

まだ出ていなかった。 6月4日，4本の花茎を発見し

た。花被の先端は開いていなかったが，花がやや下向

きなっているので，すでに受粉が済んでいると思われ

る（写真6）。 7月7日， 1E茎は消え， 葉が3個見ら

れた（写真7〕。8月11日，前回見た葉は大きく育っ

ており，その他に12～13個の小さい葉が見られた。

1989年には築の時期に10数個体を確認できた。しか

し，1990年には数個の葉が確認されたにすぎなかっ

た。 ところが， 1991年には再び10数個体が確認され

た。1990年に確認された薬の数が少なかった原因はよ

くわからないが，この年の夏は晴天が続き， 林床が乾

燥していたためかもしれなし、。

ムカゴサイシンは葉がつく茎の地下部から枝分かれ

して地下茎を長く伸ばし，その先に新しい球茎を作り

栄養繁殖する（写真8）。 また，球茎に直接ごく短い
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小田原市山王川水系におけるシダ植物の

分布と生態について

田 中 雄

Kazuo TANAKA The Distribution and the Ecology of Ferns on the 

Basin of the Sannδ－River in Odawara City. 

はじめに

神奈川県西部を占める箱根山系のシダ植物について

は，古くから諸先学によって調査が行なわれている。

ハコネシダ，ハコネシケチシダ，ハコネオオクシヤク．

ハコネイノデ，ハタジュクイノデ， ドゥリヨウイノデ

等，箱恨に関した和名をつけられたシダの多い写れから

もそれがうかがわれる。

近年開発が著しい箱根山の，南から北に裾野を持つ

外輪山のシダ植物の分布と生態を，消滅する前に記録

を残しておく為に調査を行なっている。

山玉川水系もその一部である。

山玉川水系の環境

広葉樹が主体の自然林は明星ケ岳（923.9m〕の山頂

部のみで，標高約50mまでほとんど杉か槍が植裁され

ている。それより下流は市街地になっている。

山玉川は，明星ヶ岳の標高約500mより発して，図

ー2の通り約lOkm流下して相模湾に流れ込む。 流域は

支流が少なく，水量も少なし、。地表はほとんど砂状の

火山噴出物で、夜われており， 岩石の~頭は少なし、。 砂

質で土中の保水力が小さい為か空中湿度が低く，亦岩

壁や潤葉樹の老木が少ない事により，シダ的環境の指

標となっているコケシノブやウラボシ等着生シダが少

ない。

明星ケ岳直下より標高約300mまでは急斜面で，拾

が多く植栽されており，林床は乾燥してミゾシダとゼ

ンマイがほとんどで，他のシダはきわめて少ない。

標高300mより50mまでは緩斜面となり，湧7.J¥j也も

多くなり杉が多く植栽されている。シダは一般的に檎

より杉の林床を好む傾向を持っている為，シダの好適

地となっており，特に分布の60%以上を占めるオシタ

科のシダが多L、。 30～50年生の手入が行きとどいた杉

林床にはしばしはシダの大繁茂が見られる。

標高50mより下流の市街地は全ベて石垣やコンク リ

トで波岸されており，日照を好むイヌワラビとイノ

モトソウ以外のシダが生育できる環境ではなくなって

いる。

凡例

調査の位置及び範囲は，図 1と図 3に示した通り

である。

調査JtJ］聞は，1982年9月より， 1991年10月までに行

った。

科名，種名の順序配列は，中池敏之著「新日本植物

誌 シダ編」 1982.至文堂によった。

記載したシダは全ベて筆者が確認し，証拠標本はす

べて筆者が保存している。

産量の基準は，株数ではなく群落数によった。

緩めて 稀 ・・群落がl箇所。

稀j • ••群落が 2 箇所～ 5 箇所。

少，＠＂： ...群落が6箇所～10箇所。

普通…群落が特に索さなくても見られる。

図1 山玉川の位置
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多産…群落が どの場所でもほぼ必ず見られ

る。

山主川水系に生育するシダ植物の種類と生態

トクサ科－Equisetaceae 

1. スギナ Equisetumarvense L. 

日当たりの良い畑，水田，路f;)j，川等のノリ面や土

手に多産。新開地には真先に入り込むが，林内には入

り込まず，路傍や林縁でも山中には少なく人里に近い

所を好む傾向が見られる。

ヒカゲノカスラ干ヰ Lycopodiaceae 

2. ヒカゲノカズラ Lycopodiumclavatum L. 

久野Jll左岸の杉 ・槍混植の平坦な林床一箇所に3株

あるのみで極めて稀。一株だったものが四方に伸び，

元の親株が枯れた為数株に別れたものと思われる。環

境が悪い為胞子葉はできず， 今後も｛，"f生は見込めず。

3. トウゲシパ Lycoρodiumserratum TnuNB・

杉植林やシダのほとんど生育してない槍植林の林床

にも見られ多産。 日の当たる明るい場所や落業樹林内

には見られず， 陰湿地を好む。

イワヒパ科 Selaginellaceae 

4. カタヒノミ Selaginellainvolvens (Sw.〕SPRING

坊所川の流水中の直径2m程の岩に着生する一箇所

のみに見られ極めて稀。 1nf程の範聞に苔と一緒に着

生している。 通常は川｜岸の岩壁を好む。

5. タチク ラマゴケ Selaginellaniρρonica FR. et 

SAv. 

山玉川右岸，神山神社石垣と坊所川右岸杉植林中の

崩れ易い土の土手。 2箇所にあり稀。通常は日当りの

良い土の崖，石垣等人工面を好む傾向がある。

6. Fラマゴケ Selaginellaremotifolia SPRING 

。，＇Ill
術開fl

久野川，坊所川に合計6箇所見られ少産。 林内や路

傍の平坦で柔らかし、土の明るい場所を好む。

7. コンテ リクラマ ゴケ Selaginellauncinata 

(DEsv.) SPRING 

坊所川に2箇所，久野川に1箇所見られ稀。明るい

杉植林の平坦な林床から小径に拡がって大繁茂をして

いる。地面にフワッと毛布をかけた様である。

ハナヤスリ科 Ophioglossaceae 

8. ナガポノナツ ノハナワラビ Botrypus strictus 

(UNo.) HOLUB 

各地域の杉槌林 床々に点在少産。群生はしない。

9. ナツ ノハナワ ラビ Botrypusvirginianus〔L.)

HOLUB 

久野JII，坊所川に合計4箇所7株が見られ稀。生育

地は変らないがナガボノナツノハナワラ ビより少な

L、。

10. オオハナワラビSceptridiumjaponicum (PRA-

NTL) LYON 

久野Jll，坊所川に点在し普通。 杉植林内の沢岸や水

の湧き出す様な平坦地を好む。 1箇所10株以下。

11. フユノハナワラビ Scφtidium ternatum〔TH-

UNB.) LYON 

久野川左岸にl箇所， 坊所川右岸に2箇所で稀。オ

オハナワラビよりやや乾いた明るい平坦地を好む。

ゼンマイ干斗 Osmundaceae 

12. ゼンマイ Osmundajaponica THUNE・

杉，槍植林々床，林縁，水辺，石垣等日当りがそう

強くなければどこにでも多産。

13. シンゼンマイ Osmundajaponica monstr. di-

visa (M AKINO) NAKAI KE 

久野川右岸乾いた槍僧林々床に2株，極めて稀。

山王）fl
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カニクサ科 Schizeaceae 杉植林床及ノリ面の小崖にあって，いずれも北～北東

14. カニクサLygodiumjaponicu1刊〔T1・IUNB.)Sw. に面している。冷温帯が本拠の為に多くなし、。

日当りの良い林縁，石垣に普通。 21. イワ ガネ ゼンマイ Coniogram1冗eintermedia 

ウラジロ平ヰ Gleicheniaceae HrnRoN. 

15. コシダ Dicranopterispedata (HouTT.) NAKA- 陰湿な林床ならどこにでも見られ普通。水中に入る

IKE 程湿度を好み。イワガネソウとやや住み分ける。

坊所川右，左岸に3箇所で稀。檎僧林の斜面に群生。 22. ウラゲイワカネ Coniogrammeintermedia Jo-

16. ウラジロ Gleicheniajaponica SPR. rma villosa (CHING) KuRATA 

各所のやや乾いた林床の明るい斜面に普通。暖地と 母種と混生しているが少なし、。少産。

異なり大群落にはならなL、。 23. イワガ不ソウConiogrammejoponica (THUNB.) 

コケシノブ科 Hymenophyllaceae D1E1s 

17. アオホラゴケ Cre戸idomanesinsigne ( v. u・ 各地の杉，檎植林々床に普通。 イワガ不ゼンマイよ

Boscr1) Fu りやや乾燥地を好み住み分をするが不完全である。こ

久野川，坊所川の川岸の岩石に着生し稀。暗く湿っ の水系では葉の先端が急に細くなる型がしばしば群生

た岩に苔と混生している。 し，イワガネゼン7 イと見誤まる場合がある。

18. ウチワゴヶ Gonocormusminutus〔BL-)v. o. 24. イヌシダ Dennstaedtiahirsta (Sw.) METT・

Bosen ex M1Q・

久野川， 坊所川の川床，川岸の湿った岩面や樹幹に 各地の日当りの良い土質の小屋や石垣に普通。

着生し少産。この科では一番人家に近ずいている。樹 25. コパノ イシカグマDennstaedtiascabra (WALL. 

幹に着く場合は北面を好む。 ex HooK.) MooRE 

ワラビ科 Pteridaceae 久野川に1箇所，坊所川に3箇所，その内の 1箇所

19. ハコネシダ Adiantummonochlamys EAT. はかなりの群落となっている。稀。やや乾いた林床を

久野川上流右岸山中の古い石切場跡の壁面に数株， 好む。 神奈川県では稀産だが山王川水系に4箇所の自

極めて稀。神奈川県の山地には普通のシダだが，山王 生地があるのは環境と関係あると思われる。

川水系では少ないのが特色。 地質に問題有と思われ 26. オオレンシダ Dennstaedtiawiぴordii(MOORE) 

る。 CHRIST

20. クジャクシダ Adiantumpedatum L. 久野川右岸北向の湿った石垣に数株着生。極めて

久野川で2箇所，坊所川で3箇所合計6株にて稀。 稀。 通常は冷温帯が本拠で 日陰の湿った崖下等を好

、

明T..lit許守甘す

岳柵A
I
 

＼
 

＼ 

与山噛

門
1
1
uui＼ノ

m
V
1
 

〆， 

＼ 
本宮本開；＞事

家事砕'l'll!!T

0 1 Km － I 

／ 

図3 山玉川流域シダ調査範囲

95 



む。

27. イワヒ メワラ ビ め ＇Polepispunctata (THUNE.〕

M ETT. ex KuHN 

各地のやや乾燥した杉， 檎植林々床に群落を作って

いる。普通。大群落となる場合も多L、。

28. フモ トシダ Microleρiamarginata 〔PENZER)

c. CHR. 
杉， 槍植林々床のややij1立し、た所に多産。

29. クジャタ フモ トシダMicroleρiamarginata var. 

bi pi河向。taM AKINO 

久野川右岸杉植林の北向急斜面に小株が1株のみ。

極めて稀。残念ながら消滅した。

30. フモ トカグ-orMicrolepiaρseudo-strigosa M A -

Kl NO 

坊所川左岸と久野川右岸の杉林床平坦陰湿地2箇所

のみ，稀。一般的に同シダは沿海を好む傾向がある。

31. !Jチシノブ Ouychiumjaponicui判 （THUNE.〕

KUNZE 

各地の林縁，乾いた明るい林床に普通。

32. ワラ ビ Pteridiumaquilinum var. latiuslum 

(DEsv.) UND. ex HELLEl1 

日当りの良い林縁，草地に普通。

33. オオパノイノモト ソウ Pteriscretica L. 

各地の林縁，やや乾燥した杉槌林々床に普通。

34. アマクサシダ Pterisdisper KUNZE 

各地のやや乾燥した杉，檎植林々床の南向斜面に普

通。50～60株の群生地もある。

35. オオパノハチジョウシダ Pterisexcelsa GAUD. 

久野Jllに2箇所，坊所川に6箇所あ り少産。 坊所川

には20株以上の群生地が2箇所にある。 水の浸み出す

陰湿地を特に好むが，湿った林床にも生育する。

36. オオパノアマグサシダPterisexcelsa var. Sim-

ρticior〔TAGAWA〕SHIEH

坊所川右岸に3箇所，稀。生育地はオオパノ ハチジ

ョウシダと変らないし，混生している場合もある。 両

者を完全に分けられるか疑問，現在分化中と思われ

る。

37. ハチジョウシダ Pterisfauriei HrnRON・

坊所川右岸，杉。檎混楠林のやや乾いた北東向の緩

斜面に1株のみ。 極めて稀。nil闘をイワ ヒメワラビに

囲まれている。神奈川県では初めて発見，新北限産地

となろう。

38. イノモト ソウPterismultifida Porn. 

各地に点在し日の当たる石垣，土の崖等に多くはな
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いが普通。人家付近を好む傾向がある。 I時々乾L、た植

林々床にポツンと生育している場合がある。

39. 7 ツザカシダ Pterisnzρ•Ponica SHIEH 

杉他林内の特に陰湿な場所に点在し時にはかなりの

群落になるが全体的には少産。斑入は見られない。

40. ホラシノブ Sρhenomerischinensis (L.〕M A-

XON 

各地の林縁の日当りの良し、小崖に普通。やや乾いた

林内にも時に見られるが，大形になる傾向がある。

41. イヌ イワガネソウConiogrammexjauriei Hrn-

IlON. 

各地のイワガネゼンマイとイワガネソウの混生地に

稀。両親と形状が連続する為，確認は困対（である。

42.セフリイノモトソ ウPterisx sefuricola KURA TA 

オオバノイノモトソウ×イノモ トソウ。オオバノ イ

ノモトソウの群落の中に時 見々つかるが稀。イノモト

ソウの群落の中には見られなL、。

43. コユノレギイノモ トソ ゥ Pte門scretica foma 

筆者が仮命名したオオバノイ ノモトソウの品種。葉

柄が黒紫色で母穫と区別ができ，母種とは連続してい

ない。各地に少産。母種より標高の低い所に多い。

キジノオシダ干斗 Plagiogyriaceae 

44. オオキジノオ Plagiogyriaeuρhlebia (KUNZE) 

M ETT. 

久野川右，左岸に各1箇所，坊所川の右岸に2箇所

で稀。他のシ夕、と違って槍植林床も嫌がらない傾向が

見られる。やや乾燥した場所を好む様である。

45. キジノオシダ Plagiogy門Gjaρo判icaNAKAI 

久野川左岸南向杉値林の平坦地の適湿地に1株。坊

所川源流i苓ノ峯直下北東向杉植林斜面に1株。稀。オ

オキシノオより少なく。湿度を好む様である。

オシダ平ヰ Aspidiaccae 

46. オオカナワラビ Arachniodesamabilis (B1.) 

TINDALE 

各地の杉，槍植林内のやや乾いた平坦地，斜面に点

在し少産。しかし場所により100株を越す群務となる

場合もあり，その様な大群落は県内でも珍らしし、。

47. ホソパカナワラピ Arachniodesaristata (Fo11-

S'!'.) TINDALE 

坊所川左岸，杉植林の東向緩斜面に一群落あるのみ

て、精iめて稀。周囲はアオキが茂り陪L、。この様な陥い

場所に~下落を作るのは珍らしい。一般にはやや乾燥し

た明るい林下の斜面を好む。

48. ミドリカナワラビArachniodesnψ＇Ponica (Ro・



SENS1ウ 01-1w1 58. イヌワラビ Athyriumniρouicum (METT.) HA-

坊所川右岸，杉，檎混植林のH郎、平坦な林床に2株 NCE 

のみで、極めて稀。通常暖地深山の渓側を好むが，標高 各地に多産。無い場所を索す方が釘「しい程。

約50m程の低地では極めて珍しい分布である。 S9. ニシキジダ Aihyriumnψonicum monstr. me 

49. ハカタシダ（斑入）Arachniodes Simρlicior MA一 talicum (MAKINO〕NAKA IKE 

KINO) 01-!WI 山玉川右岸， 神山神社敷地内の杉檎植林北向ノリ面

坊所川左岸に2箇所，右岸に1箇所合計4株しか見 に1f';f;のみ。極めて稀。気をつけて索せばもっと見つ

られず稀。いずれも杉植林のやや乾燥した斜面。 かると ！~lわれる。

50ー ハカタシダ（緑） Arachniodes simplic!Or (MA 60. ヤマイヌワ ラビAthy円umvibalii (FR. et SAv.) 

KINO) 01-1w1 NAKAI 

斑の入らないタイプで， ミドリハカタ γダと呼ばれ 各地の陰湿な杉植林床に普通。点在はするが群生は

ているが分類上は分けられていない， ミドリの方が多 しなし、。イヌワラビと遠い日当りの良い場所や人家附

く，少産。生育場所は斑入と差は無L、。 近には生育しない。

51. オニカナワラビ Arachniodessimρlicior var. 61. ミドリヤマイヌワラビ Athyriumvibalii for-

major (T AGA w A〕01-1w1 ma viridans KuRATA 

各地に点在し母種のハカタシダよりも多く群生もす 久野川左岸平坦な杉植林々床に2株，南東面。坊所

る。陰湿地から乾燥した斜面まで生育範囲は広L、。 川左岸II歯い杉植林緩斜面に2株。稀。全体が緑色で，

52. コパノカナワ ラビ Arachniodessρoradosora 生株を見るとカラタサイヌワラビと見誤まる事があ

(KUNZE) N AKAIKE る。

坊所川右岸と左岸に各1株ずつ見られるのみで稀。 62. ヒロハイヌワラビ Athyriumwardii〔HOOK.)

右岸側は杉1植林南面のやや乾燥した斜面。左岸側は杉 MAKINO 

・檎混植林やや乾燥した南西向斜面。生育場所に共通 各地に点在し普通。杉や槍植林の平坦地から斜面ま

性が感じられる。 で生育し，群生する場合もある。

53. リョウメンジダArachniodesstandishii (Moo- 63. へビノ ネゴザ Athyriumyokoscense (FR. et 

RE) 0Hw1 SAv.) CHRIST 

湧水地，沢岸， 杉林の陰湿地に普通。しかし山王川 各地に点在し少産。林縁，路傍，やや明るい林床を

水系は神奈川県内の山地としてはやや少なし、。 好むが数量は少なく群生地はなし、。標高が高くなると

54. カラクサイヌワラビAthyriumctivicola TAGA- 見られるが低地には稀となる。

WA 64. シケチシダCornaρterisdecurrenti-alata (Ho-

各地に少産する。 ヒロハイヌワラビより山地を好 OK.〕NAKAI

む。杉植林々床の適湿地を好み，群生は見られなし、。 各地に少産。水の浸み出る様な杉植林中の陰湿地を

槍林床は嫌う様で混植林内も見られなし、。 強く好む。群生は坊所川左岸の杉林中雨道に数十株。

55. サトメシダ Athyriumdeltoidofrons MAKINO 65. FカオシケチシダCornopterisdecurreuti-alata 

久野川左岸，杉植林中の湧水地の日の少し差し込む varρilosella H. !To 

平坦地に5株のみ。極めてfTiio県内でも稀である。 坊所川左岸杉植林の南斜面に1株。右岸北面平坦な

56. ホソパイヌワ ラビ、Athyriumiseanum RosENST. 杉植林々床に，シケチシダと混生。久野川に1株稀。

久野川右岸1箇所左岸2箇所，坊所川右岸l箇所に 66. キヨスミヒメワラビ Ctenitismaximowicziana 

見られ稀。杉値林の平坦地から暖斜面の適湿地を好 (Mio.) CI-IING 

み，群生地は坊所川右岸の1箇所のみ。 各地の陰湿な杉林や檎との混植林に少産ながら珍ら

57. ヌリワラビ Athyriummesosorum (MAKINO) しくはない。本拠は暖地なのに山王川流域は県内でも

MAKINO 多い方と言える。点在が多いが坊所川左岸に30株程の

久野川右岸杉植林北向の暖斜面に少群務，坊所川左 群生地がある。

岸沢岸及び右岸に2箇所見られ稀。低地から稜線近く 67. ホシダ Cyclosorusacuminatus (HouTT.〕NA-

迄生育範囲は広い。 KAI ex H. !To 

97 



各地の日当りの良い林縁，路傍，明るい林内に極め 左岸に1株の4筒所に在り稀。柔らかし、土嬢の堆積し

て多産。 た適湿の20年生以上の平坦な杉植林々床を好む。

68. メヤブソテツCyrtomiumcaryotideum〔WALL. 78. ミサキカグマ Dryopte円s chinensis〔BAK.〕

ex HooK. et GREv.) PR. Kornz. 

久野川右岸北向林縁に1株。坊所川川岸右岸北向に 久野川右岸に2箇所，左岸に1箇所。坊所川右岸に

2株で稀。いずれも垂れる様に生育している。 l箇所で稀。やや乾燥した林床や石垣に，群生は1箇

6~ . オニヤブソテツ Cyrotomiumfalcatum〔L.F.) 所久野川右岸の石垣に30株程。

PR. 79. オシダ Dryopteriscrassirhizoma NAKAI 

各地の明るい石垣，崖に点在で少度。通常は海浜の 久野川左岸に2箇所，坊所川右岸塔ノ峯直下に大型

崖地を好むが，海から離れているせいか群生しなし、。 1株で稀。箱根内輪山には多産するのに，塔ノ峯から

70. ナカパヤプソテツ Cyrotom叫m falcatum var. 明神ケ岳迄の稜線より小田原側は極端に少なし、。

devexiscapulae (Kornz.〕TAGAWA 80. ベニシダ Dryopteriserythrosora (EA'!'.) O. 

久野川左岸杉値林斜面に1株。坊所川右岸平坦な杉 KUNZE 

植林々床に1株で稀。オニヤブソテツの山地型， 4倍 各地林内に極めて多産。極めて多形である。

体の有性生殖を行なうタイプ。 81. ミドリベニシタ Dryoρteriserythrosora forma 

71. ヤブソテツ Cyrotomiumfortunei J. SM・ viridisora (NAKAI ex H. !To) H. !To 

各地の林床，石垣，斜面の明るい場所から暗い場所 坊所川右岸の林縁で1株確認，極めて稀。これは注

に普通。人家附近にも生育する。 意すれば各地で見つかると思われる。仲々胞膜迄注意

72. ヤマヤプソテツ Cyrtomiumfortunei var. cli- できない程ベニシダが多い為確認がつい不注意とな

vicola (MAKINO) TAGAWA る。

各地に点在し普通。ヤプソテツより少なく，林内を 82. トウ ゴクシダ Dryopteriserythrosora var. dト

好む傾向がある。 la ta ta〔Koroz.)SucrMOTO 

73. キヨタキシダDψlaziumsquamigeru1但（METT.〕 各地に多産。杉摘林々床を好むが，檎との混摘林に

MATSUM・ も生育する。檎のみの植林々床は嫌う様である。

各地の陰湿な杉槌林々床に点在し普通。群生せず。 83. 7 ノレパベニシダ Dryopterisfuscipes C. CttR. 

74. へラシダ Dψlaziumsubsinuatum (WALL. ex 久野川右岸に3箇所，左岸に1箇所で稀。適湿の平

HooK. et GaEv.) TAGAWA 坦な杉他林々床に点在。群生は1箇所のみ。

久野川左岸に2箇所，坊所川左岸に3箇所で稀。い 84. エンシュウベニシダ Dryopterismedioxima 

ずれも水の垂れる様な或は水の浸み出す様な陰湿な崖 Kornz・

や急斜面を好む。 各地杉僧林々床に少産。適湿で土壌の深い杉値林内

75. ノコギリシタ Diplaziumwichurae〔METT.〕 の斜面を好む。

DIELS 85. オオベニシダ DryoJうterishondoensis Koroz. 

坊所川右岸，水の滴たる岩崖に1箇所着生。山玉川 各地のやや乾燥した杉，檎混植林に普通。ベニシダ

右岸わさび回の湧水地急斜面にl箇所で稀。いずれも より も；量的には少ないが， 特に索さなくてもみられ

群生し個体数は多い。水を非常’に好む。 る。

76. イワヘゴ Dryoρteris atrata (WALL. ex KUNZE) 86. ギフベニシダ Dryoρteris kinkiensis Kornz. 

CHING 久野川右岸に1箇所，左岸に2箇所。坊所川右岸の

久野川右岸に2箇所。坊所川には点在し少産。 通常 杉，槍混他林平坦地に1箇所で符i。小さい窪地や混摘

は林内陰湿な流水地のそばを好むが，久野川右岸の石 林などの他のシダがあまり入り込まない所にポツンと

垣に20株程着生し周囲の林内に降りていないのが大変 見つかる司王が多い。

珍らしい。 87. キノクニベニシダ Dryoρteris kinokuniensis 

77. サイゴクベニシタDryopterisChampionii (BEw Kornz. 

TH.) C. CHR. ex CHING 各地杉値林々床に点在し少産。生育場所はベニシダ

久野川右岸に 1株，左岸に1株。坊所川右岸に2株， と変らない。ベユシダからト ウゴク シダに移行途中の
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一型の様に思える。 NAKAIKE 

88. クマワラビDηoρterislacera (THus.〕O.Kuw 久野川右岸檎植林々床に1株，左岸2箇所。！坊所川

TZE 右岸杉檎混植林 床々に1箇所計4箇所で稀。群生は久

各地に普通。あま り陰湿でなければ林縁から林内ま 野川左岸杉檎混摘林斜面にのみ。他は1株ずつ。

でどこにでも見られる。 99. ホソバシケシダ Lunathyriumconilii (FR. et 

89. ナガサキシダDryopterissieboldii (van Hou・nE SAv.) KuRATA 

ex METT.〕O KUNZE 各地の陰湿な杉植林々床に普通。 明星ケ岳北面に，

久野川左岸で杉植林内の土波の深い適湿地2箇所に 葉柄に鱗片の多いタイプ1群落あり。

各1株ずつで稀。県内でも極めて稀産種で，各1株と 100. シケシダ Lunathyri附刊 ja戸onicum(TnuNs.) 

は言え， 2箇所にある事は驚異である。 KuRATA 

90. ナガバノイタチシダ Dryo戸！erissparsa〔HAM. 各地の湿地，陰湿な林内，潜に普通。

ex DoN) O. KuNzE 101. セイタカシケシダ Lunathyriumlasiopteris 

坊所川右岸檎植林内と左岸の湧水地に各数株ずつ， (KUNZE) NAKATKE 

久野川左岸杉植林斜面に 100株程の群生地があるが全 各地の杉植林々床に普通。

体では稀。県内でも今迄3箇所で極めて稀。このエリ 102. オオヒメワラビLunathyriumokuboanum(MA-

アで新たに3箇所の発見は特異な事と考えられる。 KINO) SUGIMOTO 

91. オクマワラビ Dryopterisunijormis (MAKINO) 坊所川左岸湧水地1箇所にのみ群生， 極めて稀。水

MAKfNO 辺，流水中などを好む山地性シダ。

各地のやや乾燥した林縁，林床に多産。 103. ナチシケシダLunathyriumpetersenii (KUNZE) 

92. オオ イタチ シダ Dryopte円svaria var. hiko H. 0HBA 

nensis (H. ITo) KuRATA 各地の日当りの良い石垣，土崖に点在，稀。

各地の明るい林縁や林床に多産。 104. フモ トシケシダ Lunathy門umρseudo-conilii

93. ヒメタタチシダ Dryopterisvaria var. sacro- SERIZAWA 

sancta (Koroz.〕0Hwr 各地植林内の湿った平坦地に少産。

各地に点在し少産。やや乾いた林縁や林床にそう珍 105. ミヤマシケシダ Lunathyriumρ＇Jcnosorum

らしくなし、。槍植林々床にも生育する場合もある。 (CHRIST) Kor oz・

94. イワイタチシダ Dryopte円sva円。 var.saxif- 各地杉値林内に点在，少産。低地には少ない。

raga (H. ITO〕H.0HBA 106. イヌガンソ F Metteuccia orientalis (HOOK.) 

久野川明星ケ岳直下標高 700rn程の岩崖の隙聞に数 TREV. 

株，極めて稀。寒い地方では林床にも見られる。 各地林内，林縁に普通。 群生はしない。

95. ヤマイタチシダ Dryopterisvaria var. setosa 107. Fサソテツ Metteucciastruthiopteris (L.) To-

(TnuNs.) Onwr DARO 

各地林床に普通。オオイタチシダよりも山地と湿度 久野川左岸の土手に数株のみ，極めて稀。

を好む傾向が見られる。 108. コウヤワラビ Onocleasensibilis var. inter-

96. ミゾシダ Leρtogrammapozoi sudsp. [mollis- ruρta MAXIM. 

sima （~UNTZE) NAKAIKE 坊所川右岸と久野川左岸の杉林床2箇所のみ，稀。

各地の低地～高地，乾燥～多湿地まで極めて多産。 109. ゲジゲジシダ Phegoterisdecursiveρinnata 

97. ナライシダ Leptorumohramiqueliana〔MA- (van HALL) F白

XJM. ex FR. et S.w.) H. !To 各地の日当りの良い崖，石垣， 林縁，時には明るい

坊所川右岸杉植林床に1株。左岸槍植林床に1株。 杉櫛林の平坦な林床にも生育する事がある。多型で，
久野川右岸杉檎混植林々床に1株。稀。冷温？特を本拠 倍数体変異もあると云われる。普通。

とする為に山玉川水系では少ないと思われる。 110. ツノレデンダ Polystichumcraspedosorum (MA・

98. ナンゴタナライシタLeptorumohramiqueliana XIM.〕DIELS

subsp. fimbriata var. narawensis (Kornz.) 久野川上流右岸の古い石切場跡の岩壁に2株のみ，
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極めて稀。通常は川岸のオーパーハングする様な岩壁 むが，暖地系のシダの為少なし、。

で高湿度の場所を好む。 121. ハリガネワラヒ Thelypterisjaponica (BAK.) 

111. アスカイノテPoかstichumfibrilloso－ρalesceuin CHING 

(KODAMA) TAGAWA 各地の摘林々床に極く普通。

各地杉他林々床に普通。標高 200m以下では普通に 122. アオハリガネワラヒ Theかρterisjaρonica 

見られるが，標高が上がると急に少なくなる。湘南で forma viridescens (MAKINO) H. !To 

もバ、田原以東が多く，以西は少ない。 久野川左岸杉植林内の沢岸に1株。坊所川右岸の杉

112. アイアスカイノデPolystichumlongifrons Ku- 植林々床に数株。 母種にくらへやや葉幅が狭く感じ

RA1'A る。

各地の植林々床に普通。アスカイノデより多く，標 123. ヤワラシダ Theか•pteris laxa〔Fit.et SAv.) 

高も登っているが500m以上はほとんど見られない。 CHING 

113. ツヤナシイノデ Polystichumovatoραleaceum 各地杉及び楠との混嫡林々床に普通。ハリガネワラ

(KODAMA) KuRATA ビよりやや乾燥した場所にも生育する。

久野川右岸和留沢杉植林々床にl株，明星ケ岳直下 124. ヒメシダ Thelypterisρalustris(S.u,1ss.〕ScH-

山際に1株。坊所川上流右岸杉檎混摘林々床に1株， OTT 

稀。丹沢山系に多いが箱根山系は少なし、。 久野川源流，明星ケ岳稜線に点在。坊所川右岸の芦

114. イノデPolystichumρolyblepharum(Roni. ex 原湿地に群生していたが現在消滅，稀。

KUNZE) PR. 125. ヒメワラビThelypteristorresiana var. calvata 

各地植林々床に極めて多産。 (BAK.) K. IWATA 

115. サイコクイノデ Polystichumρseudo-makinoi 各地の明るい林縁，林床に多産。林内にも入る。

TAGAWA 126. ミド リヒメワラビ Thelypterisviridifrons TA 

久野川右岸に2箇所， 左岸に1箇所，坊所川最上流 GAWA 

に1箇所で稀。沢の最上音gの水の流れ出す所に多い。 各地の林内，林縁に普通。ヒメワラヒより林内を好

116. イノデモドキPolystichumtaga叩 ＇anumKuRATA む様で，暗い林床にも見かける。

各地の適湿地からやや乾燥した杉植林々床に普通。 127. ハガネ イワヘゴ Dryopterisx haganecola Ku-

久野川流域の方が多い傾向がある。坊所川は塔ノ峯直 RATA 

下に群生地あり。 坊所川左岸際転石の湧水地に群生するが，稀。イワ

117. ジュウモンジシダPoかstichumt門戸teron(Kuw へゴ Xオクマワラヒ‘。附近に仔株で殖えている為研究

ZE〕PR. の要有り。久野川左岸杉植林々床にも 1株あり。

各地林内の特に湿った場所や小沢の源流域に普通。 128. アイノコクマワラビ Dryopterisx mituii SERr-

苔の覆った転石地を特に好む。 ZAWA 

118. オオキヨス ミシ ダ Polystchumtsus simensis 各地の林床，林縁に両親より多い，多産。クマワラ

var. mayebarae〔TAGAWA)KuRA'rA ビ×オクマワラビ。

功所川右岸の平坦な杉植林々床に1株のみ，極めて 129. フシオシダ Dryoρteris x watanabei KuRATA 

廊。通常山地渓谷の岩壁を好む傾向がある。丹沢山系 久野川右岸に1株す’つ2箇所，左岸に1株， 3箇所

には多いが箱根山系には少なし、。オニイノデ，ヒメカ に見られ稀。オシタXオクマワラビ。胞子のあるオシ

ナワラビなど同系種も同じで地域的差違が見られるo ダは坊所川に1株のみなのに坊所川に無く，久野川に

119. ハシゴシダ Thelyρterisglanduligera (KuNzE) あるのはまだ発見できないオシダがあるに違いない。

CHING 130. ホソバフモトシケシダ Lunathyriumconilii x 

各地の小尾根，小稜線等やや乾燥した場所に普通。 ρseudo conilii 

120. コハシゴシダ Thelyjゆterisglanduligera var. 坊所川左岸杉他林内の陰湿平坦地に小群務，極めて

elatior〔EAT.〕KURATA 稀。ホソバシケテダXフモ トシケシダ。索がせばもっ

久野川右岸検植林の小斜面に1株，左岸杉槍混植の と見つかる可能性有り。

平坦地に2¥,!cで稀。 通常明るい石垣，小崖， 林縁を好 131. ムサシシケシ夕、Lunathyriumx japonicum var. 
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各地の杉， 1合及び混植林のやや乾いた林床に少産。

群生はせず檎林内にも入り込む。

138. コモチシダ Woodwardiaorientalis Sw. 

各地の崖， i；をいた急斜面の頂上附近，少いが時には

林内に，普通。崖から葉を垂らす事を好む。

チャセンシダ科 Aspleniaceae 

139. トラノ オシダ Asρleniumincisum THuNB・

各地の明るい石垣，小屋，時には乾L、た林床に，普

通。林内に生育するものは背が高くなる傾向が見える。

140. コパノヒノキシダ AsJうleniumsarelii HooK. 

久野川右岸の石垣に数株，坊所川流域の石垣に3箇

所て、稀。明るい人工による石壁面を好む傾向がある。

141. イワトラノオ Asρleniumvarians WAL!,. ex 

Hoo1c et GREV-

久野川右岸北面の時く湿った小石屋に数株のみ，極

めて稀。通常山地の湿った壁面に苔と一緒に生育する。

ウラホシ干ヰ Polypodiaceae 

ミアデウラボシ Crypsinushastatus (THuNs.) 

nwsashiense H. 0HBA 

坊所川右岸の杉植林中の小流水脇に小群生，極めて

稀だが，もっと見つかる可能性あり。シケシダ×セイ

タカシケシダ。

セイタカフモトシ ケシ夕、 Lnnathy門的nlaszo-

ρ！eris xρseubo conilii 

坊所川左岸，外輪山より派生した尾根末端部杉林内

の陰湿地l箇所に小群生。位めて稀だが見つかる可能

性あり。セイタカシケシダ×フモト シケシダ

133. ドウリョウイノデPolystichumx anceps KURA 

山 王 川水系 のシタ狂i

シシガシラ Struthiopterisni戸onica(KuNzE) 137. 

図4

132. 

TA 

各地杉植林内の両親混生地に少産。イノデ Xアイア

スカイノデ。

ハタシュクイノデ Polystichumx hatajnkuense 134. 

Ku1tATA 

久野川右岸北向の杉植林緩斜面に1株。坊所川右岸

塔ノ峯直下北向杉値林斜面に1株で稀。両親の混生地

は各地にあるが胞子の熱j切に差があるのか少なし、。ア

イアスカイノデ×イノデモトキ。

ミウライノデ Polystichumx miuranum KuuA-

COPEL-

久野川左岸のl；吃いた石に小群落が着生しているのみ

極めて稀。 111玉川流域では少ないのが珍らしい。

143. 7 メヅタ Lemmaphyllummicroρhyllum Pu. 

各地の陰湿な沢筋の岩盤，大石，樹幹に着生し少産。

144. ヒメノキシノフLepisoruso叫oei(Fu. et SAv.) 

142. 135. 

'l'A 

各地の両新混生地に少度。片親のアスカイノデが少

ない為かトウリョウイノデより少なし、。アスカイノデ

×イノデ。

136. オオタニイノデ Polystichumx ohtanii KuRATA 

各地の両親混生地に稀。アスカイノデ Xアイアスカ

イノ デ。 CHrNG 

久野川左岸の樹幹に少し着生，坊所川左岸の川に張
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図5 146種の本拠別パーセンテージ

り出した樹幹に少し着生。外輪山稜線附近の樹幹にも

少し見られる。通常は山地の樹幹や岩壁を好む。稀。

145. ノキシノブLeρisorusthunbergianus (KAULF.) 

CHING 

各地の岩上，岩壁，樹幹に着生し普通。樹幹は広葉

樹の北面を好み針葉樹は嫌うが，枯れた杉の校には着

生する事があるが，槍にはない。

146. クリハラン Neocheiropterisensata (THUNE.〕

CHING 

坊所川｜右岸の水の滴たる崖1箇所にのみ群生し極め

て稀。山王川水系で唯一の岩壁である。通常暖地の沢

筋の渓側，岩上，高湿度の苔の生えた転石地を好む。

山玉川水系に見られるシダ植物の科

図－4に示した通り， 14科146種が見られた。

1. トクサ科， l種スギナのみ。イヌスギナ，イヌ

ドクサは見つかっていない。

2. ヒカゲノカズラ科， 2種が見られ妥当。 ヒカゲ

ノカズラは稀産であるO

3. イワヒパ科， 4種が見られ，イワヒパはない。

4. ハナヤス リ科， 4種が見られ妥当であろう。

5. ゼンマイ科， 2種が見られ，シシ棄は稀産。

6. カクニサ科， 1種が見られ，妥当。

7. ウラジロ科， 2種が見られ妥当と思う。

8. コケシノブ科， 2種が見られる。この科は着生

シダのみなので，此の科のシダの少いのが山王川

水系の特色。

6. ワラビ科， 25種で2番目に多L、。ハチジョウシ

ダ，コバノイシカグマがこのエリアの特色となっ
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ている。

10. キシノオシダ科， 2種が見られ，妥当。

ー 11. オシダ科，種，亜種，変種，品種，雑種を含め

91種が見られ， 全体の61.3%を占め大きな特色と

なんている。

12. シシガシラ科， 2種でほぼ妥当だが，着生系の

オサシダが見られない。

13. チャセンシダ科， 3種が見られほぼ妥当だが着

生系が多い為，産量は少ない。

14. ウラボシ科， 5種が見られほぼ妥当だが，着生

シ夕、が多い為ノキシノブを除くと他の産量は少な

し、。

山王川水系にて特筆されるべきシダ

1. ヒカゲノカスラ〔ヒカゲノカズラ科〉

全国的に分布しているものの関東地方は空白の如く

少なし、。県内も数箇所しか発見されていない。やはり

本拠は暖地と考えられ静岡県以西に多L、。今回発見し

たのも貧弱な株で，今後の繁殖は考えられない。

2. コノミノイシカクマ（ワラビ科〕

暖地性γダで，静岡県以西に本拠を持つ。本県以東

は極めて稀になるが箱根外輪山には点在し特にこのエ

リアには4箇所も見られ特異である。県内では箱根を

除くと最近鎌倉市で発見されたのみである。

3. ハチジョウシダ（ワラビ科〉

伊豆半島の先端一紀伊半島の先端一足摺岬先端一九

州南端部沖縄八重山と日本の南端部のみ分布する

暖地性シダ。今回の発見で北限新産地となった。

山王川水系からわずか20mしか離れていない場所に



これも北限のコハチショウシダがある。このエ リアは フモトシダ，オオパノアマクサシダ，ナンゴクナライ

徴気象的に特殊性があるのではないだろうか。 シダ， ミドリカナワラビ，ナガノくノイタチシダ，サト

4. ミドリカナワラ ビ （オシダ科〉 メシダ， タカオシケチシダ等が見られる。

暖地性シダで，神奈川県が北限。全国的にも少なく 山玉川水系で， 146種のシダが確認できた事は，神

陵地の深山に生育する。標高約50mでの発見は全国的 奈川県内でもこのエリアは有数なシダの産地と言えょ

にも初めてであろう。今回の発見は園内で東限。 う。でき得るかぎりこの環境を保存して行きたいと思

5. ナガバノイタチシダ（オシダ科〉

暖地性シダで， 静岡県以西の太平洋岸を本処とす

る。県内でも極めて稀で今迄に3箇所しか発見されて

ないが，今回の調査で新たに3箇所も発見でき，その

内の1箇所は約 100株も群生している。おそらく神奈

川県で最大の群生地であろう。山玉川水系は微気象的

にみて暖地傾向があるのではないだろうか。

6. ナガサキシダ（オシダ科〉

暖地位シダで，九：什｜南西部を本拠と し本州以北では

極めて稀である。県内でも極めて稀で，筆者の発見し

た松田町産が園内で北限産地となる。今回の調査で2

箇所に各1株発見したが，やはりこのエリアの特異性

を感じる。

まとめ

1982年より1991年までに山玉川水系で， 111種， 2

亜種， 15変種，6品種， 12雑種の合計146種のγタ植

物が確認できた。

146種の本拠別のノミーセンテージは図 5の通りであ

る。

支流の久野川左坊所川では種数に大きな変化は見ら

れず，支流による環境の差は見られなL、。

温帯から暖帯を本拠とするシダは 130種であり。冷

温帯を本拠とするシダは16種にすぎなL、。約 l,000 m 

の明星ケ岳が控えていても，山玉川水系は暖帯シダが

主力のエリアと云えよう。

神奈川県を北限とするシダに，ハチジョウシダとナ

ガサキシダがこのエリアに見られ，神奈川県では稀な

シダにヒカゲノカズラ，コパノ イシカグマ，クジャク

うしだいである。

文 献

神奈川県植物誌調査会，1988. 神奈川県植物誌，1988.

神奈川県立博物館．

倉田 悟， 1979.倉田悟博士日本羊歯植物論文撰集．

日本シダの会，東京．

倉田 悟 ・中池敏之， 1979. 日本のシダ樋物図鑑（1)'

東京大学出版会，東京．

倉田 悟 ・中池敏之， 1981. 日本のγダ植物図鑑（2).

東京大学出版会， 東京．

倉田 悟 ・中池敏之， 1983. 日本のシダ植物図鑑（3),

東京大学出版会，東京．

倉田 悟 ・中池敏之，1985. 日本のシタ植物図鑑（4),

東京大学出版会，東京．

倉田 悟 ・中池敏之， 1987. 日本のシダ植物図鑑（5),

東京大学出版会，東京．

倉田 悟 ・中池敏之，1990.日本のシダ植物図鑑（6),

東京大学出版会，東京

志村義雄， 1987.富士山のシダ 静岡新聞社，静岡

杉本順一，1979. 改訂増補 日本草木植物総検索誌阻

シダ編．井上書店，東京．

竹田孝雄， 1982. 広島県のシダ植物博新館，広島

中池敏之，1982. 新日本植物誌シダ編．至文堂，東京．

三重県シダの会， 1989. 三重県のシダ植物． 三重県良

書出版会，三重．

山本 明， 1987.シダ観察ノ ート 東京都立成瀬高等

学校研究紀要，（2):10 13. 

（日本シダの会関東支部）

103 



写真 1. ヒカゲノカズラ 2. コパノイシカグ7 3. ハチジョウシダ

4. ミドリカナワラビ 5. ナガパノイタチシダ 6. ナガサキシダ
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神奈川自然誌資料 (13) : 105～111, Mar. 1992 

厚木市鐘ケ獄山麓部の蘇苔類目録

吉田文雄・生出智哉

Fumio YOSIDA and Toshiya OIZURU, A List of Bryophytes on the Foot 

of Mt. Kanegadake in Atugi City. 

はじめに ヌノレデなどが多L、。近年は，ヒノキ，スギの植林が盛

東丹沢，鐙ヶj款についての蘇苔類調査は，ほとんど んに行われ値生や景観の一変した所も多くなった。沢

なされていない。 浴いのスギの大木には着生した蘇苔類や地衣類もあり

手塚（1964）は，丹沢大山学術調査の中で一本のプナ 霧が発生していることがうかがえると共に自然環境の

の樹幹上に蘇類 ・34種，苔類 ・21種を確認している。 良好なことを示していると言える。調査地域で蘇類83

その後，生出（1979〕は，丹沢山麓部中津川河床に生 種，苔類49種，ツノゴケ類3穫の計135種を確認した。

育する，オニグノレミやヤマハンノキの樹幹上に苦手類 ・ 採集者を次のように略記する。 〔〕内は標本保管

22種， 苔類 ・15種を報告した。 場所を示す。

また，地上生の蘇苔類について，生出・吉田（1986〕 O；生出智哉（神奈川県立博物館〕

は，丹沢山地東斜面と山麓部の調査を行い， 鷲類 ・95 Y，吉田文雄〔厚木市教育委員会〉

種，苔類 .43種を確認した。

今回，厚木市の西部，鐙ケ獄山麓部の地上生蘇苔類

を主とし，樹幹着生種も含めて調査を行った。

ここに収録した蘇苔類目録は，吉田と生出が1988年

より1990年迄の3年間に採集した標本をもとにして作

成したものである。

調査地の概略

鐘ケ獄〔561.1 m）は，厚木市の西部に位置し，丹沢

大山自然公圏内にある。頂上より北側の尾根浴いは，

行政区画上清川村と接する。

援護気候

鐘ヶt款に関する気象資料は得られないが， 近接す’る

半原の年間降水量は，2,081 mmで，県内では，箱根，

(4,540mm）や丹沢西部（2,455阻〉に次いで多い。

後植生

鐙ケ獄の中腹部は，クマシデ，ヤシャブシなどの夏

緑広葉樹林，アブラチャン，ニシキウツギ，スズタケ

などの低木林が発達している。又尾根浴いにモミもよ

目 録

MUSCI (BRYOPSIDA）蘇綱

BRYIDAE マゴケ亜綱

POLYTRICHALES スギゴケ自

PolytrichaceaeスギコケfJ十

Atrichum undulatum (Hww.) P. BEAuv. 

ナミガタタチゴケ． （七沢08903, y 4015〕，不

動尻〔Y-4076).

Polytrichum commu河EHEow. ウマスギゴケ．七沢

(Y-4016). 

P. formosum HEow. オオスギゴケ．弁天の森〔Y-

4040〕

Pogonatum inflexum(Lrnos.) LACコスギゴケ．七沢

(0-8902, Y-4017). 

P.ゆinulosumMitt.ハミズゴケ．七沢〔Y-4018).

FISSIDENTALES ホウホウゴケ目

Fissidentaceaeホウホウゴケ科

Fissdens ade争hinus BESCH. コホウホウゴケ．七沢

(0-8908, F 4019). 

くみられる。標高 150mあたりから緑色凝灰岩の露頭 F. micro-serratus SAK. ジングウホウホウゴケ．不

が点在し，急傾斜地は，ニシキウツギ，マノレパウツギ， 動尻（Y-4077).
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図1 調査地域の概略

1 鐙ケ緑山頂 2・七沢（広沢寺〉 3・不動尻（キャンフ・場〕 4 奥半谷林道 5 弁天の森（キャンプ場〉

F. nobilie GRIFF.ホウホウゴケ． 鐙ケ岳〔y4120〕． T何 matodonlongicullis MrcHX.ユミダイゴケ．七沢

F. grandif rans BRrn. var. planicaulis (BsscH〕Noc. (Y-4022). 

ホソホウホウゴケ 不動尻（Y-4078〕． Laucobryaceaeシラガゴケ科

DI CRAN ALESシッポゴケ自 Leucobryum bowringii M1TT. アラハシラガゴケ．弁

Ditrichaceaeキンシゴケ科 天の森（Y-4152).

Ceratodon puゆureus(HEnw.) Barn. ヤノウエノア L. neilgherrense C. MusLL. ホソパオキナゴケ．七沢

カゴケ．七沢〔09266, Y-4020). (0-8911, Y-4022〕．

Ditricum pallidum (HEnw.〕HAMPE.キンシゴケ POTTIALES センボンコケ目

弁天の森（Y 4151〕 Pottiaceaeセンボンゴケ科

Bryoxiphiaceaeェビゴケ科 Anoectangium aegtivum (HEDw.) MITT. ネジレラ

Bryoxiphium norvegicum〔Barn.)MrTT. subsp. ja- ッキョウゴケ． 七沢（Y4024），不動尻（Y-4079).

ponicum (BERccR.〕LovEet L凸VE エピゴケ． 弁天 Astomum crispum (Hsnw.) HAMPE. ツチノウエノ

の森（Y-4145). タマゴケ．七沢（08912, Y-4025〕．

Dicranaceaeシッポゴケ科 Barbula unguiculata HEOw. ネジクチゴケ．七沢

Campylopus richardli BRrn. フデゴケ 不動尻〔Yー co 8912). 
4193). Hyopbyilaρropaqulifera BROTH. ハマキゴケ．七沢

Brothera Leana (Su11.) C. MUELL.シンゴケ．七沢 co 8913, y 4026），不動尻（Y-4080〕，弁天Jの森
(0-8910〕， 鐘ケ岳（Y 4121). (Y-4147). 

Dicranella hettromalla (H EDW.〕ScHIMP.ススキコ Weissia controversa HEnw. ツチノウエノコゴケ．七

ケ七沢（08909, Y-4021). 沢〔Y-4027），奥半谷林道（Y4160). 

Dicranodonteum denudatum (Bmn.) E. G. BRITT. GRIMMIALES ギボウシゴケ目

ユミゴケ．弁天の森（Y-4146).
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Grim，刊iaapocゆaHrnw.ギボウシゴケ．奥半谷林道 ゴケ．不動尻 （Y-4084).

(Y-4161). Philonotis fontana (HEDW・〕BRID.サワゴケ 不動

Ptychomi1rium dentatum (MITT.) J AEG. ハチヂレ 尻（Y-4085).

ゴケ．鐙ケ獄〔y4122〕，不動尻（Y-4081). P. socia M1TT. コツクシサワ ゴケ， 七沢（0-8921,

P. linearifolium REIM. et SAK.イシノウエノヒダコ Y-4036），不動尻（Y-4086).

ケ 不動尻（Y-4082〕． ORTHOTRICHALES タチヒダゴケ目

Rhacomitrium anomodontoides CARD. ナガエノスナ Orthotrichaceaeタチヒダゴケ科

コケ．弁天の森 〔Y-4148〕． Macromitrium gymnostomum SuLL. et LESO. ヒメ

R. canescens (Hrnw.〕BRID. スナコケ鐙ケ獄（Yー ミノゴケ． 七沢（Y-4037).

4123〕． M. japonicum Doz. et MoLK. ミノゴケ 不動尻（Y-

Erpodiaceaeヒナノハイゴケ科 4087），七沢 （Y-4038〕，鐙ヶ獄 （Y-4200).

Clyρhomitrium hu1河illimum(MITT.〕CARD.サヤコ Orthotrichum consobrinum CARD. コダマゴケ．不動

ケ．七沢 co8931, y 4027〕． 尻〔y4201). 
Venturiella sinensis (VENT.) C. MuELL.ヒナノハイ Climaciaceaeコウヤノマンネンゴケ科

ゴケ．七沢 （Y-4028). Climacium jaρonicum Lrnos. コウヤノマンネンゴ

FUNARIALES ヒョウタンゴケ目 ヶ．不動尻 co9277, y 4202). 
Funariaceaeヒョ ウタンゴケ科 Pterobryaceaeヒムロ ゴケ科

Funaria hygrometrica Hrnw. ヒョ ウタ ンゴケ．七沢 Pterobryum arbuscala Mm・. ヒムロゴケ． 不動尻

(0 8930, Y 4029). (Y-4203). 

Phyrcomitrium curystom削刊 SENDTN.ヒログチゴケ． Neckeraceaeヒラゴケ科

七沢（0-8929,Y-4030). Neckeropsis nitidula (MrrT.〕． リボンゴケ．不動尻

EUBRYALES ホンマコケ目 〔Y-4204〕．

Bryaceaeカサゴケ科 Homalia jゆonicaBE唱団． ヤマトヒラゴケ．不動尻

Anomobryum filifoγme (DICKS・〕HusN. ヒメギンゴ (Y-4205). 

ケモドキ 弁天の森（Y-4149). Thamnobryum sandei (Besch〕IWATS. オオト ラノ

Bryum argenteum Hrnw. ギンゴケ．七沢（0-8927, オゴケ．鐙ケ獄 （Y-4206).

Y-4031），鐙ケ獄 （0-8928,Y-4124〕． Lembophyllaceae トラノオゴケ科

B. caρillare HEow. ハリ ガネゴケ．七沢（Y-4032), Dolichomitra cymbifolia (Lindb.) BROTH. トラ ノ

奥半谷林道 （Y4162〕． オゴケ．不動尻 （Y-4207).

Rhodobryum giganteum (Schwaegr.〕Par.オオヵ Dolichomitrioρsis diversifo抑制s(MrTr.) Noc.コクサ

サゴケ．不動尻 （Y4192). ゴケ．不動尻 （Y4203). 

Brachymenium exile (Doz et Molk.〕Bosch et Jsothecium subdiversiforme BEorn. ヒメコクサゴケ．

Lac.ホソウリゴケ．七沢（Y-4033〕． 鐙ケ獄（0-8923,Y-4209). 

Mniaceaeチョウチンゴケ科 HOOKERIALES アブラゴケ目

Trachycystis microphylla (Doz.巴tMolk.〕LINDB・ Hookeriaceaeアブラ ゴケ手ヰ

コパノチョ ウチンコケ 央半谷林道（Y-4163). Hookeria acutifolia HooK. et GREV. アブラ ゴケ．

Plagiomnium maximoviczii (LINDB目〕 KoP. ツノレチョ 七沢（09288, y 4039). 

ウチンゴケ．弁天の森（Y-4150). Hypopterygiaceaeクジャクゴケ科

P. tγichomanes (M1TT.) KoP.コツ ボチョウチンゴ Hypopterygium fauriei BESCH.チジャクゴケ．七沢

ケ．七沢（0-8605,Y-4034). (0-8906, Y 4040). 

P. vesicatum (BESCH.〕Kop.オオバチョ ウチンゴケ． HYPNOBRYALES シトネゴケ目

七沢（0-8904,y 4035），不動尻（Y4083〕． Leskeaceaeウスグロゴケ科

Bartramiaceae !Jマゴケ科

Bartramia pomiformis var. elongata TURN.タマ

Okamuraea hakoniensis (MITT.〕BRSCH. オカムラ

ゴケ．不動尻 （Y-4210).
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Thuidiaceaeシノブゴケ科 Sematophyllaceaeハシボソコケ科

Anomodon minor subsp. integerrimus (MrTT.〕Iw A- Clastobryella kusatsuensis〔BESCH.〕IWATS.コモチ

TS. キボウシゴケモドキ 不 動尻（Y-4211). イトゴケ 七沢（0-8915,Y-4049). 

Hap!ocladium angustifolium〔Hampeet C. Muell.〕 Brotherella henonii (DUBY) FL. カガミゴケ．七沢

Droth. ノミハニワゴケ 七沢（Y-4194〕． 〔0-8900,y -4050) . 

Boulaya mittenii (BROTH.〕CARD. チャボスズゴケ． Hypnaceaeハイゴケ科

不動尻（Y4212). Hypnum plumaefon河eWr凶． ハイゴケ．七沢co-
Haρlohymenium sieboldii (Doz. et Moll仁） Doz. et 8907, Y-4051). 

Molk. イワイ トゴケモドキ．七沢（4041). H. tristo-viride (BROTH.) PARIS.イトハイゴケ 不

H. triste (CESA'r!〕KINDB.イワイトゴケ．鐘ケ綴（Y 動尻〔Y-4089〕．

-4213). HEPATICAE (HEPATICOPSIDA）苔綱

H. pseudo-triste (C. MuELL.) BROTH. コパノイトゴ JUNGERMANNIALESウロコゴケ自

ケ．奥半谷林道〔Y-4214). Trichocoleaceaeムク ムクゴケ科

Herpetineuron toccoae (SuLL. et LESQ・）CARD. ラセ Trichocolea tomentella (EHRH. ) DuN. ムクムクゴ

ンゴケ．七沢（Y4042），鋭ヶ欣（Y-4215〕． ケ．不動尻（Y-4170).

Thuidium kanedae SAK. アソシノブゴケ．七沢（0- Trichocoleopsis sacculata (Mr-r-r.) OKAM. イヌムク

8920），不動尻 （Y4216). ムクゴケ 不動尻（Y4090). 

Amblystegiaceaeヤナギゴケ科 Lepidoziaceaeムチゴケ科

Cratoneuron filicinum (HEow.) SPRUCE. ミズシタ Kurzia makinoana (STEPHH.〕GROLLE. コヌギパゴ

ゴケ．七沢（0-8919,y 4043). ケ．不動尻（Y-4171）ー

Brachytheciaceaeアオギヌゴケ科 Lφidozia vitrea STEPH. スギパゴケ．不動尻（Y-40

Brachthecium brotheri PAR. アラハヒツジゴケ．七 91〕．

沢〔Y-4217). Bazzania japonica (LAc. 〕LINDB. ヤマトムチゴケ．

B.ρlumosam〔Hsow.)B. S. G. ハネヒツジゴケ． 不動尻（Y-4092).

七沢（0-8926,y 4044），奥半谷林道（Y4218). B. pompeana (LAc.) MrTT. ムチゴケ．不動尻（Y-

B.戸opuleum(HEow.) B. S. G. アオギヌゴケ．七沢 4093). 

(0-8918, Y 4045). B. tridens (RErNw. et AL.) TRsv.コムチゴケ．不

Myuroclada maxinioviczii(BoHcz.)STEERE et ScHOF・ 動尻（Y-4094).

ネズミノオゴケ． 鐘ケ獄co8924），不動尻（Y42 Calypogeiaceaeツキヌキゴケ科

19). CalyJうogeiatosana (STEPH・〉トサホウゴケモドキ．七

Rhynchostegium pallidifolium (Mn"r. ) J AEG. コカ 沢 〔Y-4052），不動尻 （Y4172〕．

ヤゴケ．七沢（0-8901,Y-4046〕 C. trichomanis (L. ) Co RDA. ホラゴケモドキ．不動

R. riparioides (HEDw.) CARD.アオノ、イゴケ．不動 尻（Y4173〕

尻（Y-4220). Jungermanniaceaeツボミゴケ科

Entodontaceaeツヤゴケ科 fungermannia infusca (MrTT.) STEPH. オオホウキ

Entodon callengeri〔PAR.)CARD. ヒロハツヤコケ ゴケ。不動尻（Y-4095〕．

七沢（08917, Y 4047). Scapaniaceae ヒシャクゴケ科

E. rubicundus (M1TT.) JAEG. et SAUERB.エダツヤ Sea仰向iaampliate STEPH. オオ ヒシャクゴケ．不動

ゴヶ．七沢（Y-4048). 尻（Y4174). 

Plagiotheciaceaeサナダゴケ科 Lophocoleaceaeウロコ ゴケ干斗

I sopterygiumρohliaecaゆum(SuLL. et LESQ.) JARP. Lophocolea heterophylla (ScHRAD.) DuM. トサカゴ

アカイチイゴケ． 鐘ケ獄（08925, Y-4125). ケ．弁天の森（Y-4142）不動尻（Y4175). 

Taxiphyllum taxiramcum (MrTT.) FL. キャラハコ L. minor NEES.ヒメトサカゴケ．弁天の森（Y-4143〕，

ケ。七沢（0-8616,y 4048) . 不動尻（0-9299,y 4176). 
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Chiloscyphus polyanthns (L.〕CORDA.フジウロコゴ リゴケ．不動尻（Y4187). 

ケ．七沢（Y-4053），不動尻 （Y-4177〕 METZGERIALES フタマタゴケ目

Heteroscyphus bescherellei (STEPH.) HATT. オオウロ Blassiaceaeウスパセ、ニゴケ科

ゴケ．弁天の森（Y-4141），不動尻〔Y-4178〕． Blasiaρusilla L. ウスパゼニコケ 鐘ケ獄 （0-8933,

Plagiochilaceaeハネゴケ手斗 y 4127). 

Plagiochila acanthophylla GoTT. subsp japonica Dilaenaceae ミズゼニゴケ科

(LAC.〕INOUE. コハネゴケ．奥半谷林道（Y4164) Makinoa crispata (STEPIL) MrYAKE. マキノゴケ．

不動尻（Y-4179). 七沢（Y-4062).

P. Ovalifolia MrTT. マノレパハネゴケ目不動尻（0-93 Pellia endivifolia (DrcKs.〕DuM. ホソノミミズゼニゴ

00, Y-4096〕ー ケ鐙ケ獄（08934, y 4128〕．

Cephaloziaceaeヤバネゴケ科 Metzg巴riaceaeフタマタゴケ科

Ceρhalozia otaruensis STE PH.オタノレヤバネコケ0 －七 Metzgeria japonica (HATT.〕KuwAH. ヤマ トフタマ

沢（Y4054），不動尻〔y 4180〕． タゴケ不動尻（Y-4188〕

Odo持toschismadenudatum (NEES.〕DuM. クチキコ MARCHANTIALES ゼニコケ目

ケ．不動尻（Y-4181〕． Grimaldiaceaeジンガサコケ科

Radulaceaeケビラコケ科 Reboulia hemisphaerica (L.〕RADDI. シンカサゴケ．

Radula jaρonica GoTT. ヤマトケビラゴケ．七沢（Y一 七沢（Y4064). 

4055），不動尻〔Y-4182). Plagiochasma intermediu1河 Lindend.et GoTT. ツボ

Porellaceaeクラマゴケモドキ科 ゼニコケ七沢〔Y-4191).

Porellaρerrottetianna〔MoN'r.)TREV. クラマゴケ Conocephalaceaeシャコケ科

モドキ．不動尻（Y-4097〕． Canoeφhalum conicum (L.〕LJNDB.ジャゴケ．七

P. vernicosa LrNDB. ニスピキカヤゴケ．不動尻（0- 沢〔0-8958,Y-4065）鐙ヶ獄（08939, y 4129) 

9322, y 4098). 不動尻（Y4189). 

Macvicarza uloρhylla〔STEPH.〕HATT.チチミカヤコ C. Stψradecomρositu1η （LIN DB.) STEPH. ヒメジャ ゴ

ケ． 七沢（0-9323,y 4056），不動尻〔y4183). ケ．七沢〔0-8937,y 4066），不動尻（Y4190〕．

Frullaniaceaeヤマデゴケ科 Weisneralla denudata (MITT.) STEPH. アズマゴケ．

Frullania muscicola STEPH. カラヤスデゴケー七沢 不動尻（Y 4102). 

〔Y-4057〕，不動尻（Y-4099〕 Marchan tiaceaeゼニコケ科

F. amz戸licraniaSTE PH. クロヤスデゴケ．七沢（Y Marchantia戸olymorphaL. ゼニコケ． 七沢（Y40 

4058〕， 不動尻（Y4184〕． 67〕

F. hamatiloba STEPH.カギヤスデゴケ．不動尻〔Y M. tosana STEPH. トサノゼニコケ．不動尻〔y4103), 

4185). 弁天の森（Y4144). 

F. tanarisci (L.〕DuM. シダレヤスデゴケ． 鐙ヶ獄 M.戸aleaceaBERTOL. var diρ！era〔MoNT.〕フタバネ

(Y 4126），不動尻〔09344, y 4100〕 ゼニゴケ．七沢（Y4068). 

Lejeuneaceae クサリコケ科 Dumortiera hi何uta(Sw.〕NEES. ケゼニコケ 七沢

fubula jaρonica STEPH. ヒメウノレシゴケ．七沢（Yー 〔08935, y 4069）.鎚ケ獄（0-8936, Y-4130). 

4059). 不動尻（Y4190). 

Nip1うonolejeuneapilifera (STEPH.〕HATT. ケシゲリ Lunullariaceae ミカヅキゼニコケ科

ゴケ．不動尻 （Y-4186). Lunullaria crusiata (L.〕DuM.ミカヅキゼニゴケ．

Trocholejeunea sandvicensis (GoTT.〕M1zuT. フノレ 七沢〔Y-4070〕．

ノコゴケ（七沢〔09355, Y 4060). Ricciaceaeウキゴケ科

Lejeunea japonica Mr TT. ヤマトコミミ ゴケ． 七沢 Ricciocaゆosnatans (L.〕CORDA. イチョウウキゴケ．

(Y 4061〕 七沢（Y4071). 

Cololejeunea longifolia (MrTT.〕BENEDIX. ヒメクサ Riccia glauca L. ハタケゴケ．七沢（Y4072). 
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R. fluitans L. ウキゴケ．七沢（Y-4073).

ANTHOCEROTAE (ANTROCEROTOPSIDA) 

ツノゴケ綱

Anthocerotaceaeツノゴケ手斗

Phaeoceros laevis (L.) PROSK・subsp. carolinianus 

(MICHAUX.) PROSK・ニワツノゴケ．七沢（Y-4074).

Anthocerosρunctatus L. ナガサキツノゴケ．鐙ケ獄

(Y-6001). 

Nothothylas japonica HoRIK. ツノゴケモドキ．七沢

(Y-4075). 

110 

文献

手塚映男， 1964.二 ・三の樹木主幹部における着生植

物群落．丹沢大山学術調査報告書，神奈川

県； 201～219.

宮脇昭 ・佐々木寧・小林良，1982.厚木市の植

生，厚木市・ 17-42.

生出智哉，1978.丹沢山塊中津川中流域の樹幹着生植

物群落について．神奈川県立博物館，研究

報告，自然科学（11) 61ー 73.

生出智哉 ・吉田文雄， 1986.丹沢山地東斜面とその山

麓部の蘇苔類目録第一報．神奈川自然誌資

料，（7) 97-103. 

（吉田文雄；厚木市教育委員会．生出智哉；神奈川県

立博物館〕



図2 鐙ケ獄山麓部の蘇苔類と景観

1 .鐙ケ獄南斜面の景観（1991.12. 29撮影） 2.ホウオウゴケ 3.アソシノブゴケ 4.シダレヤ

スデゴケ 5.大沢の渓流（1991.12. 29撮影〉 6.ムネヒツジゴケ 7.ネズミノオゴケ 8. ニス
ビキカヤゴケ
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神奈川自然誌資料（13): 113～117, Mar. 1992 

秦野盆地のボーリングデータ

dふ-, 方え 勇

Isamu IMANAGA: Boring Data of Hadano Basin 

はじめに

秦野盆地は，丹沢山塊の南東山麓部にあり，盆地の

南端を渋沢断層が東西に走り，大磯丘陵がその南に位

置している。丹沢山地と伊豆半島との聞の鞍部をとお

る神縄断層から大磯丘陵の西縁をとおる国府津一松田

断層，相模トラフを通る相模構造線と続く一連の構造

線は，北米プレートとフィ リピγ海プレー トとの境界

をなす断層であるといわれる（杉村， 1961；・他）。このプ

レート境界で，フィリピン海プレートが北米プレート

の下に潜り込み，あるいは衝突しているとしづ。国府

津ー松田断層を境に大磯丘陵の西端は隆起し，足柄平

野と比高200m前後の高地をなしている。また神縄断

層を境に丹沢地塊が足柄層群の上に乗り上げている。

このようなプレート境界周辺にあって秦野金地は，凹

地を作っており，その成因について関心が持たれてい

30ー40 m 'l'~ 
I 7ー27m:;::: 

I Iー16mミぶ
6-1 2mlilll 

3ー 7m：－：，・
0- 3m引

る。

秦野盆地の成因については，以下の考えがだされて

いる。一つは，渋沢断層を境に秦野盆地側が重力方向

に落ち込んで出来たという正断層説（金森 ・安藤，

1973）であり， 一つは，渋沢断層を境に大磯丘陵側が

秦野盆地仮I］に乗り上げてできたとする逆断層説（上杉

他， 1981）である。秦野盆地は，プレート境界の構造

運動を知る上で重要である。

秦野盆地の地質・地形について，これまでに多くの

報告がある。例えば長瀬（1985）は，盆地の更新統を

秦野層，水無層，水神層に区分している。地形区分に

ついて，町田他（1968）は，国立療養所のある面を青

沢面に千村のある台地を軽石流堆積面に対比し，その

他の盆地地域を立川面に対比している。小島他〔1975)

は，秦野盆地の葛葉川以南を軽石流堆積面，尾尻面に

区分した。内田ほか（1981）は，秦野断層の付近を，

図1 秦野盆地のボーリン

グ地点および地表面から

最上部磯層表面までの深

さ（最上部ローム層の厚

さ〉を区分した図
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葛葉台面，今泉面，尾尻面に区分した。 が，同台地の中の小田急団地のある高地は， ローム層

秦野盆地の耳L積物は，盆地を埋めているよ社積物の故 下に基擦の丹沢層群が現れているものと推定される。

に，観察しにくくボーリングによるデータの検討が必 沼代から曲松へかけて小田急線と国道246号がとお

要である。ここでは，秦野市に保存されている多数の る東西方向の鞍部は，鞍部を横切って南から北にかけ

ボーリング ・データを使用して主に表層の地質と地形 て，ロ ーム層の厚さに変化が見られないので，この鞍

面について検討を試みた。 部は，東西方向をili1hとする焼曲によるものと考えられ

特に，一つの地点で，それが例えば学校であれば， る。

校舎の建設の時やその後の増築改築の時にボ リング 秦野盆地内の尾尻面（小島他， 1975〕は，ロ ム層

調査が行われ， 一つの学校の敷地内の多数の地点でボ の厚さから， 2つの面に分けられると考えられる。一

一リングがおこなわれている。これらのボーリ ンク地 つは，葛葉川と水無川の問の面〔7 11 mの面〉，も

点の海抜高度を2500分の l地形図から読みとり，ボー う 一つは，水~川以西の面（ll-16mの面〉である（図

リング・データと基準点の記載をもとに，最上部事者層 1 ）。

面の海抜高度を算出した。次いで同様層面の等高級図 水無川｜と四十八瀬川との問でB地点〔西小学校〉，

を描いて地形而を検討した。 C地点（堀川小学校）， D地点 （市文化会館 ・図書館〉

秦野市のボーリンクデータ

秦野市が，学校建設，公民館建設等の工事を行った

地質ボーリング調査のデータの分析を行った。ボーリ

ング・データは，建設基盤調査を目的としたものであ

るので、地表面下30m前後まででボ リングを終了して

いるものがほとんどであり，検討した内符もこれらの

深さまでに限られている。またポーリングの位置は建

築物のある地域に限定されているので，データの分布

に片寄りがある。襲来川以東の地域は，秦野断層の影

響を受けて傾勤している地域であり， DIJEH他 （1968〕

により，音沢簡に対比されている地域であるが，ボー

リングデータが少なく検討から省いた。今回検討した

地域は，葛葉川以西の盆地地域である。

ボーリングデータの分析

秦野市域で得られたボーリング地点と＠：上位機！官『頂

面までの深さーすなわち各ボー リング地点の最上部ロ

ーム層の厚さ を検討し，30 40m+, 17 27m+, 

11 16m, 6-12m, 3-7 m, 0-3 mの6つのグ

ノレ プに区分することができた（図1〕。

久所，柳川，土矯， f品ノ尾，大久保，本八沢の部落

のある地域は，秦野盆地の西側に接してみられる小型

の盆地状の構造である。この地域のA地点（上小学校

・上幼稚園）のボーリングでは，ロ ーム層のみが40m

を越えているので， 30 40m＋のグノレーフ。に入れた。

ここでは厚いローム層の下に深い盆地状の椛造が隠さ

れているものと思われる。

渋沢駅と室川の聞に挟まれた台地は，＊京総石流堆

積物の耳i；積而とされる 〔町田他， 1968：長瀬他， 1972〕
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をつなぐ線でボーリングデータ 〔図 3）を基に断面を

描いてみた（図2〕。地点B （西小学校）では， ロー

ム層 （表土を含む〉の厚さが，19.4から20.7m。C地

点（堀川小学校〕では， ローム層の厚さが， 14.0から

15. 9m。D地点 （市文化会館 ・図書館〉では， ローム

層の厚さが4.7から7.Sm。図書館て、は， 6.15から6.80

である。

B, C, D地点は，表層のローム層の厚さが，凶か

ら東に薄くなる。これらの地形面は，水無川により形

成され， 西から京に移った新しい段丘商と考えられ

る。

図2のB,C, D各地点の磯層上商の等高級図は，

ボ リングの地表面の海抜高度を2500分の l地形図か

読みとり，ポーリングデータから最上位礁層の海抜高

度を推定し摘し、たものである。

等高線は， lm間隔であり，それぞれ北西側から南

東側への推積面の傾きを示している。 それぞれの磯層

の堆積期に流向が，ほぼ南東方向に向いていたことを

示している。現在の四十八瀬川の流路が南北方向を取

る部分は，これらの面の傾斜方向とはまったく調和せ

ず，南に流れている。現在の四卜入瀬川の南北方向の

流路の形成は，盆地西縁を南北に走る断層があってそ

の弱線に沿って流路が決定されたものか，または，沼

代から曲松に延びるかt曲の形成に伴う南への傾動によ

るものと推定される。

おわリに

調査にあったて，市内の2500分の l地形図，学校等

のボーリング ・データの提供をいただいた秦野市都市

計画部，建築部，水道部の方々に対して厚くお礼を申



220寸 A

160-i い ～叫小4 ¥ /I I I "'- C 

140 

B 

－

1句
A

t－
－
ー

ロ

D 

市rt.ほりかわ幼雄図

D 

m
 

伺

h
U4
 ＼

 、
＼
 、

＼
 

＼
 

＼
 
、、r
 

145皿

144回

5 0ケ／

c 

図2 代表的A,B, 

C, D 4地点の柱

状図と B, C, D 

地点の最上部事者層

表面の等高線図。

（左上；柱状図，右

上； 地点および等

高級の概略図，

中・下； Bc D各
地点での多数のボ

ー リング ・データ

より推定して描い

た磯層頂面の等高

線〉

115 



］
戸
同
町

D
H
4

・4
D
E
’3
 

D

コ’
2

D
ローー

D
E－
－

o
 

D
H
m
E
9
 

D
5
・8

D
Z
・7

D
H
m
a
6
 

D
F
？
5
 

D
5
4
 

D
5
・3

D
H？
2
 

D
Z
’l
 

c
z’3
 

c
z’2
 

C
H
？
1
 

czλb 

C
H
f
5
 

C
H品
f
4

C
F
品。
3

cz，
2
 

C
E－
－
 

B
H
M
t
4
 

B
H曲
目

3

B
5
0
2
 

B
E－
－
 

B
H
N
t
2
 

B
H
N
’1
 

一。。－
一
e

－’h

[ 

－ L 
L 

o

e

 

e

e

 L 

L 

L 

0
 

0

・

... ..・可。
。•I•・E,. 。I.
叫 0

0
 

0

・0

L 

L 

L 

L 

:t 

。

L 

。0

．。・
e

a

a

o

o

。

l

l

 

・－
ぺ
U
O
i
J
l
劃
一
、
♂
iI
h

－－e
一
3

・
0

0

．。

L 

0
 

．． 

。

L 

o

o

 

－

－

 

0

・0
。e
o

－－
e

a

e

o

－

－

 

e
e

－
－
－
－
e
 

－－
o
e
－－－
e
 

Av

－－ 

。。。。一。。

l
 

e

・e

・－
e

－

。。
e

o

－

－

 

。
。
。
。
－
’
L

L L L 

L 
L L 

L L 
L L 

L 

L 

L 

5m  

lOm L 
L L 

L 

L 

L 

.. 。L 

L 

L 

L 

L 

L L 

0

．
。
。
。
。｜
 

0

．
。
。
。

0

0

・
。
。
。
。

l
 

e

e

．
。
。
。
。

L L 

’

o
 

l
 

o

o

－
 

。
。
。

。。。。

L 

. 
． 
o. ... 
・0

・・

1
 

。．
0

0

L 

L 

L 

L: L 

L 

h
 

E

・e

・

L 

L 

．＃． 
L 

、

15m  

2 5 m . 

30m  

20m  

B, C, D地点でのボーリング柱状図〔地点番号は，図2による〕 L：ロ ーム層，横線模様．泥 ・シノレト

層，点模様：砂層，円点模様：砂磯層

図3



し上げる。
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鎌倉市の前期更新統大船層産，深海性員類・

甲殻類・硬骨魚類化石群集について

小 泉 明裕・ 松 島 義章

Akihiro KOIZUMI and Yoshiaki MATSUSHIMA: Upper Bathyal Molluscan 

Fossils, Crustacea and Fishes from the Lower Pleistocene Ofuna Formation 

in Kamakura, Southern Kanto. 

横浜市南部～鎌倉市の丘陵地には，鮮新世後期～更 凝灰岩，三梨 ・菊地 （1982）の Of2 (026), または

新世前期の海成層，上総層群が広く分布している （三 横浜市公害研究所（1981〕の Of3に相当し，広く追跡

梨 ・菊地， 1982など〉。 されている鍵テフラに対比される。

最近，鎌倉市岩瀬の宅地造成地（図1〕において，

上総層群大船層層準の層厚40mにおよぶ塊状泥岩が広 化石の産状， 図3に産出化石の層位的分布及びおよ

く露出し，著者らはここから貝化石を主体とする30種 その産出頻度を示す。層厚40mの下半分に化石類の産

類に及ぶ多くの古生物資料を得た。 出が多いが，これは霞頭の条件に恵まれたためでもあ

大船層層準の古生物について今回のような多量かつ る。確認された化石類は二枚貝，巻貝，プンブクウニ

詳細な内容が明らかにできるまとまった資料は，これ を主とし，カニ類，フジツボ類，硬骨魚類の骨片 .l;' 

までになし今後もなかなか得難し、と思われるので， 椎 ・耳石も若干産出した。 化石はシノレ ト岩中に散在し

この機会に化石群集の概要を報告し，堆積当時の海況 て産出し， 島幸滅は殆どみられず，保存がよいものが少

を考察する。 なくなし、。すなわち二枚貝の中には，合殻で生息時の

なお，今回報告する化石標本は神奈川県立博物館に
若手勢に近い産出状態のものがあり，カエ化石には，は

収蔵される。本報告をまとめるに当たり，青木組現場 さみ脚 ・歩！仰が全て揃ったものが多いことなどからみ

事務所の方々には野外調査に便宜を計っていただい て， 比較的静穏な堆積環境が推定される。

た。神奈川県立博物館専門学芸員の村岡健作氏にはカ

ニ類について貴重なご助言を得，比較標本を見せてい

ただいた。以上の方々に心よりお礼申し上げる。

調査地点の地質 ，調査地点は鎌倉市岩瀬，JR東海

道線大船駅の東 1.2 km，砂押川に面した丘陵北東斜面

の宅地造成地である（図1'2）。ここでは，大船層

上部が発達し，層厚約40mの現状のシノレト岩が，わず

かに火山灰や細砂の薄層を挟在して露出する。走向傾

斜はN60～S0°E,9～12°Nで，露出範囲では断層によ

るくいちがし、はほとんどなく，北北西ほど上位層準が

みられる。詳細な化石産出層準の記録のため，層厚40

mの中で，ほぼ中部に介在する 1枚の細砂の薄層と，25

枚のテフラ（仮に上位より Iw1～25と記号を付けた）

を識芳I）し，25層lWに分けて資料を採集した〔図3）。こ

の中で上部の Iw-2は，層厚15Cmほどの軽石賀火山灰

層で，層準と岩相から神奈川県（1955）のNy（中谷）

主な産出化石の概要； なお計測値は剛， （ 〉内の数

1125, 000地形図「戸塚」 を使用した。
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った値を示す。

1 ）貝化石

リュウテンサザエ科 Trubinidae 

6〕は殻高27+mm.標本6122 （図5-5a,5b）は殻高21

m。現生種のうち， C 問 ssaキタタマガイとは，隣孔

が塞がれる点では共通する螺塔がやや高く大型なこと

C. janthostomaチシマタマガイとは，騎孔はC型の隙

聞があく点て‘それぞれ区別した。 馬場 (1990）が大船

Phanerolepida transennaキヌジサメザンショウガ 層上部から報告したC.russaは，本報のものより大型

イ； Iw 15テフラ層準 （層厚40m中の下からlQmの層 〔殻高40mm）である。現生種の C.clausaは，相模湾

準〉からのみ産出している。網目状の彫刻の目の大き 周辺のものが小型（殻高 1c皿〉で水深700-lOOOmに，

さは螺層全体にわたって 0.20.3mmと細かく，現生種 北方では50200mの浅瀬に棲息するという。今後，本

と一致する。標本6121 （図5-3a,3b〕 殻高16.5mm。 近似種の産出層準による殻のサイズと古環境との対応、

本種は暖流系種で，横浜南部では野島層より上の層準 関係の有無に興味がもたれる。

から初めて確認された。後述する優勢種からみた調査

地点の推定権積深度よりも深いところに：m生の生息分 フジツガイ科 Cymatiidae

布の中心があり，古環境との対応関係が注目される。 Fusitoritoηsp.；標本612-4〔図5-8) 殻高62十（63

64）凹。縦肋は体層24，次体層19木ある。標本526（図

タマガイ科 Naticidae 5-7) 殻高（59サm。縮肋は休層19，次体層16本ある。

Cryρtonatica sp., cf. C. clausaハイイロタマカイ この属の現生種や，小柴層の標本（図 59，殻高106+

近似種 ，隣孔は完全にとじている。標本612-4（図5 m〕などに比べて小型で，螺塔はやや低く，体層 ・次

図2 調査地点の大船層の地質図および地質断面図。 Ny 中谷火山灰層， Sd 砂層， Is 岩瀬火山灰層，

Iy 入谷火山灰層。
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位置〔矢印〕と，チシマガイ矧化石の産出層準

（安 本報告， バ ～e 小泉 ・松島，1990）。柱

状図①～③は三梨 ・菊地（1982）の図3から引用

した。① 富岡～金沢文庫ノレー トの一部，② ・

③ 日野～北鎌倉ノレート。鍵テフラ名は，本文

参照。柱状図の凡例は，図3参照.，U.C.不整
企』

体層含めて 6階あるが， 同じ6階の現生2種のおよ

そ2βの大きさしかない。縦肋の数の多い前者は，F

oregonensisに，水管溝の部分が長く縦肋が少なく結節

が強い後者は，F、gdeav.こより類似している。

エゾハイ平斗 Buccinidae 

Neptunea sp., cf. N. kanaga waensis；標本629G-1

（区I5 -12) 殻高116mrn.螺肋の状態はN.kurosioヒメ

エゾボラモドキに似るが，螺塔はN.kurosioよりやや

高く ，むしろN.intersculptaエソボラモ ドキに近し、。

標本6021 殻高 ＜? 130+) mm。前の標本より一回り

〔1階〉大きし、。休層の限肋はより不明瞭になってい

る。標本706-2A 殻高 （62〕m，標本612-5〔図5-14〕

殻高（67.4）問。この 2標本は小型で，蝦i容はやや高

め，限1111は主肋の間の問肋の発達は悪い。後者2標本

は，N.kanagawaensis Masuda & Noda, 1976ヨコ

ヤマエγ示、ラ（OYAMA,1973の N.(N.) yokoyamai 

Oyama）にその大きさと特徴がほとんど一致する。こ

れと前者2者とは，同一種の成長変異と考えられる。

Si・ITKAMA & MASUJIMA〔1969）は，金沢八景北西の野

島層から N.intersculptaを， 馬場〔1990）は，N.

kanaga山aensisを野島層中部 ・上部， 大船層下rn~ ・

上部，小柴層下部 ・よ部から，それぞれ報告している。

ニッコウガイ干ヰ Tellinidae 

Macoma calcareaケショウシラ トリガイ， 機本713

F-1 （図6-14〕 脈弁，殻長40mm，標本706-2A l~ffi弁 ，

殻長22＋四， 標本803-4A 合弁，殻長21mrn。 AOKI

(1960〕は， 憤浜市！磯子区内七総層群産のものを，現

生種よ りも後背縁が直線的であるとして M calcarea 

yokohamaensisとして区別した。馬場（1990）は，横

浜南部地域上総層群から本亜種を報告している。

キヌマ トイガイ干ヰ Hiatellidae 

Panomya sp., cf. P.ρriapusヤツシマチシマガイ近

似種 ；標本701L-1（図7-la,b）：合弁， 殻長155＋，殻

高73＋， 殻幅69mm，標本70601 （図6-17) 両弁，殻

長（左） 53，殻高33.5，殻幅〔左）smrn，標本612A-1:

離弁， 殻長 （左） 52，殻高23+mm，標本612B-1（図6

16) 雌弁，殻長（左） 73+ (74 75) , 殻高， 43+

m，際本706-C 合弁，殻長〔右） 65＋，殻高67，殻

幅（合），44-46mm，標本6291 （図615〕 合弁，殻長

（左）111 + (115-120? ），殻高 77，殻幅50価。
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図5 1. Ginebis argenteonitens convexiusculusフク レギンエピスガイ（526-1,13), 2. G. a. hiraseiヒラ

セギンエビスガイ〔707G 1, 24〕， 3.Phaneroleρida transennaキヌジサメザンシ ョウカ、イ（612-1,7〕，
4. Cocculina nojimaensisワタゾコシロガサガイ属（713A 1, 13〕， 5・6. Cryρtonatica sp., cf. C. 
clausaハイイロタマガイ属（5 612-2,6) (6 612-3,6), 7～9 Fusitoriton sp. (7 526-2, 9) (8・

612-4, 12) (9 x o. 5，小柴層産），10. Boreotrophon nipponicusツノオリイレガイ属（727Bl, 16〕，
11. ]aρelion adelρhicusツムガタネジボラ， (713B-l, 8), 12～14. Mφtunea sp. (12 629G-l, 6, 
xo. 67〕〔13 602 1, 15, x 0. 5) (14 612-5, 6〕，15.Buccium sp., cf. B. leucostoma〔713E-l,13), 

16. Comitas oyamaiヨコヤマチピク夕、マキガイ （706D-l,10, x 1. 5〕，17. Afolia nojimaensisノジ

マイグチガイ（727A l, 15, x 1. 5），注，カ ッコ内は（標本番号，産出層準番号，倍率〉。倍率は，原寸

大以外のもののみ示す。
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図6 1. Gadila sagamiensisサカミハラブ トツノガイ（7278-1,16), 2. Omniaか・ptacerinaハリツノガイ
〔72782, 16〕， 3・4 Acila divaricataオオキララガイ（3 602-2, 10) c 4 . 602 3, 10〕， 5. Nurnlana 
yokoyamaiアラボリロウパイガイ（5264,9〕， 6・7. Portlandia japonicaベ ッコウソ デカイ（6 727 

B 3, 16〕〔7 602・-4, 10), 8 Tenileda ikebeiカゲロウソ デガイ （803D-l,7), 9～11. Limopsis 

tokaiensis卜ウカイシラスナカイ ， (9 602 5,10〕（10 526-5, 10) (11 602 6, 10〕，12. Modiolus 

margaritaceus －.，メヒノくリガイ〔526-6,5),. 13. Lucinoma sp. ツキガイモドキ属〔6126,19〕， 14.

Macoma calcareaケショウシラトリガイ（713F1, 13), 15～17. Panomya sp., cf. P.ρriapusチシマ
ガイ属（15 629 1. 5, xo. 8) (16 6128-1, 7) (17 706D-l, 10). ※3b・9b・16・17 内側面
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図7 1. Panomya sp., cf. P.ρriapusチシマガイ属〔701L-l,17, x O. 8), 2. Perψloma planeリュウグウハ
ゴロモカイ（701I1, 6〕， 3・4.Coronula diademaオニフンツボ（3 727C-l,20) (4 706E'-l,14), 

5. Balanus sp. 〔727C2, 20), 6. Lepas sp. エホシガイ属（6127, 4), 7. フンフクウニ類（727A’

-1,15). 
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図8 1～3. Geryon sp.オオエンコウガニ属（1:720E-l,14,la, xQ.9; lb, xo.8) (2:526E-l, 12) (3:720 

D-1, 14，×2), 4・5.ソコダラ類の，耳石4. Coryphaenoides sp.ホカケダラ属〔720H-l,1，×2), 5. 

Coelorhynchus sp. トウジン属（727C-3,20，×2〕，6・7 ハダカイワシ類の耳石，6.Diaphus sp., cf. 

D. garmaniヒロハダカ近似種（701-2,17, X2〕， 7.Diaphus sp., cf. D. gigasスイトウハダカ近似種

(526 8, 11, X2), 8. フカカサゴ類？の耳石〔727C4, 20，×2), 9・10. 硬骨魚類， 9. 椎骨，（727A

-2, 15), 10.椎骨ほか（720B-1,21〕．※4・5a・7・内面， 5b・6・8・外面．
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先に小泉 ・松島(1990）が，大船層最上部～小柴層か

ら報告したものと同一種とみられ，産出レ ンジがやや

下位の層準まで伸びたことになる（図4）。馬場（1990〕

は大船層最上部のものを P.giganteaとしている。な

お，波部 （1977）は， Rgiganteaは，現生種ヤツシマ

チゾマガイ P.bergianaの・／／ニムと し， AsoTTand 

DANCE (1982）は， P.bergiana はPρriaρusの異名と

している。チシマカイ属の＃l.生種は， 東北以北に棲息

する寒流系種であるが，今回の調査で得たチシマガイ

属は，Macomacalcarea, Cryptonatica属以外には寒

流系種といえるものを伴っていないので，Macoma

calcareaなどと同様に潜流で北方から分布を肱げて当

地域に定着していたものと考えられる。

2〕申殻類化石

オオエンコウガニ不十 Geryonidae 

Geryon sp.オオエンコウガニ属の一種； 標本720E-

1 （図81），標本526E-l（図8-2），標本526E-2，標本

720D 1 （図8-2）。q1らの幅16～66皿のものが10数点産

出したが，大部分は母岩の圧密のため背と腹がくっつ

くくらいに出れている。[jlのjJ1j縁（額域〕に2歯，官iJ

側縁に3歯認められ，後者の3散の聞はごく弱く隆起

する。はさみ （掌部長〉は短く， Eド幅の64%，歩脚は

長く甲幅の 170%の長さである。前銀域の下部は隆起

し，横走陵をなす。 後叩域一心域と中限 後偲域との

聞は溝があって明｜僚に分かれる。

甲らの輪車JI，仁川高に対する歩l掬の長さ，前側縁の鋸

歯の位置と数，昨l域表面の特徴などから，オオエンコ

ウガニ属と判断したが，小型であるにも関わらずオオ

エンコウガニ属としては市HHIJ縁の鋸歯数が少ないなど

の，現生種とは異なる特徴を持つ。この属の化石の報

告は， 本邦の.~~（＇新統以後の地層からは初めてである。

なお，県内では，横浜高校相沢昭三氏らにより採集さ

れ神奈川県立博物館に所j哉されている小柴層産のカニ

化石は， 本報告の Geryon属とよくにており，同一種

である可能性が高い。

現生種オオエンコウ力ニGeryona/finis glanulatus 

は，東京湾～土佐湾～南・ンナ海～中部太平洋の水深80

-1, lOOmに生息する〔三宅，1983）。

3）硬骨魚類化石

ラ属，標本720H-l（図8-4〕とCoelorhynchussp. ト

ウジン属，標本 727C-3（図8-5〕，ハタカイワシ科の

Diaphus sp., cf. D. garmaniヒロハダカ近似稲i，標本

701-2（図8-6）と Diaphussp., cf. D. gigasスイトウハ

ダカ近似種；標本526-8（図8-7), ？フカカサゴ科；標

本727-C（図88〕の5種類が縫認された。

単独で産出する脊縫骨や問、蓋片 〔標本727A-2，標本

720B-1など〉の分類は，検討中である。

大船層の古生物群集と堆積環境 ；今回の調査で大船

層上部の！毘厚40mから， 25種類に及ぶ多数の貝類，フ

ジツボ匁しエボシガイ類，小型のアンプクウニ，オオ

エンコウガニ近似種，小型のカ ニ（未定経）， ｛民骨魚類i

の脊中Itや骨片， ソコダラ類とハダカイ ワシ~iの耳石な

どの産出が明らかになった。

貝矧では，全層準を通じて， Aciladivaricata, Po 

rtlandia japonica, Limopsis tokaiensisが優勢で，こ

れらは合弁の個体も少なくなし、。またオオエンコウガ

ニ属が少なからず産出する。このような4種類は，い

ずれもキII校湾以南の陸棚下部以深に生息するので，堆

積当II寺の環境は，l凌流の優勢な混合水域の陸棚下部か

ら陸棚！主〔水深200500 mくらL、〕と推定すると，随

伴する種の示す生息環境とも大きく矛盾しないと考え

られる。混合水域の貝化石群集は，東北南部から南関

東のだ（新ー更新統では，主として浅海’市のものについ

てはよく知られているが，本報告のような上部漸深

海帯のものの例は少ないため貴重であろう。また，

Turritella属と Fussidentaliu1河 yokoym刊aiが全く産

出してし、ない点にも注意すべきで，産出しないのは，

水深，水官II

れ，Turritella属は大山 〔1952〕が房総主｜土島の上総、層

群で示した例のように，この種類の生息深度以深の環

境で木報告の地点の大船層の堆積した可能性が示唆さ

れる。魚類では，明らかとなったハダカイワシ類，

ソコダラ)3：［は，深海性で大陸棚周縁に生息するもの

〔01-rn,1985）であり， 上記の堆積環境と符号する。

なお，個々の種類の詳細については今後吏に検討し

TこL、。

引用文献

ABOTT R. T. & S. P. DANCE, 1982. Compendium of 

Seashells. 371pp., E. P. Dutton. Inc., New 

York. 

耳石は，ソコダラ科のCoryphaenoidessp.ホカケダ AOKI, N., 1960. Molluscan fossils from the Naka 

127 



zato formation in Yokohama. Trans. Proc. 277pp. 

Palaeont. Soc. japan, N. S., (39）・301-306. Orm, F., 1985. Marine fish-otoliths of Japan. Sρe. 

馬場勝良，1990.関東地方南部，上総層群の貝化石群． Bull. The Senior High School attched to 

慶応義塾幼稚舎. 364pp・－ the Aichi Univ. of Education, 174pp. 

波部忠重，1977. 日本産軟体動物分類学，二枚貝綱／ 大山 桂，1951.小柴層の化石群集にいて（予報〉．資

掘足綱.372pp.北隆館． 源研集報，（24): 55-59. 

神奈川県，1955.神奈川県下の天然瓦斯地下資源．総 大山桂， 1952.茂原 ・鶴舞悶の長南 ・笠森累層の貝

合計画資料， c8 ), 39pp. 化石群集．石油技術協会誌，17・59-67.

小泉明裕 ・松島義章， 1990.横浜南部の上総層群小柴 OYAMA, K., 1973. Revision of Matajirou Yokoyama’s 

層（前期更新世〉から産出したチシマガイ類 type mollusca from the Tertiary and Qua-

二枚貝化石について． 神奈川自然誌資料， ternary of the Kan to area. Trans. Proc. Pa-

(11) : 13 22. laeont. Soc. japan, Spec. Papers,(17): 148pp. 

MASUDA, K & NooA, H., 1976. Check list and biblio- SHIKAMA, T. & MASUJIMA, A. 1969. Quantitative 

graphy of the Tertiary and Quaternary studies of the molluscan assembladges in 

Mollusca of Japan. 1950-1974. 494pp., Saito the Ikego-Nojima formations. Sci. Reρ．， 

Ho-on Kai, Sendai. Yokohama Nat. Univ., 2, (15) : 61-94. 

三梨昂 ・菊地隆男， 1982.横浜地域の地質．地域地 横浜市公害研究所，1981. 帯水層層序確定のための地

質研究報告（5万分のl図幅〉，地質調査所， 質調査．公害研資料，（21),32pp. 

105pp. （小泉明裕 ・ツルミ技術株式会社，松島義章 ’神奈川

三宅貞祥， 1983.原色日本大型甲殻類図鑑．保育社， 県立博物館〉

128 



｜編集後記｜

1991年は，世界の政治体制に大きな変化がありました。自然界では

ピナツボ山や普賢岳の噴火，北極では，オゾンホールが発見されたと

L、うことです。

自然誌資料第13号を出版することができました。

年々投稿者が増え，内容も充実してきました。編集委員一同， この

資料が自然に目を向けるきっかけとなり，また自然に対する理解を深

める一助となれば幸いです。
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